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平成２８年第４回豊能町議会定例会会議録（第２号） 

 

年 月 日 平成２８年８月２９日（月） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １３名 

       １番 野村 剛志      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

                     ８番 小寺 正人 

       ９番 永並  啓     １０番 竹谷  勝 

      １１番 福岡 邦彬     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 １名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      教 育 長  石塚 謙二 

総 務 部 長  内田  敬      生活福祉部長  木田 正裕 

建設環境部長  南  正好      上下水道部長  高  秀雄 

教 育 次 長  板倉  忠      会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  増田  稔 
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議 事 日 程 

平成２８年８月２９日（月）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○副議長（高橋充德君） 

  おはようございます。 

  お諮りをいたします。 

  報道関係者から撮影の申し出がございま

す。一般質問部分まで発言について許可し

たいと思いますけれども、御異議ございま

せんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  今、異議ありとの言葉がございました。

どこまで許せばいいでしょうか。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  わかりました。 

  ただいま、議員のほうから提案がありま

した、冒頭のみ撮影の許可を許すというこ

とでございます。それに異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  異議なしと認めます。 

  それでは、暫時休憩をいたします。 

（午前９時３１分 休憩） 

（午前９時３１分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  暫時休憩をいたします。 

（午前９時３２分 休憩） 

（午前９時３３分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  福岡邦彬議員を指名いたします。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  無所属の会、福岡邦彬、一般質問を行い

ます。 

  はじめに、少し、このダイオキシン問題

についてのこれまでの議会の取り組んでき

たことなどを交えて、失われた豊能町の評

判に対する、豊能町はいいところですよと

いうような形を前文として発言し、順次一

般質問に入っていきたいと考えております。 

  現在の町長は議会のことをどのように考

えているか、４年経過しても私にはわかり

ません。しかしながら、今般のダイオキシ

ンの処理をめぐっての現状を見るとき、情

けない気持ちで豊能町の住民は日々過ごし

ています。議会も反省しております。議会

ができる役割が首長に比べてはるかに低い

からであります。少なくとも民主主義の弊

害を感じる毎日でございます。１人の首長

が常識外れなことをしたら民主主義は高く

つくなという意味でございます。 

  私が議員になって１２年の時が過ぎます

が、豊能町議会は絶え間なく努力してきた

と思います。議員定数２０人を現在１４人

にしております。さらに議員報酬等の委員

会もつくり、さらにさらなる努力をするか

というような命題も抱えながら、今、委員

会も立ち上げております。議会に出席する

たんびに手当2,５００円が出ていましたが、

それも全廃しました。議員のお茶代も各議

員で負担するようになりました。議員年金

の、世間で大きく話題になったときにも、

私ども豊能町議会は全国に先駆けて廃止に
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向けての決議を行いました。報酬も５から

１０％カットの幅はありますが、今でも続

いております。この１０月に５％カットが

切れますが、これも１年間、議員の任期中

継続する考えが先週、全員協議会で議題と

なり、その方向でいくというような方向性

も決まっております。さらに、議会の見え

る化という提案に対して、これまでの議会

の音声だけだったのに対して、議会放映も

実施してまいりました。このため、町当局

から、見込みより予算が大きいという形で、

議長交際費も大幅に削減しました。そのほ

か、議長公用車の廃止等、絶え間ない議会

改革に取り組んでまいりました。しかし、

今回のダイオキシンの処理をめぐって議会

の無力を議員全員が感じていると思います

が、これでは豊能町の失った損失を取り返

すのは到底かなわないことを議員全員が感

じていることと考えます。しかし、失われ

た豊能町の再生に向かって、これから豊能

町のために全力で、ダイオキシンの処理を

はじめとする諸課題に向かって議員一致団

結して取り組みたいと思います。御理解を

お願いいたします。 

  今、ことしの夏は例年にないほど暑い夏

でした。豊能町には緑と風があります。朝

夕の涼しさは何物にもかえがたい環境にあ

ふれています。そして文化もあります。能

勢電車に乗って終点は妙見口駅です。花折

街道、能勢妙見山の玄関口です。春には終

点の吉川を中心としたおひなまつりのイベ

ントが村いっぱいに展開されます。さらに

足を伸ばせば、能勢電ケーブル駅からケー

ブル山上駅までの桜が見事に咲き誇ります。

豊能町周辺のシバザクラも有名でございま

す。 

  次に、歴史的秘話もあります。豊能郡の

高山地区は、戦国キリシタン大名高山右近

の生誕地でもあります。高山右近は、こと

し初め、バチカンの福者に認定されました。

毎年秋には右近フェスタまつりが開かれて

おります。ことしは１０月９日に、日曜日

に開催されます。ことしはこれを記念して

花嫁行列が行われます。そして最大のイベ

ントは、秋の夕暮れに広がる高山の棚田い

っぱいに広がるキャンドルライトです。2,

０００個以上のプラスチック廃ボトルを利

用したともしびは、人々の心を圧倒する幻

想の世界に引き込みます。ぜひ必見です。

今年は豊能町の能勢電車の停車駅、光風台

駅、ときわ台駅、妙見口駅の各駅から高山

までのバス配車があるということです。ぜ

ひ能勢電に乗って豊能町にお越しください。

豊能町はダイオキシンの風評被害に負けず

頑張っています。応援よろしくお願いいた

します。 

  それでは一般質問に入ります。 

  町長にお聞きします。今般のダイオキシ

ン処理に関して、特別管理一般廃棄物を産

業廃棄物（総体産廃)と組合の中で決めたこ

とですが、いつ議論されて結論を出された

かお聞かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆さんおはようございます。 

  お答えいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  大きな声でよろしくお願いします。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。昨年の１１月ごろに三池製錬から

処理は難しいとする考えを示されまして、

その後改めて処理の方策を検討することと

なりましたが、その中で廃棄物の分類につ

いて次のとおりの検証というか、行いまし

た。それは本件廃棄物は平成９年に本組合

の清掃工場におけるダイオキシン汚染の発
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覚により焼却炉が緊急停止し、後に施設を

解体したときに発生した廃棄物の一部であ

り、解体作業の状況から産業廃棄物と思わ

れるものであったが、当時は廃棄物の種別

を判断もせず保管をしておりました。その

後、汚染物を域内で処理するに当たり、単

に発生した場所から理論上類推して一般廃

棄物としたが、以降も産業廃棄物に一般廃

棄物が混入していたものとして認識をして

いたところでございます。その中で昨年８

月に福岡県の業者に処理を依頼しましたけ

れども、当該業者における処理が困難とな

り、改めて処理の方策を検討する中で、こ

れまでの内容物の確認状況や採取場所、採

取日などの当時の資料と、その作業を実施

した担当者から聞き取りなどをもとに検証

した結果、施設解体廃棄物である、産業廃

棄物が主体であると判断し、全体を産業廃

棄物として処理を行ったものでございます。

そういったことから、全体を産業廃棄物と

して判断いたしましたのはことしの１月ご

ろとなったところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そのときのメンバーの名前は。教えてく

ださい。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  正副の管理者、それと事務局長、あとは

担当課長、それと当時豊能町の副町長でし

た中井副町長。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そのときの記録はありますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  最終的には決裁という形でとっておりま

すけれども、その間の経過等については特

にはとっておりません。ですのでそのとき

の決裁ということが残っているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長そんな、なめたことを言うたらあか

ん。世間に笑われるで。こんな大事なこと

が記録もなしに決裁だけでおさまると思い

はったんですか。それからしてもあんたず

っと早うから失格続きでっせ。と私はそう

思いますわ。私は施設組合の多くの人に聞

きました。きちんと記録が残ってますよと

いうことでした。ところがあなたになって

からなぜそんなずさんなことをしたんです

か。本当にずさんじゃないですか。そんな

大事なことが。 

  もう１点。この産廃を、その施設組合の

解体に伴ってできたとおっしゃってました。

しかしこれはずっとっ大阪府の指導のもと

にやったこという記録はあると思います。

いつだって私らが管理者、副管理者が決定

したことないですよ。全部府の指導で、4,

３００本あったドラム缶も全部、産業廃棄

物として１４８本残して焼いたんですよ。

コンクリート固化みたいな小手先じゃない

ですよ。それが何で記録もないんですか。

それ一つとって失格ですよ、町長。このこ

とわかりませんか。 
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○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。なぜ記録がなかったの

かということの質問でございます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この決裁に至る記録という形ではござい

ませんですけれども、過去からのそういっ

たものも判断しながらしたものでございま

して、その中で過去の担当者、実際ずっと

携わってる者もおりますし、そういった者

からも聞き取りをし、その当時の資料なん

かも検証しながら、今回産業廃棄物といっ

たところで判断させていただいたところで

ございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  またうそつく。私は、府から来ておった、

あるいは府の環境局からずっと指導してこ

こまで来たんですよ。あなたはだまされた

いう環境テクノロジー井上さんよりも職員

にだまされてますやんか。職員に。そんな

こと皆知ってますよ。井上いうやつがどん

なやつか皆知ってまんねんで。大阪府から

で、府の出入り禁止になった人ですわ。こ

れも皆職員知ってますよ。あなただけ知ら

なんだんちゃうんか。そんな札つきの人で

っせ。何年も前から出入りして。ほれで記

録ありませんて、そんなことないですよ。

ちゃんと記録ある。あなたが知らないだけ

や。勉強してないだけや。本当にそんな記

録見たことありませんか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それに至ったまでの経緯、そういったも

のについて、一定の、当然昔の記録、そう

いったもので判断もし、当時の担当者もい

ておりましたので、そういったことも判断

しましたので、そういった意味ではその当

時の記録というものについてはあるという

ふうに認識しております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だからそこはあなた失格と言ってるんで

すよ。なぜならばそういう人の意見を聞い

たり、府に相談したり、あるいは議会に報

告すればこんなことにならなかったんです

よ。隠して隠して隠しまくった結果これじ

ゃないですか。これはあなたの責任だと思

う。未熟というんか、ばかというんか、そ

ういう責任がありますやないか。答えてく

ださい。責任についてどう思いますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回の一連の問題については、新聞等の

報道で大きく取り上げられ、豊能町の住民

の皆さんにはこの間多くの御心配、御迷惑

をおかけした、このことについては大変申

しわけなく思っております。そういった意

味からも、早急にこの問題について解決を

する、そういったことが私の責任だという

ことで、今現在も努力しているところで、

のつもりでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  揚げ足とるやないけど、努力の陰見えへ
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んやんか。努力して、口だけ言うておって

努力してます、御理解くださいって。新聞

に取り上げられてそんなこと言うたらあか

んやんか。あなた隠して隠して隠しまくっ

て、うそをついて、うそをついたからこん

なんなったんや。その責任はどうかと言っ

てんねん。しかも僕の第５番目の答えまで

言うてくれはった。僕はそういう説明責任、

住民に対して、議会に対して説明責任一個

も果たしてない。ずっと３月議会、６月議

会までうそついておるやないですか、議会

に対して。三池製錬で２月、持ち出したに

もかかわらず、２月中に神戸へ持ち出して

コンクリート固化もやってるのに一言も言

わずに、三池でやったような顔ばっかりし

ておったじゃないですか。この責任はどう

してるんですかと言ってるんですわ。責任

についてもう一遍お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議会の皆さん、住民の皆様には問題の発

生からこの間十分な情報発信ができておら

ず、そういったことについては非常に申し

わけないと思っております。ただ、そんな

中で私どもといたしましては処理を最優先

にということで考えたところでございまし

て、非常に申しわけなくとは思っておりま

すが、結果的にこういった形になったとい

うのは申しわけないと思っております。そ

のことにつきましては、このことにつきま

しては、これからもこの問題の収束に向け

て努力してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  結果的にそうなったんですか。結果的に

そうなった。ちょっとそこだけひっかかり

まんな。あんたの責任でこういう結果を生

んだん違いますの。本当に結果的にそうな

ったんですか。無過失でそうなったんです

か。先ほど３月末にと、処理したいと、そ

れは方法が違うたんでしょう。もう一度お

答えくださいな。結果的にそうなったんで

すか。あなたが無過失で。違うでしょう。

ちょっとの注意、ちょっとの配慮、そして

責任があれば、議会に報告するという義務

をきちんとやればこんなことにならなかっ

たと言ってるんです。全てあなたやってな

い。この責任はどうなってるんですか。結

果的じゃないでしょう。もう少し分析しな

はれ、ここまできてんねんから。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様には本当に情報提供できてなかった

ということについては非常に申しわけない

と思っております。その中で、これまでな

かなか２０年間解決がつかなかったといっ

た中で、それを何とか処理をしたいという

思いの中からこういった形でさせていただ

いたということについて、非常に申しわけ

なく思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  政治は結果だと思いますよ。結果。結果

責任を求めてるんです。２０年間なぜ放置

されたいう背景を考えたことありますか。

歴代の首長、町長あるいは管理者がどれだ

け苦労したことをあなたは知っておられる

と思うんですよ。だから昨年の７月には戸

知山で６億何ぼの処理ができたんと違いま
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すか。それも前町長の指導があったでしょ

う。６億という莫大な金を使ってでもやら

ないかんという思いでやったん違いまんの

かいな。そのことを自覚しなはれや。２０

年間という重みを。ほんまにあんたの浅は

かな知恵で２１年目に入りましたんや。い

つまで続くかわかりません。あなたのやり

方はいつも１０日とか２週間単位ですわ。

今回の神戸から持ち帰る時間でも、ほんま

にその場その場や。何のことも考えてない。

情けないと思うよ俺。本当に、ダイオキシ

ンを処理したかったら、一度でもあなたは

現場へ足を運んだことありますか。ないで

しょう。前町長は三池製錬、失礼、三重中

央にどんだけ足を運んで、地元とも話し合

っておりますわ。そのことは組合の皆さん

も知ってたでしょう。そういうことをあな

た一回も行ってないじゃないか。僕は三池

製錬で、行ったことあって頭下げてやれば、

僕はできたと思いますよ。排出責任者の長

が本当に真摯に三池製錬に行って頭を下げ

れば僕はできたと思います。何もせんと、

組合組合と言いながら副町長を使うて。結

局副町長は自腹切って２月末でぱっと蒸発

しましたやんか。それ以降惨たんたるもん

ですよ。それで隠そう、隠そう。ずっと豊

能町の議会にうそついてきた。皆、三池で

処理された、３月末までにされると信じて

おった人ようけおったじゃないですか。そ

の責任を言ってるんですわ。そんなん、努

力してるとか、そんなん違う。具体的に、

今後どうされるんですか。具体的に。どう

いう構想でもいいですわ。考えでもいいで

す。お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今現在、きょうも神戸市のほうからその

ダイオキシンを、まずは仮置きで持ち帰り、

２カ月間ですけれども、今のふたばを中心

としたところに入れさせていただいて、そ

の後１年、２年単位で受けていただけると

ころ、そういったところを今模索しながら、

最終的には最終処分、郡内等でのいろいろ

な考え方あろうかと思いますけども、最終

処分という形で進めてまいりたいというふ

うに思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  これ今おっしゃったは、漏れ聞くところ

によると、あなた次もまた町長やられるん

ですな。 

○副議長（高橋充德君） 

  次の方にお願いするのかということです

わ。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。構想ということでしたので

お答えしたところでございまして、次期に

ついては私は出馬しないということは表明

しているところでございます。ですので、

構想ということでしたから今私が思ってお

るところについて述べさせていただいたと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それは聞きましたけどね。漏れ聞くとこ

ろによると、仮置き場ができたらすぐに辞

表を出すいう話やったやなかったですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私が思っていましたのは、議会にお任せ

をするということで、その中で、私はそこ

で議会で決めていただいたところでできれ

ば、その中で出た条件が私がやめるという

条件でございましたので、そういったこと

だと私は思っております。ですので、今現

在はその案と違う案ということで進めさせ

ていただいて進んでおりますので、その後

のことも考えながら、今、続けているとい

ったとこというふうに私は理解していると

こでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこに多くの住民、議員がかんでたとい

うことはあなたは知らないわね。自分が案

を出してやったから自分の手柄ですか。自

分がやったからやめる必要はないというこ

とですか。漏れ聞くところによるとえらい

違いまんな。多くの議員がほんまに真剣に

なって裏で活動してたの知らんでしょう。

そういうことが世の中全体として回ってる

んですわ。この問題についても自分一人で

こんな浅はかなことを考えたと、反省も何

もないじゃないですか。多くの人へ、助け

られてるのと違うんですか。それがわかっ

てなかったら、あんたはほんまに悪いけど

町長やめなはれ、すぐに。ほんまにやめな

はれ。そんなことわかってないやろ。私が

発案したと思いますわ。それが危なくなっ

たから議員が動きまわったんじゃないです

か。いろいろなとこで。これは置いときま

す。 

  次に、仲介業者、環境テクノロジーの井

上氏に対して金銭の解明が進んでおりませ

ん。金の流れを解明するのが残された町長、

管理者の最低限の責務だと考えますが、井

上氏を含め処理できなかった三池製錬に対

して当然訴訟を起こす債務があると考えま

すが、残された期間中に行動を起こされま

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  契約の相手方が契約を履行しないことで

何らかの損害が発生している場合、損害賠

償請求をするということは可能と考えてお

ります。その場合、故意もしくは過失によ

る場合など、債務者の帰責事由が必要とさ

れておりまして、債務不履行が不可抗力に

よる場合や債務者が無過失である場合には

損害賠償責任は発生しないとされておりま

す。 

  三池製錬で処理できなかったことが業者

の意思とは別に不可抗力によるものかどう

か改めて弁護士と相談し、判断したいと考

えておりますが、これまでに相談したとこ

ろでは損害賠償請求は生じないのではない

かというふうにお聞きしているものでござ

います。 

  環境テクノロジーに関しましては、新聞

報道等でいろいろな情報が流れており、不

透明な部分が多いことから、今後明らかに

していく必要があると考えております。事

実関係を明らかにするにはどの程度の期間

を要するかわかりませんけれども、残され

た期間できる限りのことはしてまいりたい

と思っています。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  確認だけします。環境テクノロジー井上
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氏については訴訟を検討すると。弁護士に

したら、いわゆる不可抗力でないというこ

とですな。やるということでよろしいです

か。もう時間短いですよ。大分前からこれ、

この話が町長に伝わってるはずですわ。訴

訟せい、訴訟せいと。ぜひやってください

よ。そやないと事実が解明できてない。あ

なたからも全然説明不足やから。だからこ

れはこれで井上氏に対してはやるというこ

とでよろしいですか。豊能町長としてか、

あるいは豊能町長が管理者に命じてやるか、

それはどっちでも結構ですが。どっちです

か。豊能町長としてやるんか、施設管理者

としてやるんか、どっちですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、弁護士と相談をしておるところでご

ざいまして、これは一義的にはまずは管理

者として取り組むべきことではないかとい

うふうに認識をしています。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  検討とかもうそんなん、もう大分時間か

かってまんねん。いつもそうですやん。検

討します、どうのこうのと。この質問条項

に入ってませんが、稲敷市の問題ももう出

ます、出ます。一個も出てないじゃないで

すか。２４日の大阪府のやつも、もっと早

くやっとけばもっと早く分析できたはずで

すわ。ただ右往左往してるだけじゃないで

すか。情けないと思いますよ、僕は。 

  次に、今後施設組合、豊能町へ大きな金

銭的な負担がのしかかってきます。今後の

ダイオキシン処理に関して処理費用はどの

ぐらいの費用があると考えておられますか。

先ほどは別の場所に移して１年、２年とお

っしゃった。その処理についてどのぐらい

の金がかかると考えておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今後の費用としましては、廃棄物の撤去

費用、仮置きに要する費用、最終処分に要

する費用等が考えられますけれども、最終

処分をどうするか今後検討していくことも

ございまして、今現時点では費用というこ

とはまだ明らかにはなってないとこでござ

います。参考として、これまで、もともと

置こうとしていたところでの費用について

は既に約3,６００万円ほどの費用が、今か

かっているとこでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  これが処理ですか。今ここに、今までず

っと神戸からやってきた皆処理の、処理で

すか。違うでしょう。それを処理言うたら

ほんまに皆さん怒りまっせ。住民の苦渋の

決断等々、処理できたら僕は住民納得して

もらえますよ。これ処理でっか、3,６００

何万円いうの。違うでしょう。あなたの判

断ミスでこのような金になったんでしょう。

そうじゃないですか。その自覚はないの。

町長の、管理者のミスで大きな損害を豊能

町に与えてますねや。今3,６００、違うや

ろ、もっとやろ。これからまた次の場所へ

仮置き２カ月になったらまたもっていく。

それは当然、職員何ぼ動員してもあんなん

もって上がらへん。金かかる。業者に高い

値段で請け負ってもらったかどうか知りま
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せんが、高いですわ。あの当初の仮置き場

は1,６００万円とかいうてるけど高い。今

度余野の幼稚園跡にも僕は同じ業者が入っ

てくると高いと思う。そんなことが、これ

は処理じゃないですよ。単なる仮置きです

わ。だから処理の費用はどんくらいかと聞

いてるんです。予想でも結構ですよ。僕は

恐らく、これまでのドラム缶に入っていた

ダイオキシンならば1,２５０度から1,３０

０度で燃えますねん。燃えて灰になります

ねん。今度は要らんことしたおかげでコン

クリート固化してますから。しかも３０何

トンもっていったやつが１０倍に膨れ上が

ってもって帰ってきてんねや。あんたの責

任でオーケーしたんや。こんな情けない話

ないわ。何ぼおつりがついてもそんなこと

ない。３０トン持っていって３０トン持っ

て帰るのやったら僕はいいと思う。何ぼで

んねん、今。４１８袋。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ３１８か。そんなんでっせ。もしそのと

きに、これは私らの廃棄物じゃないとわか

ったら神戸へ返しまんねんな。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  残念ながら、これまざってしまっており

ますので、これは私どものものか神戸のも

のかというのはわからない状況でございま

す。そういったところから今現状では、非

常にそういったことは難しいというふうに

考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  難しいと思うでもうあなたはオーケーし

たんでしょう。明らかに違うやつやったら

返さなあかんの違いますの。今度はこちら

の車で仕立てて、記者会見して、堂々と持

って帰らせたらどうですか。それは責務で

しょう。こんなことを住民に説明できます

か。 

  そういうことの中で相当豊能町はこれか

らもお金が要ります。町長の賠償責任につ

いてどのように考えておられますか。町長

として。管理者は費用をもらってはります

けどちょっと少ないですわな。ほとんどの

主たるは豊能町のお金ですわな。町長とし

て。そのお金もらってる人が、こういうミ

スをして損害かけたら、大体賠償責任てつ

きますわ。それはあえてまた次の町長が決

まったらその人たちに要求していきます、

組合として。あなたに対する。明らかに先

ほど言った不可抗力じゃない。その賠償責

任、先にこれで堪忍しておくんなはれとい

うぐらいの賠償責任について町長はどう考

えておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回の件では住民の皆さんには多く御心

配と御迷惑をおかけしてまことに申しわけ

ないとおわび申し上げるところでございま

す。また、処理費とは別に先ほど言いまし

たような新たな費用が発生することについ

ても非常に申しわけないと思っております。

残された期間で全てを解決することは難し

いですけども、少しでも解決できるように

全力で取り組んでいくということで責任は

持っていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 
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  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  具体的に何をするか言うてください。ず

っとこの間の神戸の話でも、１５日完全に

持って帰ります言うたけど３０日ぐらいま

でずっと何もしてなかったじゃないですか。

ちょろちょろっとぐらいしか。今回もう残

された期間少ないですよ。だから何、具体

的に何をするかということを聞いてくださ

い。そして、だから私は賠償責任を負いま

せんぐらいで結構ですよ、別に。そう言っ

てくださいよ。負うか負わないかを聞いて

るんですよ。お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですから賠償責任につきましては、私は

今残された期間できるだけ、今、仮置きの

ところが苦渋の御理解いただいて、今、決

めさせていただいた、決めていただいた、

決めさせてもらったところにも運び込もう

としておりますし、今後１、２年の長期の

ところについても早期に決めさせていただ

きたいというふうに思っております。そん

な中でできるだけのことを任期中にして、

それを責任にしたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  僕はそやからできますかって聞いてる。

わずか２カ月の間で次の場所ができますか

と。これだけ１点でお答えください。でき

るできないで結構ですよ。恐らく僕は、ま

あ言いませんわ。田中町長、お答えくださ

い。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これはなかなか、たくさんの皆さんの御

理解等要りますので、明言というか、それ

はなかなか難しいですけれども、ただ、こ

れできるようにやっぱり努力する、それし

かないかと思っております。これまでもい

ろいろなこともございましたので、やはり

努力するとしか今は言いようがないのかな

と思っております。ただ、それはできるよ

うに尽くしていきたいというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうしたら答弁は、できなかったら私は

退職金も給与も返上しますいうのが普通じ

ゃないですか。その点についてどうですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私はできるように努力していきます。た

だ、これまで、この件はありましたけれど

も、ほかの件でもいろいろ、いろいろなこ

とはしてきたと思っておりますので、総合

的にも判断していただきたいと思っており

ます。ですので私はできる限り今の任期内

でできる範囲のことをやりまして、そこで

そういった形で責任をとっていきたいとい

うふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 
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  いろいろなことをしたから退職金もらい

まんねんな。記憶にとどめておきますわ。

おもしろい答弁やから。 

  次に、戸知山で処理するダイオキシンの

処理に伴う契約についてお聞きします。ダ

イオキシンの処理を巡って昨年７月の戸知

山から始まって今回の仮置き場まで第三者

の契約の流れを質問します。戸知山にする

ことも、仲介者環境テクノロジー井上氏で

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  戸知山で処理することについては、組合

で現地処理をするという方針で取り組んで

きましたので、環境テクノロジーとは全く

関係はございません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、三池製錬でそのときに１カ

月ぐらいで急転直下なりましたね。６億か

ら１億、これは喜びましたがな、ほんま。

こうやって眉に唾つけて喜んだ。ほんまや

ろかと。ただ現実的に三池製錬という大き

な会社、そして調べたら調べるほど大きな

会社。しかも１市３町のごみ、いわゆるば

いじんとかそういうのも焼いてもらってる。

そういう会社やから信用しました。しかし

その三池製錬で処理する契約は、仲介業者

は環境テクノロジー井上氏ですか。だった

んですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  三池製錬での処理については、地元の自

治体も含め、受け入れの可能性があるとい

うことで、紹介いただいたのは環境テクノ

ロジーでございます。業者のほうで適正に

処理できるということであれば、地元の自

治体も協議に応じてもらえるということに

なりましたので、業者と協議を進めてきた

ものでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そのときに、なぜ井上氏じゃなしに、１

市３町、国崎の、いわゆる猪名川広域上流

広域ごみ処理センターの事務局長なりに聞

かなかったんですか。そこを通せばこんな

反対ってなかったんじゃないですか。でき

レースみたいな形の。なぜ施設組合、いわ

ゆる１市３町に相談しましたか。僕それは

筋やと思いまっせ。それを知っておったら

でっせ。あなた知らなかったんじゃない。

知ってたか知らないかで言うてください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  １市３町とは相談はしておりません。こ

の当時では私は知りませんでした。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それは知っておったらやりますわな。と

いうことは、施設組合の事務局長も、こち

らから行った、特別に教育するといった中

井副町長も町長も知らなかったということ

だと思いますよ。 

  次に、三池製錬から持ち出しの契約の牧

野運輸、仲介者、環境テクノロジー井上氏

ですか。仲介業者。つまり牧野運輸を紹介
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したんも井上氏ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  三池製錬から持ち出すときの契約、これ

は環境テクノロジーでございまして、その

中の運送方法、これについても三池製錬で

の処理が困難となって新たに別の業者で処

理するに当たって、運搬方法の検討も行い

ましたけれども、業者から指示された日に

搬入できる業者が思うように見つからず、

探しあぐねたところ、環境テクノロジーか

ら紹介を受けてお願いしたものでございま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  またうそつくやろ。そんなん向こうから

指示されたいうて、私も向こうへ行ってき

ましたよ。三池製錬も大牟田市も。指示な

んかしてませんと。したがって２月中ごろ

って聞きましたよ、僕は。神戸の答弁によ

って２月１６日からになってますけどね。

指示しましたって、向こうは指示したんで

すか。取りにこいいうて。違うでしょう。

こっちから取りにいったん違いますのんか。

井上氏の指示に従って。またうそついてま

すやろ、私言うてる。 

  それからこの一連の流れの中で町長どこ

まで立ち会われたんですか。管理者として。

全て事務局長任せですか。中井副町長任せ

ですか。これについてお答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、その業者の指示された日という

のは、これは三池製錬でなくて次の業者等

のことでございます。 

  それと、あとは今、この全て立ち会った

のかといったとこでございますけども、こ

れにつきましては組合の事務局及び当時副

町長からいろいろ報告を受けて私が判断し

たとこでございまして、それぞれに立ち会

ったというわけではございません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  おもしろいこと言われましたね。いろい

ろ報告を受けて、立ち会ったわけでなくい

ろいろな報告を受けて私が判断しましたい

うて。その判断間違うとんのやないか。そ

の自覚を言うてるんや。そやろ。大体は判

断するときにはいろいろな情報、ファクタ

ーをもって判断するん違いまんの。人の言

うことを聞いたんでっか。中井副町長さん

の。 

  次に、稲敷市に持ち込んだ運輸会社と施

設組合との契約はありますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これは、稲敷市にはその申し出のあった、

要は実験試料として申し出があったものに

対して試料を提供したものでございますの

で、組合がその運輸会社と契約したという

ことはございません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 
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  誰が契約したんですかとお聞きしたいん

ですけど。こんなん車勝手に動きまへんや

ろ、契約せな。それをちょっとお聞きしま

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですので、稲敷市への持ち込みにつきま

しては、これはその実験試料、これの提供

を求めてきたところが契約をしたといった

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  情けないことしゃあないけどいきますわ。

稲敷市に随分前から試料の提供という話が

あったと思うんですが、これは確認されて

おりますか。コーリン工業です。稲敷市の。

水間さん、前の大阪府から来ておった水間

さんなんか随分、そんな大量にできまへん

と言われたというとこでっせ。聞いてはり

ました。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私はこのコーリン工業というところは存

じ上げません。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  僕、間違うてんのかな。ここで実験した

ん違いますの。実証実験。コーリン工業で

してるでしょう。違いますか。違うんやっ

たら違うと言うてくださいよ。 

  それから処理した実験書、契約書ありま

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この処理、処理ではない。実験をしたと

ころはコーリン工業ではございません。 

  あとはその、これは実験試料として提供

したものですから契約書というものはござ

いません。 

○副議長（高橋充德君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ずっと私、これまでずっと同じこと言う

てるんですけど、ありませんとか普通は考

えられないんですわ。町民の税金、国の税

金、そして二元代表制の一方の議会にも何

も報告しない。第一義的な組合議会にも報

告しない。そして一般質問すればありませ

んのや。契約書ありませんねんて。実験や

から契約って、そんなことないやろ。笑い

まっせ皆。実験するから契約書ありません

て。実験するんでも、こんな、いわゆる特

別管理一般廃棄物でっせ。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そういうことを申し添えて、無所属の会、

福岡邦彬、終わります。ありがとうござい

ました。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩をいたします。 

（午前１０時２２分 休憩） 

（午前１０時３５分 再開） 
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○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、イノベーションとよのの一般質問

を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

５０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  こんにちは。イノベーションとよのの永

並啓です。 

  それでは、通告していた項目について質

問させていただきます。 

  まずは町政全般、ダイオキシン問題につ

いてです。冷静に質問をしたいと思うんで

すが、町長には本当、正直顔も見たくない

状態なんですよ。先ほどの福岡議員の質問

でもありましたけど、もうちょっとはっき

りと、もしされるんなら何が何でも解決す

るんだというぐらいの気力を持って答弁し

ていただきたい。先日のテレビのコメンテ

ーターの方も、ああいうしゃべり方ではな

かなか住民の方を説得するのも難しいんじ

ゃないですかねって言われてたとおり、言

われてましたよ。先日の臨時会でもお願い

しましたよね。そうじゃないと、リーダー

たるものは何かを進めるに当たって、どん

な困難な状況であってもそのしんどい姿っ

ていうのは見せたらあきませんよ。しんど

いんです、しんどいんです。そうしたらや

めてくださいってなりますよ。何としても、

どんな苦境に立っても解決するんだ、そう

いう気持ちで答弁していただきたいと思い

ます。そしてこのしんどくなった責任、御

自身の招いたことなんですよ。にもかかわ

らず、前回、先週の全協のときに大声で、

一生懸命努力しているんですって、切れは

りましたわ。僕あの姿見たら、この人まだ

反省してないんやなと。僕反省してたら、

自分がやったことがこれほど重い大きなこ

とやったらそんな言葉出てこうへんのです

よ。 

  これまで、あなたはさっきから長年の懸

案事項を処理するためにこうした、こうし

たみたいなことを言ってますけど、こうな

ったのって、それで何かだまされたみたい

な、環境テクノロジーにだまされたみたい

なことを言うてますけどね。だまされにい

ってるんですよ。通常の段取りを踏んでた

らだまされることなんてなかったんです。

まず１点目。三池がだめになったとき、三

池製錬さんがだめになったとき、普通に持

ち帰ってたらこんなことにならなかったん

です。一つの契約が終わりました。通常外

へ出てたものを豊能郡に戻して、またそこ

で議論をして新たな契約先を探す、これが

通常ですよ。そうしたらこんなことにはな

らなかった。そして一廃を産廃に変えるの

も何かいろいろと議論をしたって言ってま

すけど、その中に現物ないでしょう。ここ

で議論しただけでしょう。現物大牟田にあ

るじゃないですか。三池製錬の中にあるも

のを遠く離れたここの大阪の中で豊能郡の

中でどうだどうだってやっただけでしょう。

それも間違いですよ。ここの中に持ち帰っ

て、以前から大阪府の指導を受けて一般廃

棄物という中でずっと長年きてたわけです

よね。そこももし変えるんであれば、もう

一度ふたを開けて、大阪府の方も入っても

らって、いやここの部分までは産廃でいけ

ますよねっていう了解のもとにしてたら、

またこんなことにならなかったんですよ。 

  それでコンクリート固化で処理するって

いうときも、覚書に署名してますよね、４

者。でも先日の議員総会か全協かの答弁で

は、その中の知らない、この会社はどうい

う会社か知りませんみたいなことを平気で

おっしゃるんですよね。自分たちが署名し
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て判こまで押してるのにどういう会社かわ

からない。そういったとこと契約してるん

ですよ。それで通常、もしこのダイオキシ

ンが、豊能町が排出、豊能郡が排出した排

出者の責任として責任があると考えるなら、

渡してからどういうふうに処理されたかな、

地域の方に迷惑かかってないかな、ちゃん

と安全になくなったかな、こういうことを

確認してれば、またこんなこともならなか

ったんですよ。だってあなたこれまで学識

経験者も交えて、大阪府も交えて、技術の

検証をしてきたんでしょう。それだけ安全

に気を配ってたものが、ほかのところに投

げるに当たってはもう一切知りませんなん

ですよ。こんな姿勢やったからだまされて

当然なんです。だまされにいってるんです。

僕、そこで責任を回避するっていうのは、

明らかに、豊能町長も能勢町長もその発言

は明らかにおかしいと思いますよ。どうお

考えですか。ちょっとお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  責任を回避するためにはと。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  それにつきましては、私どもも判こが偽

造されていたといった事実がわかって、そ

れでこれは非常におかしいことだというふ

うに、今、認識したとこでございまして、

そういったことから、まさか判こが偽造さ

れていたということは思いもよらなかった

といったところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前１０時４２分 休憩） 

（午前１０時４２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  契約については偽造はされておりません

でしたけれども、契約の中の金額が見積書

の額によるといったことになっておりまし

て、その見積書の判こが偽造されていたと

いったところから、そこから、我々も知ら

なかったんですけども、７月２２日ですか、

それから事態がわかったといったとこでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何でそう被害者ぶるんですか。私が言っ

てるのは、そこに至る経緯が、何なら僕、

一緒に詐欺に加担してると思ってるんです

よ。だってもともとその金額って環境テク

ノロジーが出した金額じゃなくて、もとも

と予算で決められてた9,６５０万円、これ

に合わせるように見積書出されてるんでし

ょう。金額、先にあるじゃないですか。そ

れを超えて見積書があるんやったら、当然

議会に諮らないといけませんよね。それを

しなくていい金額、使っていい金額の中で

の、なぜか話し込まれた見積書だから、そ

れは一緒に印影も、印影偽造したのも一緒

にしたんじゃないかって疑われて当然じゃ

ないですかって聞いてるんです。だって

堂々と、本当はもっと高かったけどこの金

額になりましたって、この金額しか出せな

いようなこと言ってましたよね。もともと

金額があるんですから。なかったら別です

よ。それに合うようにぴったりの見積書を

出してきてるんですよ。それってどう考え

ても、一緒に話し合って、ここまでなら出
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せます。じゃあ見積書をお願いします。で

も実際のところはそんな金額じゃないから

それまではとれない。じゃあ途中で新たな

ものをつくらないと対外的に示しがつかな

いというふうに思われても当然ですよって

聞いてるんです。いろいろなとこで踏みと

どまるとこがあったでしょうと。でもそこ

を踏みとどまらなかったのに、だまされた

っていうのは変じゃないですかって言って

るんです。わかりますかね。まだ説明、僕

のほうが間違ってますかね。それはどう思

いますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まず印影の偽造に加担したということは

絶対ございませんので、それについては明

言いたします。そんなことは全くございま

せん。事実無根です。それについてはもう

全くございません。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前１０時４４分 休憩） 

（午前１０時４６分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今それぞれの、まずはその三池から断ら

れたときに持って帰るという選択肢もあっ

たのではないかといったところでございま

す。その中で、そういう考え方も確かにあ

りました。ただ、我々としては処理を最優

先したいという思いからこういったことに

したといったところでございます。ですか

ら、そういうタイミングで確かに考え直す

というタイミングはあったのは事実ですけ

れども、その中で処理を最優先するために

ということで、一旦これ持ち帰ったら持ち

帰ったで、またそれはそれで非常に長い期

間がかかる、また注目を浴びるといったこ

とは思いましたので、私どもは、そのとき

は処理を優先するということで、今、こう

いった形で進めてきたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そうしたら判断ミスですよね。何回も指

摘してきましたよ、我々は。処理はしたい

けどもひきょうな手を使ってではないと。

ちゃんと正攻法でいきなさいと。現に松井

知事だって行政の信用失墜につながるとい

うことは知事から言われてますやんか。行

政がそういう法の抜け穴的なことをしたら

終わりですよ。どんだけ苦しくても、どん

だけ手間がかかって、今までの町長は手間

がかかっても、法にぎりぎりのとこへ行く

ことはなかったんですよ。契約したとこが

だめだったらちゃんと戻ってくると。戻し

て再度考えると。それが通常のやり方なん

です。何か戻したら処理できなくなるから

と思って戻さなくてそこで遠くで一廃を産

廃に変えて、その結果がどうなんですか。

こんな事態招いてるんですよ。あなたの判

断一つで。どう思われますか。多分その答

えって、先ほど福岡議員の答えと一緒にな

るのかもしれませんよ。でも本当に議員と

しては正直本当に情けない限りなんですよ。

ずっと指摘してきましたから。でもとめれ

なかったんです。あなたの考えを方向転換

させることがなかった。力がなかった。も

っと議会が早くから一丸となって、あなた

に圧力的に動けてたら、それが二元代表制

だと思ってますからね。最低限議員の役割
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としてチェックをする。こういったことが

もっと早くできていれば変わったのかなと

いう気がして非常に残念でなりません。 

  それで先日、仮置きの場所決まりました

ね。でも２カ月なんですよ。通告ないです

よ、これ。先日決まったことですから。た

だ、聞きたいのは、そんな答弁を練らない

といけないことじゃなくて、２カ月なんで、

その後のスケジュールを含めて、その努力

するとかじゃなくて、具体的にどこを当た

ってどうするのか。それとも仮置きの、次

はどうしていくのかっていうのを、今の段

階であることを全部言ってください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  申しわけございません。候補地は幾つか

ございまして、幾つか話をしているところ

もありますけれども、今の段階では御報告

できる段階ではございませんので、答弁に

ついては控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  これが仮置きの期間が６カ月とか１年あ

るんだったら別なんですよ。たった２カ月

なんですよ。それであなたの任期って１０

月の１３日まであるんですよ。じゃああな

たの任期、次には出ないって言われてます

からね。それを信じたとして、次の新町長

がこの問題に当たられますよね。当たって

からたった２週間しかない、期限まで。そ

うしたら普通、大人の常識として、あなた

の任期中に全部めどをつけないといけない。

その自信はありますか。努力するとかじゃ

ないですよ。もうこの段階になったら具体

的にどこどこどこっていって、もう自分の

頭の中にこういうものがあるから、これは

ほぼいけるだろうからこれでいくというこ

とがちゃんとありますかって聞いてるんで

す。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  幾つか候補地もありますし、それはでき

るべく、今、努力しているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今回の仮置きのたった２カ月置くのでも

ここまでかかったんですよ。それでそのあ

と、今度のは２カ月とかじゃないですよね。

ある一定の期間になりますよ。それが、今

までのあなたの動きを見ててこの１カ月ち

ょっとの間にできるとは到底思えないんで

すけど、できるんだったら、いつも当たっ

てますがとか今は言えませんじゃなくて、

この段階にきたらもうみんなで話し合って

いかないと。あなたはやめられて終わりか

もしれないけど、我々残ってるんです。職

員も。みんなで解決せなあかんのですよ。

隠されて動かれてもどうしようもないんで

すよ。だからそれ言うてくださいよ。候補

地に、じゃあ候補地はまあ、いろいろ風評

もあるから言わなくても結構ですよ。そう

したらその後どうするんですか。そこに何

年ぐらい置こうとしているのか。それとも

そこに最終処分場をつくってまた処理する

のか。どっちの方向でいくかとか。今、決

まってることぐらいは言えるでしょう。そ

れを教えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  候補地については言えませんけれども、

次のところについては２年程度置かせてい

ただくといったことで検討しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  じゃあまた置くということでよろしいで

すか。置いて、だから地元の住民さんを説

得するのにも、どうするんだということを

示さないと。あなたにないのはいつもそこ

がないんですよ。置いてその後どうするん

ですか。永久に保管するところをつくるの

か。２年ていったらかなり長いですよ。そ

うしたら永久に保管するようなとこをつく

るのか。処分場、また再度施設を、プラン

トをつくって燃やして無害化、さらなる無

害化を図るのか。そこを言ってください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その２年間というのは、要は最終的に、

今は処分できる処理場で処分できる形にな

っておりますので、その郡内で最終の処分

場をつくって、そこで入れるということは

一つの大きな考えになるのかなと思ってお

りますので、そのために２年、その間に最

終処分場について話を進めていきたいとい

うふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  郡内で最終処分場って、すごいことをお

っしゃりましたよ。そんなん絶対かなりの

時間を要しますよ。それあなた本当に１カ

月、任期中にできると思いますか。ぜひと

ももう、すぐ、一応、以前言ってましたや

ん。仮置きが最後の仕事だって。できまし

たやん、仮置き。８月３１で終わりますや

ん。お疲れさまでした。やめてくださいよ。

次の人は選挙があるまで選べませんけど、

その後も残る部長さんいますよ。部長さん

や我々議会で一緒になって考えていきます

よ。でも、あなたみたいに秘密に秘密にと

かそういうことをされたら何もできない。

やめる気ないですか。もう仮置きできたじ

ゃないですか、最後の仕事が。言われてた

でしょう。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今、職員の皆さんとともに、その中では

こういうところいうことで進めているとこ

ろでございます。そんなことから、私ども

はそれで今進めていると。もしその職員の

方から、私がいることによって進めるのが

難しいとかっていう話であるんであれば、

それは甘んじて受けなければいけないと思

っておりますけれども、私はそんなことは

ないと思っておりますので、期限の中では

できるだけのことはしてまいりたいという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁求めます。田中町長以外の理事者の

方、どなたか、答弁。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  いいですか。 

  じゃあ、永並啓議員。 
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○９番（永並 啓君） 

  よくそういうことを言えますよね。今回

の問題に至ったので一番大きなところは、

誰にも相談しなかったことですよ。身近に

いる職員ですらほとんど、先ほど言ってま

したよね。田中さんと能勢の町長の山口さ

んと中井元副町長と事務局長と課長、この

数人で動かしてきたことなんですよ。そこ

まで、周りにいる自分の周りにいる職員に

すら何の報告もしなくて、それで、さあ問

題が起きました。解決するためには皆さん

の力必要ですって。貸せます。あんたがこ

こに持ってきてこうしたんやろうってみん

な思ってますよ。僕なら思うもん。それで

あなたは一応、皆さんの職員の上司に当た

るから、あなたに向かって何か言うってこ

とはなかなか言えませんて。そしたらそこ

ら辺の空気はリーダーが感じとらないと、

肌で。感じとったら、僕はそこにいるのが

すごい神経やなと思ってしまうんですよ。

どう思われますか。それでも任期まで一生

懸命やるって言いますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  やはり先に立って、リーダーが先頭に立

っていろいろ交渉、そんなこともあります

し、リーダーいないままに進めるというの

は私としては非常に難しいのではないのか

なと。組織としても難しいのではないのか

なという、私は判断をしております。です

ので、ここで途中でやめてということは今

は考えておりません。ただ、私がいること

によって非常に進めづらい、それはやりづ

らいという話があるんであれば、それはそ

れで考えなければいけないと思いますけれ

ども、私は今、今回仮置き、そういう、そ

の次の場所も含めて、進めるに当たって努

力しておるところでございますので、そう

いった声については、もしあるんであれば

真摯に受けとめさせていただきたいと思い

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  あるに決まってるじゃないですか。今回

その数名が起こした事件ですよ。事件によ

ってどんだけの人が土日もなく動いてるん

ですか。それを、ずっとみんなで相談して

決めてきたことやったら一緒に動いてくれ

ますよ。でもその一部の人が決めたことで

どんだけの人、振り回されてると思うんで

すか。その当事者がいるのにはっきりした

こと言えるわけないじゃないですか。それ

は直接なんて言いませんよ。だから我々議

員とかが間接的に言うんです。それはもっ

とすぐれたリーダーなら、自分でそういっ

たことは肌で感じていただきたいと思いま

すよ。そこがなかなか感じない方なんだか

らこういう問題になったのかもしれません

けどね。これは本当に、前に進めるという

ことをお考えならすぐにやめる。もう仮置

きできたんだから。次は次の人に任せると

いう形を、本当真剣に考えていただきたい

と思います。 

  引き続き通告の質問なんですけどね。今

回、町長がとられたことで豊能町のイメー

ジは地に落ちたわけですね。就任当初から

プレスを用いて豊能町をＰＲするというよ

うなことをおっしゃってましたけどね。今

回豊能町が負ったマイナスイメージ、どれ

くらいのものと想定されてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この間の一連の報道の内容を見る限り、

豊能町にとっては決して好ましい内容では

ない。マイナスイメージになっているとい

うふうには思っております。非常に申しわ

けないと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何か、ただ報道されただけと思ってると

ぐあい悪いんで。もしあの報道を、これだ

けマスコミが動いて新聞に連日書かれて、

テレビでも何か５分か１０分ぐらいの特集

を何回も組まれている。これもし買い取っ

てしたら億じゃすまない、数十億かかる話

かもしれませんよ。それくらいの損失を与

えたっていうことなんです。それでこの発

表で、いきなり豊能町から出ていく人は少

なかったとしても、入ってくる人って、た

だでさえ少ないのに激減すると思うんです

ね。そうしたらさらに減少して、豊能町の

地価下がって、固定資産税もまた下がって、

いろいろなとこに長年影響が及ぶわけです

よ。わかります。あなたの報酬や退職金じ

ゃ全然賄えない。そこら辺は自覚されてま

すか。迷惑かけた、申しわけないというん

やったら、もうちょっと周りの言うことを

聞いて、議会の言うこと、議員の言うこと

を真摯に受けとめて行動していただきたい。

どう思われますか。それくらいの、金額に

換算したらそれくらいになるんだという意

識は頭にありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  金額の換算というのはいろいろ、一つの

考え方かとは思います。ただ、私どもも今、

職員の皆さんと一丸となって、そのあたり

については私先頭に立って回復については

努めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それは金額に想定しないと。どんなこと

でもそうですよ。わかりやすい金額出てま

すやん。報道もされて新聞にも載ってるん

だから。あれを普通に自分らでお金払って

報道したらどれくらいかかるかって言うの

を考えたら容易にわかりますよ。実費だけ

でそれだけかかるんですよ。電波をそれだ

け買い取るということがどれだけ高いか。

そして、舛添知事のときなんかよりひどい

ですよ。あの問題は舛添さん個人の問題で

すから、やめれば一気に何の東京のイメー

ジ悪なれへんのですよ。でも今回は豊能町、

能勢町のイメージがすごく悪くなってる。

あなた個人だけの問題にとどまれへんので

すよ。非常に情けないのが、ここまで、２

０年たって処理はできなかったけども、２

０年たったことによってダイオキシンに対

するマスコミの考え方、住民の考え方って

大分トーンダウンしてきたんですよ。冷静

に処分、普通に処分をしたらちゃんと処理

できるし。当初は放射能に次ぐ猛毒扱いで

したよ。それが変わっていった。だから高

山から吉川支所の横に置いたときも何も問

題起きなかったでしょう。それだけ住民の

方も理解していってた。それだけ適切に運

んでいたら粛々と処分できたものが、今や

また猛毒扱いですよ。猛毒になると普通に

置いとくだけも問題ある。ちゃんと処分せ

ないかん。また要らん費用が余計にかかる
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んです。やめたからって責任回避できると

思ったら大間違いですからね。徹底的にい

きますよ、僕は。 

  それで、僕はいつも言ってるけど、情報

発信の方法。スピード感ない。今までは豊

能町をＰＲするための情報発信でしたけど、

今回のようなことが起こったときでも情報

発信が非常に遅いんです。何度言っても、

議会が言っても何も出てこないのに、神戸

市からこういうマスコミ経由で我々が知る

とか。それでどうしようもなくなって公開

するとか。こういった形なんですよね。こ

ういった記者会見とかそういう、何かあっ

たらリスクが発生したときにどういうふう

に対応するかっていうのは、町長一丸とな

ってって言うんであるなら、そこら辺は話

し合われたんですね。こういうふうな記者

会見でこうしようと。ちょっとお聞かせく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  記者会見につきましてはその都度違いま

すからあれですけども、ただ、形式とか、

どういった形でプレスをする、議員の皆さ

んにお伝えする、そんなことについては一

定できてきたのではないのかなと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  しっかり答弁してくださいね。ずれてま

すからね。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  できてないんですよ。何も知らされてな

いから、我々は。今までみんな黙ってたの

は、ダイオキシンは表に出て騒ぐことで処

理できなくなったら嫌だからっていうこと

で託してきた。でも処理した後もずっと隠

し続ける。適正になんて情報、議会になん

て渡してないですよ。それで３月議会の段

においてはうそみたいな答弁してるもん。

それでよく適正なんて言えたと思いますよ。

今、芸能人の謝罪会見と一緒ですよ。あれ

ちょっと間違ったらまた騒動大きくなりま

すよね。ちゃんと、視聴者も見てるし、今

回の件でも町長の言葉を見てるんですよ。

真摯に全部を言ってるかな。ちゃんと明ら

かにしてるかな。でもそこが、あなたの口

から何か全てが出てこないんですよ。常に

情報が小出し小出しになってね。何かあっ

たときは全てを明らかにして、申しわけな

い、謝罪するっていうのが一つにあるじゃ

ないですか。そうしないと解決って、信用

も得られないんですよ。何で情報を小出し

にしてるんですか。いまだに隠し続けるん

ですか。言ってください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私どもはわかってる範囲のことはお伝え

しているつもりでございます。これまで確

かになかなか情報提供できていなかった面

もあろうかと思います。それについては申

しわけないと思っておりますけれども、そ

れ以後についてはできるだけわかっている

ことについてはお話ししているつもりでお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そういうふうに誰もとれない。記者会見

をしても、何か隠してるなって記者さんも

思われる。だからさらに追及するんです。



 

 2－24 

そうしたら何か案の定、ぽろぽろ、ぽろぽ

ろ出てきたと。実は最初のほうに言ってり

ゃ済むことなのに、ずっと３５本はどっか

で実験したって隠してるから、一生懸命、

後々、後々、茨城のほうで処理したってい

うことをぽろぽろ、ぽろぽろ出てくる。そ

うしたら、一回でだんと出したら、新聞の

一面全部使うことなんてないんですよ。そ

うしたら何日かの報道で、ちゃんと明らか

に真実を言ってたらですよ、終わったかも

しれない。でもあなたは小出しにするんで

すよ。小出しにしたらちょうどいい記事に

なるんですよね。このくらいのスペースで。

それが連日ずっと、ここ７月からずっと８

月、１カ月以上たってもずっと載り続ける

んですよね。だから大失敗だと言ってるん

です。だから情報の出し方、発信の仕方も

そうですけど、特にこういう問題発生した

ときの対応方法っていうものはもっと学ぶ

べきだと思いますよ。部長いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたびの案件につきましては、私も７

月７日以降、神戸がプレスでレクをして、

それ以降のことについては私もかかわって

おりましたので、広報の担当といたしまし

ては適切に広報するべきであったというふ

うには考えておりますが、ただ、これ、一

義的には組合の案件でございまして、組合

の情報を町が流すというようなことになる

わけでございます。組合の案件といいまし

ても、これ組合や町やというておるような、

そんなレベルの事件ではございませんでし

たので、町も一緒になってやっていこうと

いうことでございましたが、情報を把握し

切れていないというか、住民の皆様へお知

らせするレベルの情報までは持っていなか

ったというようなこともあって、なかなか

タイムリーな情報発信といいますか、広報

ができなかったというようなことで非常に

残念に思っておりますが、今後につきまし

ては、組合と町が情報を共有いたしまして、

適切に広報、情報発信をしてまいりたいと

いうふうに大いに反省をしているところで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  こんな問題が何度も起こったらぐあい悪

いんですけど、これは別にいい情報を発信

するときの方法も、悪い情報の発信すると

きの方法も、情報発信という視点に立てば

同じなんですよ。どういうふうにするかと

いうのは。やっぱりスピード感持ってとい

うのは非常に重要なんです。特にこういう

問題が起こったときは、知ったことは全て

明らかにしていく。全て情報、何も隠して

ませんよ、聞かれたことを答えますよとい

うことにしておかないと、どんどん疑われ

るんです。まだ何か隠してるんちゃうかと。

僕まだ疑ってるのが、心配してるのが、稲

敷市に持ってった３５本ですよ。これもと

もと試験、実施試験ていいますけど、やっ

ぱり契約書はないということを福岡議員の

質問でわかりましたけど、ほんまですか。

普通、どういう試験をしたいから。町長言

ってましたよね。技術を世界にアピールす

るって。もうその時点で僕、疑ってますけ

どね。ダイオキシンなんて今、どこでも処

理できるのに、ある程度の設備があれば処

理できるのに、それをもって世界に技術を、

どんな技術があるのかなっていうふうに思

ってしまいますけど、その試験をしたいと

いうふうに持ってきた依頼書なんかはある

わけでしょう。それはあるって言ってまし

たよ。それすぐ出してくださいよ。出せる
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情報はすぐ出してきたって言ってるんです

から。まだ見てませんよ。大分前の全協か

議員総会で僕、お願いしましたよ。その試

験の概要、どういう試験をしたいからって

いうのを。それと試験結果。もう３月に処

理をしたと言われてるんだから、当然試験

結果は出てないとおかしいし。これだけの

問題になってるんだったら行けばいい。現

地に行って、くださいと。データだけでも

持ってきたらいいじゃないですか。なぜそ

ういうことをしないんですか。ここで待っ

てたって何も解決せえへんのですよ。それ

お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  試験結果については、これは当然早急に

欲しいということで、今、事業者と直接話

をしているとこでございまして、それにつ

いては今も要求をしてるとこでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  答弁してください。試験に、最初にね、

結果、試験をする前にこういう試験をした

いんだっていうことは持って言われるわけ

でしょう。それである程度判断するわけで

しょう。この施設でこういう設備だったら

処理をしても大丈夫だなと。そうじゃない

と、何も知らないのに一応特管の廃棄物を

渡すわけにいかないでしょう。ある程度排

出者の責任として、どういうとこでどうい

う試験をするかっていうのは把握してるで

しょう。だからそこを出してくれと言って

るんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  試験概要については、前から申してます

ようにございます。ですからそこにはそう

いった話、どういった形で実験をするのか、

そういったことについては書かれておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時１３分 休憩） 

（午前１１時１３分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  ここで皆さんにお聞きします。この実験

データあるということですので。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  試験概要についてあるということなんで、

それと合わせて試験の結果についてもまだ

随分おくれていると思いますので、大阪市

のこの間の試験の、どのような試験をした

かされたけど、１カ月もかからんとやって

おられるというような事実見ておったらね、

本当かなという感じしますので、その二つ

合わせて資料請求したいと思いますけどい

かがですか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしですか。それでは、田中町長、

内田総務部長、７月７日以降責任持ってや

られてると思いますので出していただくよ

うに、この一般質問の終了までに出してい

ただくようにお願いします。 

  次に、永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いろいろなところで、組合とか、百条が

あるからとか、事件が明らかになってから
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でも言うんですよ。それまでは、百条があ

るからじゃなくて、これは組合のことだか

ら。勘違いされてるかもしれませんけど、

未来のことを決めるんであれば、当然、未

来のこと、方針とか方向性ですよね。それ

を決めるんであれば別組織だからそこにい

くことは、そこに影響を与えるような議論

はしたらあきませんよ。でも我々が聞いて

るのは、もう起こった過去のことを聞いて

るんです。どういうことをされたか。それ

は最低限こちらも負担金を払ってるわけで

すよね、組合側に。負担金を払ってる以上、

ちゃんと適切に金額が使われたのかという

のは、百条とか施設組合関係なくこっちで

把握せなあかんのですよ。わかります。だ

からこんなところでこういう質問に、向こ

うにも相談してみますとか、そういう発言

は理解おかしいと思いますよ。 

  それともう１点、この現状に至ってはい

ろいろな場面を使って真実を明らかにする

っていう姿勢が大切じゃないですか。そう

じゃないとずっとこの問題、次、施設組合

で何かあるまで待つんですか。いろいろな

場面を通じて謝罪して、こうでした、こう

でした、こういうことわかりましたって、

積極的に情報を出すっていうことをしてい

かないと、ずっと不審がられますよ。もう

ぜひとも今の資料、早急に出していただき

たいと思います。 

  それとこの３５本ね。町長は３月３１日

までに処理をしたとおっしゃられましたよ

ね。メールで皆さんに３行ほどで送られま

した。でも先日、橋本議員が稲敷の議員の

ブログから、４月２日に搬入、研究所の所

長立ち会いのもと搬入されて５月に試験を

したみたいなことが書かれてました。それ

臨時会で質問しましたよね。それで期間が

何時間かあいたけど、その間にも確認した

らどうですかって言われたけどしてません

でした。今はさすがに確認してると思いま

すんで、その事実関係についてお聞かせい

ただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずはその３月末までにということでは、

一定その実験、実験というか、そこ仲介業

者から、実験を依頼した業者から終わった

というふうな報告は受けておりました。た

だ、そんなこともあって、私どもは報告さ

せていただいたとこでございますけれども、

その後、直接話を聞いたところ、どうも残

念ながら３月末にはできていなかった。た

だ、処理については終わっているというこ

とはわかったんですけれども、ただ、今、

実験のデータと合わせてその詳細について

は、今、データと合わせて取り寄せようと

しているとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それいつわかったんですか。処理できな

かった、３月３０、それも普通なら、本当

に処理できたか、試験、本当にその地域の

環境が大丈夫だったか、試験がちゃんと適

切に行われたぐらい気になりませんか。も

う全部丸投げして、言葉も、処理終わりま

した、ああそうですか、で終わったんです

か。そりゃだまされますって。みずからだ

まされに行ってるんですもん。カモがネギ

しょってやってきたようなもんじゃないで

すか。それがわかったのはいつですか。そ

の違うというのは。つい先日ですか。お答

えください。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。それについては最近という

ことでございまして。申しわけございませ

ん。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  要は、この間の指摘を受けてということ

ですか。それやったら本当、情けないです

よ。だって向こうでも、稲敷のほうにも問

い合わせをしてたら、そこの委員会なりで

報告をされていることですよ。そうしたら、

話をしてたら、そこら辺はすぐに把握でき

ること。ということは、今のでわかったこ

とは、３月からこの間の８月の臨時会が行

われるまで、稲敷市の自治体とも話してな

いし、そこの業者とも一切連絡をとってな

い。とってなかったということになります

よ。そうでしょう。常にその間、試験は求

めてきたんでしょう。試験結果を出してく

れって求めてきたけども、そういった話と

矛盾することになりませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  稲敷とは、それはもう話は、稲敷という

か業者というか、そことは直接話はずっと

してきたところでございます。ただ、我々

一番やっぱり気にしてましたのは、実験の

データがいつ出るのかといったところで、

処理は終わったというのは、それは過去に

聞いておりましたしもらっていたので、

我々一番注目するのは、今後その実験のデ

ータ、いつ出るのかどうかということに着

目して、そちらに意識が向いていたといっ

たところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だから今の答弁を見ても、やめなあきま

せんって、あんた。だってそこで問題が起

こったときに全体を見れないんだもん。そ

のときにそこばっかり注目いってこっちの

ほう忘れてましたって、今おっしゃられま

したやん。そういう状況やったら進まない

って。だって稲敷のほうに、そこで試験デ

ータがこんだけ時間かかっているって何か

おかしいと思いませんか。あなた１市３町

の国崎の副管理者でもありますよね。ダイ

オキシン測定してますよね。１カ月で結果

出ますよね。それでこの間大阪府に出した

廃棄物のも２週間ほどで出ましたよね。そ

れと比較して、いまだに試験結果が出ない。

どう思われますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  過去にも、実験で依頼していたもの、依

頼というか実験データを提供して実証のデ

ータをいただいたというものもございまし

て、それでもそのやはり６カ月とか７カ月

とかかかってるものもございましたので、

そういった意味では一定時間はかかるもの

ではあるなという認識はしております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今、そんなん言ってる場合じゃないって

いうのはわかりませんか。やっぱりあかん

わ。だって、それは普通の、過去っていう

のはそれ普通のときでしょう。過去におい
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てこうだったということは。過去において

も時間がかかった。でも今そういう状況じ

ゃないでしょう。今、日本全国が、特に近

畿の方は注目してますよ。じゃあ残りの高

濃度のものはちゃんと処理されたのと。今

まで実験において出されてたのはドラム缶

１本程度だったのに、今回３５本も持って

ってそれが試験って。じゃあ稲敷の研究所

の話では、ダイオキシンとは知らなかった、

豊能町のとは知らなかったとかいう答弁も

ありますしね。そこはきちんと事実を早急

に確認せんと。すぐに行けへんのですか、

研究所のほうに。行って、資料をください

と。測定してるんですよねと。生データで

もいいからくださいと。まとめなくていい

じゃないですか。言えませんか。それ言わ

ないと。お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  資料提供については、実験データ、それ

については今現在求めているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だから、行ってとりにいくかどうか。こ

こまで引っ張られたら、そこをずっと言わ

れてるんですよ。嫌でしょう、あなたも。

それさえ渡したら皆納得するんだから。試

験概要と試験結果を出して、安全に処理で

きてたって言ったら、多くの方は納得しま

すよ。でもそれも出したほうがいいじゃな

いですか。何でそこでまた隠す。また何か

あるって思われるんですよ。 

  そうしたらもう１点。２月１６に三池製

錬から関西環境建設に運んだんですよね。

どうして環境の会社ってこんなに名前が似

てるんかな。関西環境建設に運びましたよ

ね。そうしたらその足で、実証実験の３５

本は稲敷の日本環境保全株式会社か。その

中にコーリンって入ってますからね。先ほ

ど、ではないって言ってましたけど。そこ

もまた確認しますけど。そこに持ってった

んですよね、２月１６日に。そうしたら、

なぜか神戸から茨城県に行くのに４月２日

に搬入されたということやと１カ月以上ブ

ランクありますよね。それどういうふうに

把握されてるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私ども、そのあたりは試料提供したとこ

ろに任せていたといったところでございま

して、これで実証実験をしたいということ

でございましたので、我々は試料を渡した

とこでございます。ただ、どうもその間、

後で聴取してみますと、仲介業者の倉庫に

しばらくあったというふうなことは聞いて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それはどこですか。どこにどのくらいの

期間置かれてたんですか。それは聞けるで

しょう。わかってるでしょう。もうそこに

仲介業者に任せてたっていう時点で本当に

無責任だと思いますよ。だって一応、あの

部分は高濃度のダイオキシンですよ。高濃

度と言われる。それを渡したら、ちゃんと

届きましたか。ちゃんと届いてますか。宅

急便でも一緒ですよ。大事なものはちゃん

と届いたかどうかの確認しますよ。そうし

たら、届いたかどうかの確認もせず、今、
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明らかになったらその仲介業者のところの

倉庫にありました。普通の神経じゃないで

すよ。どのくらいどこに保管されてたかお

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これにつきましては、私どもはあくまで

も試料提供を求められて試料を提供したと

いったとこでございまして、そのちょっと

伝聞でそういう話は聞きましたけれども、

一旦は我々、一旦試料提供をし、それを実

験試料ということでやられたということで

すので、ちょっと詳しい話については存じ

上げません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  本当何で当事者が詳しい話について知り

ませんで、それを言えるかどうかっていう、

その感覚が理解できないんですよ。あなた

と話してると進まんのですよ。僕、言って

てることって、普通、ごくごく当たり前の

こと。前から言ってますよね。そういうや

り方をして明らかになったら絶対大問題に

なるよって。３月のときも指摘しましたよ

ね。結果どうですか。大問題になりました

よね。どっちが正しかったんですか。私で

しょう。こちら側でしょう。だから私たち

が言ってることはごくごく普通のことなん

です。でもそのことに耳かたむけて動いて

くれない。普通のとおりに、これから粛々

と、真摯に、最終の決着つくまで動いてい

かないと絶対解決せえへんのですよ。あな

たみたいにいまだに、いやこれは手渡し、

依頼を受けて渡しただけなのでどうなった

か知りませんとか、そんなん言ってる場合

じゃないでしょう。どう思われますか。そ

れで本当に、私がいたほうがリーダーシッ

プをすごい発揮できて進めるって思います

か。お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはりこれは中心になって進めていきた

いというふうに思っておりますので、私は

今は最終的に、最終を目指して仮置き、次

のところの置き場を目指して今、進めてい

きたいと思っております。ですから、繰り

返しになりますけれども、私は私自身進め

る必要があると思っておりますし、そうい

ったことについては、もし進めづらいとい

うふうに内部からあるんであれば、それは

真摯に受けとめたいと思います。私はそう

いった意味では最終的に責任を果たしてい

きたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  本当、あなたの神経は本当すごいなと思

いますよ。本当にどうしてそこまで周りの

言うことに耳を傾けないのか。指摘してき

たとおりになったのどっちですか。実際に

なりましたよね。大問題になりましたよね。

こんだけの騒ぎになってるんですよ。これ

から、あなたが行ったことを何でマスコミ

が追及するか、これだけ報道が減ってきた

のに。あなたがグレーなことをするからで

すよ。法的にまずいと思っていること。ほ

かの自治体から理解されないことをしてる

からこれだけ報道されるんですよ。普通に

してたら何の、みんなが飛びつくような内

容じゃないんですよ。それをしてるってい
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う自覚を持ったら、僕は正直その椅子には

座ってられないっていうのが普通の感覚か

と思いますよ。 

  それでは続きましての質問にいきます。 

  ふるさと納税についてです。現状につい

てお聞かせいただきたい。毎年ふえている

かどうかということなんですけども、正直

この問題発生してから豊能町、え、そんな

とこに寄附したくないわっていう人がこれ

からふえてくるかと思うんですけども、今

の現状をまずお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと納税の現状ということでござい

ます。８月１７日現在でございますけども、

今年度の寄附の総件数は６５件となってお

りまして、寄附の金額は１００万円と、こ

うなってございます。ちなみにこれを昨年

度の同時期と比べますと、件数では７４件

の減、それから金額では１１０万円の減と

いうことで、昨年度比でほぼ半減というこ

とになってございます。 

  それから近年の状況でございますが、２

０年度から始めておるわけでございますが、

最初は数十万円程度で推移をしておりまし

たが、２４年度に初めて１００万円を超え

たわけでございます。それからは２５年度

に７００万円強、２６年度に８００、およ

そ９００万円弱、２７年度が1,２５０万円

程度ということでふえ続けております。た

だ、２６年度と２７年度につきましては、

それぞれ右近の記念事業についてのふるさ

と寄附もございましたので、それを除きま

すと２６年度は７００万円程度、２７年度

は９００万円程度というふうになるもので

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  減になってる対策ですよね。それをどう

とられていくのか。要は大体こういうもの

って飽きられるんですよね。よっぽど得す

るとか、マスコミにも取り上げられるよう

な、これでこんだけのものが来るんだみた

いなものがない限り、１回とって、ああそ

うかと。減っているということはそこをす

ごく受けとめないといけない。商品に飽き

られたっていう側面もあるわけですからね。

そうしたらその商品というのはどんどん刷

新していかないといけないと思いますけど

も、そこら辺はどうお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  減ってきている原因、それはもう、今、

議員のおっしゃったとおりで、お礼の品に

独自性とかそういう特色が余りないのかな

というふうには思っております。例えばお

肉にしましても、お肉でしたら全国に有名

なお肉がたくさんあって、そのグラム数を

寄附する方は比べたりする、そういう特集

した本なんかもあるというふうには聞いて

おりまして、そういう寄附をするという目

的が、要するにお礼の品をもらうというこ

とを目的になさっておることからそういう

現象が起きていると。そういうところに競

り負けているというふうに思っておりまし

て、これらを解決するためには、さらに特

色あるお礼の品を用意すると。また魅力の

あるお礼の品を用意するということも必要

でございましょうし、ＰＲも同時にしてい

くということも必要であろうというような

ことから、今後につきましてはその事業の

拡大ということで、９月末をめどとしてお
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りますけども、３月の議会でお認めいただ

きました、寄附業務を請け負ってくれる業

者に委託をいたしまして、それらのことも

あわせてやっていきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱり多分豊能町のような名産少ない

ところでは限界がくるんだろうなというの

は予測できます。できたと思いますよ。だ

から以前から、こういうソフト的なことに

手を出してはと。もうその、物を返すんじ

ゃなくて、豊能町に来たらこんな体験がで

きるよとか。例えば豊能町、寄附して、何

人かで寄附してくれたら格安で豊能町内の

バスツアーを渡してもいいわけですよね。

バスも貸し出して。それで運転手を豊能町

の運転手で、それを何十万かの寄附で行っ

てもいいわけですよ。豊能町をバスで回っ

てもらう。それでいろいろなところで食べ

てもらう。そういったプランをつくっても

いいと思う。それでもっとそこは自分たち

で、ほかにはないものをアイデア絞り出さ

んと。委託、委託ってしてたら、委託業者

って基本的にいろいろなとこと同じこと言

ってますからね。自分たちのまちの魅力は

自分たちが一番よく知ってるんだっていう、

それは自信を持ってどんどん出していって

もらいたい。物じゃなくてそういうソフト

に切りかえていかないとしんどいと思いま

すよ。 

  それともう１点は、ユーベルの寄附です

よね。高山で寄附ができたんだから、以前

から橋本議員も質問してますけど、ユーベ

ルでの寄附っていうのがなぜできないのか。

文化とかありますよ。項目はありますけど、

ユーベル単体で応援、ユーベルはこういう

状況ですよと。こういう状況だから応援し

てくださいっていう寄附を募るっていうこ

とはできないのかどうかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと寄附のユーベル枠でございます。

これにつきましては、私、以前からその枠

をつくることそのものは可能でございます

ということをお答えをしてまいりました。

やるとしたら高山右近の記念事業と同じよ

うにお礼の品なしで全額を寄附をしていた

だくと。寄附された方へのお礼はないとい

うような、こんなやり方がいいんではない

かということもこの場で申し上げてきたと

ころでございます。そういうこともありま

して、教育委員会にそういう話もしておる

わけでございますけども、まずは教育委員

会においてそういうユーベル枠だけで、お

礼の品なしでやってみて、いいのかどうか

ということをまず判断していただいた上で、

町全体で政策会議とか部長会で枠をつくる

かどうか決めるんですが、そういうところ

に諮っていきたいと、このように考えてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  以前この一般質問の中で、その文化スポ

ーツのふるさと納税の項目というのを創設

してはどうかという中でそれを実現しまし

た。ただ、今回、ユーベルとなりますと、

文化というところでかぶるとこがございま

して、その中身についてユーベルという限

定したふるさと納税になるのかなと思って

おります。ただ、ユーベルのふるさと納税

の活用ということを考えましたときに、そ

の金額によりましてさまざまな活用の仕方
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があるのかなということを、今現在検討し

ておりまして、それにつきまして十分検討

して、また町部局と協議してまいりたいと

考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  検討ばっかりなんですよ。忘れてはいけ

ないのは６年前かな。ユーベルに廃館の危

機があったわけですよね。存続さしてるの

はさしてるわけですから、抜本的に見直さ

ないと。別に商品なし、なしじゃなくても

いいと思いますよ。ユーベルの公演のチケ

ットを配ったらいいんですよ。寄附してく

れた方には無料で何枚かの講演ただで見れ

ますよみたいなのも十分な、１回の公演3,

０００円ぐらいするわけですから、お礼の

品だと思いますよ。それで見にきてもらっ

て、見にきてもらったらいいと思いますよ。

そういったことは、検討ばっかりじゃなく

て早急にしないと。 

  それでこのままユーベルの質問に入りま

すけど、結局、田中町長がユーベルの存続

を言って大規模改修を上げましたけど、実

際のところは３分の１だけの改修に終わっ

てますよね。残りは財政健全化推進プラン

もでき上がったことから、３０年ぐらいま

で棚上げということになってますけども、

どうするんですか。本当に３０年たったら

残りの8,０００万円近い改修の費用という

のは出していくんですか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在、教育委員会があの現状の財政の中

で、今、第一義としておりますのは、住民

の方への活動の場の提供ということを考え

ております。その中で、次にすぐれた芸術

文化、若干ですけども自主事業としてさせ

ていただきたいというところが現状の状況

でございます。 

  今後のことなんですけれども、今後は、

先ほど言われましたように、とりあえず大

規模改修については財政健全化のもと、と

まっているという状況で教育委員会は思っ

ておりまして、もしその、そういう財政健

全化プランが終了するとなったときには、

教育委員会としましてはユーベルの改修を

進めていただきたいというふうに要望して

まいりたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  多分現実的に難しいと思いますよ。その

ころさらに、健全化どころか今回のダイオ

キシンの問題も含めるとさらに悪化してい

る可能性のほうが高いですからね。そうし

たらそれを、だって総務部長は以前の答弁

でも、壊れたところは直すみたいな感じの

答弁もされてますからね。その時点で認識

違うと思うんですよね。それをじゃあ財政

健全化の担当部である内田部長に、金庫の

見張り番のような内田部長に納得してもら

うためには、ユーベルの効果が、費用対効

果、金額だけではこうだけども、ほかに健

康面で文化に触れ合うことでこうですよと

か、モニターの人を見て、そういう文化に

触れ合ってる人がこれだけ病気にかかりに

くいとかデータをとったりとか、子どもた

ちに伝統文化を触れ合ってもらうことがこ

ういうふうにいいことにつながるよとか、

そういったいろいろなデータを用意しとか

ないと、今みたいな次長のように、ただ、

とまってると思ってますんでお願いしてい

きたいと、そんなんじゃ絶対通りませんよ。

そういったことを早急にして、それで抜本

的にユーベルの運営の方法も見直していか



 

 2－33 

ないと。そういうことをしてようやく、僕

は、改修なりそれなりの手を入れる予算が

ついてくるのかなと思いますよ。これも以

前言ったことですよ。だからぜひとも、こ

れからっていうのを、いつもこれからこれ

からって、何かこれからっていうとあした

からするのかなと思ったら、何カ月か、１

年ぐらいたってもまだこれからって言うか

ら。このことはぜひともいろいろな効果を

出していってくださいよ。教育委員会だけ

じゃなく福祉とも連携して、いろいろな、

今言ったことをやっててくださいよ。どう

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現状、先ほども申し上げましたように、

やはり町民の方々の文化の発表の場である

とか、そういう活動の場であるというふう

に教育委員会としては捉えております。で

すからそのように十分皆さんに使っていた

だけるような、修理だけという話あります

けれども、ユーベルの維持管理に努めてお

ります。その中でやはり教育委員会として、

文化のモチベーションの向上という方向が

ございますので、そういう部分では予算の

中でできる限りのさまざまな自主事業を進

めてまいりたいと思っております。 

  今後につきましても、今言われましたよ

うに、財政の状況が急に変わるのかという

部分はありますので、今言いました方向性

については、教育委員会としては進めてま

いりたい。今の方向でというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  済みません。今の方向でというのは、今、

私が言ったことじゃなくて、今までの従来

の方法でということですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、住民の方の活動の場の提供というの

を第一番に考えたいというのが１点と、予

算の範囲の中で住民さんに文化の提供が、

さまざまな分野においてしていきたいとい

う２点でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だからそこに、いろいろな面の効果を、

数値をもってデータでくっつけていかない

と。その、ただ提供してます。満足してま

すとか、使ってよかったですかって、そん

なアンケートじゃ通用せえへんのですよ。

年間ほっといたって3,６００万円かかるん

ですよ。自主事業での赤字なんて大したこ

とないんですよ。もう開けてるだけで3,６

００万円かかっていくんですから。そうし

たら、これを本当に存続していくんであれ

ば、全庁的に一回話し合って、町民の方も

踏まえて、こんだけ健康面でいいですよと

か、文化がなくなるというのはこういうこ

とですよとか、そういった動きをとらなか

ったら、僕は、存続する気ないんやなって

いう判断になりますよ。だから、今みたい

な同じことを繰り返すんじゃなくて、ちゃ

んと言われた、いろいろな効果、文化があ

ることによる効果をひねり出していかない

と。そういうことはされませんか。そこを

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 



 

 2－34 

  ユーベルホール、文化の象徴として本町

にあると思ってまして、いろいろな形でも

って年間２万人の方が活用していただいて

おります。それをなくす方向では本町とし

ても教育委員会としても考えてないという

のがまずはお答えであります。 

  それから、その大規模改修については、

先送りをするということが町としての方針

になっているというふうに理解しておりま

す。よって、それについては今、永並議員

が大変心配していただきまして、きちんと

したデータを出さなければ予算が出ないん

じゃないかという御心配がありましたので、

それは丁寧にお聞きしたいと思いますけれ

ども、先送りというような方向で、今、約

束事としてあるというふうに考えておりま

すので、それは前提といたしまして、今、

永並議員がおっしゃった、その文化のさら

なる盛り上がりといいますか、あるいはそ

れの効果でありますとか、それから自主事

業のどうするかとか、さまざまなことに関

して、当然これは今の御意見も踏まえなが

ら今後検討していくことになるんだろうと

思います。先送りという方向ということを

前提にしながら、今後その仕組みだとか全

体の構造、取り組み、事業等の構造などに

ついて検討をしていくというような答弁と

して受けとめてもらえればありがたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  よく総数言われるんですよ。公民館でも

ユーベルでもね。年間何万人って。でも廃

館論を言う人は使ってない人ですよ。使っ

てる人は何回も通う、使う。使ってない人

にとっては、それで、じゃあ自分たちのサ

ービスが減っていくと、じゃあそこをどう

にかしたらいいんじゃないかっていう声が

絶対出てくる。そこを危機意識持って。だ

って３０年先送りしたんだからその間に、

普通に先送りだから認められるなんて感覚

を持ってたらあかんと思いますよ。そうし

たらそのためには、絶対その間に何が何で

も、教育委員会の立場だったらですよ。ユ

ーベルを住民の中に必要不可欠なものだと、

そういう位置づけに押し上げておかないと、

それは財政健全化プラン立ててる総務部か

らしたら、いやこれくらいの、余り変化な

いな。そうしたらまたどうしようかなって

いうふうな議論なって当然だと思いますよ。

もっとそこは必死こいてやらんとあかんと

思いますよ。そこはもう、前も言ってます

から。ぜひともいろいろな、誰もがわかる

効果というのを数値であらわして、いろい

ろなところを、文化による効果ですよね。

それを含めてユーベルの、豊能町全体でユ

ーベルの位置づけというものを確立できる

ように。僕それできなかったら廃館論出て

きても仕方ないかなっていうふうに考えて

ますんで、ぜひともそれをつくってくださ

い。もう文化の方針というものはもう常に

言っていることですから、もう耳が痛くな

る話だと思うんで言いませんけども、ぜひ

ともよろしくお願いします。 

  それで続きまして、６月でも質問しまし

たけども、野間口スポーツセンターについ

てですね。現状と、入札なかったときに条

件を変えて再入札を図るのかお聞かせくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在、それにつきましては手続を進めて

いるところでございますが、説明会を行い

ました。そこに１カ所の団体の参加があり

ました。ただ、現状、今から９月になりま
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すと応募をしていくわけですが、なかなか

難しいかなということは教育委員会として

は思っております。 

  今後なんですけれども、もしなかった場

合には、再度、やはりその野間口のスポー

ツセンターを活用されている方に再度お声

がけをして、どういう条件なら、どういう

ことなら自主運営を御協力いただけるかと

いう話し合いをもう一回持ちたいと思いま

す。それもでも、いつも申し上げてますよ

うに、野間口にかかっている経費というの

は本当にわずかなものでして、それを財政

健全化で削減せよということなので、本当

に使っていただける方にとって本当に、な

るほどそこまでかというふうな条件の変更

というのは難しいかなということを私自身

では思っております。ただ、もしなかった

場合にはもう一度、再度、使われている団

体の方とお話をさせていただけたらと思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  原課の立場だと、存続を、存続ありきで、

どうしたら存続できるのか、どうしたら利

用者に迷惑をかけないかっていう立場で動

いてもらわないとあかんと思いますよ。永

寿荘のほうは話し合ってますよね、何回も。

本来ならとうに廃止の年度を過ぎてますけ

ども、何回も老人会といろいろ、どうした

らできるかという話し合いを繰り返してま

すよね。教育委員会もやっぱりそこは繰り

返して、どういう条件であれば、そういう

のをぜひともしていただきたい。そして、

やはり最初から、軌道に乗るまで全部そち

らの負担だというのは、やはり酷だと思い

ますよ。ある程度、最初はこのくらいだけ

ど何年間のうちに軌道に乗せてくださいね。

乗せたら全部みてくださいねみたいなこと

じゃないと。やっぱりそうして、そういう

ような条件をいろいろ詰めていただかない

と、なかなか存続していくことって難しい

と思うんで、ぜひともそこはよろしくお願

いします。 

  それでやっぱり、これ以前質問して、広

報に２８年度廃止って書いてるのが、教育

長はおかしくないと言われたんですよ。僕

いろいろな人聞きましたよ。ここに書いて

るけどこっちでは応募しているよ。やっぱ

りみんなおかしいって言うんですよ。やっ

ぱりそれをね。例えば応募しようとする人

がそれを見たときに、あ、廃止するんだ。

どっちが正しいのってなるわけですよね。

やはりそこはきちんと情報は整理して、廃

止だけども、の予定があるけれども、教育

委員会としては廃止しないように、今いろ

いろ当たっていますからっていうことを書

くとか、そういったように情報の出し方で

すよね。これもまた情報発信にかかってく

るんですよ。そういったところも気をつけ

て、僕は修正してもう一度出し直してとい

うことが必要だと思いますけども、そこは

いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  私としましては、そのときの町報という

のは町の財政健全化プランを出された、住

民の皆さんにお示しされたというふうに思

っております。ただ、教育委員会も同じ条

件のもとで野間口の青少年スポーツセンタ

ーを捉えておりまして、ただ、今、議員の

おっしゃられたとおり、住民の方が活用さ

れているという現実ございますので、それ

をいうたら変更できる方法ということで自

主運営というのを考えました。今後、存続

できるというか、使っていただける住民の



 

 2－36 

方の施設になるような取り組みを教育委員

会としてしなければならないということで

現在進めているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱり情報の出し方について甘いと思

いますよ。そんなん総務が財政健全化の一

環から出しましたって、それ見てる人通用

しないですよ。出てるんだから。広報って

いろんな人が見るんだから。そこに廃止っ

て書いてあったら、あ、廃止なんだと思っ

ちゃいますよ。やっぱりそこは総務、健全

化のことを載せてるから関係ないみたいな

スタンスは僕はいかがなものかと思います

よ。やはりそこは修正して、再度情報を出

し直して、それでそういう説明が要ると思

いますよ。それでほかにも、ここを利用し

ている人って町内だけですか。町外の団体

っていませんか。そして町外の団体がいた

ら、そういった方にどういった広報をされ

ているのか。この施設って使ってくださっ

てありがとうございます。でもこれ２８年

度で閉めるんですよなんてことは言ってな

いですよね。だからそこの確認をさせてく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  町外の方で使われている方いうのはスポ

ーツグラウンドですかね、を少年野球等で

使われているということはございます。た

だ、教育委員会として中心に置いているの

は町民の方へのサービスでございます。で

すからその部分を第一義に置いております

ので、他市町から来られている方で、財政

的な効果があるのではないかとかいろいろ

なことを思われるかもしれませんが、余り

そういう効果は期待できるものではないと

思っておりまして、それよりも、財政的な

面ではなく町民の方のスポーツの場である

というふうに考えておりますので、そうい

う部分での検討を進めております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  もう今の時代に町民の方とか。実際教育

委員会が所管してるシートスってどうなっ

てますか。町内だけの方じゃなく町外から

も来て必死でお客を集めてますよね。そう

いう動きしてますよね。それが普通なんで

すよ。あるから町民の方だけみたいな感じ

じゃなくて、町外の方も利用してるんなら、

そういう団体が定期的に利用してるんだっ

たら、そういうとこに正確な情報を伝えな

いと。間違って広報に載ってるとか、人の

うわさで、２８年度にあそこ閉めるんやで

みたいなことが流れると、団体の場所とり

ってすごく大変なんですよね。すぐに場所

がこう決まるということもないわけですか

ら、何カ月も前からこういう場所どうかな

って探すわけですよね。それがひとり歩き

していくと、そういった利用者も減る可能

性がある。だからもっと情報の出し方とい

うのは、町民、町内外じゃなく利用者全般

として考えて発信していくという姿勢を一

貫してとらないとあかんと思いますよ。ど

うお考えですか。シートスで一個やってま

すからね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  野間口の青少年グラウンドにつきまして

は、町外も含めて考えて改善をしていくべ

きではないかということなんですが、教育

委員会としましては町民の方が使われてる
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ということが一番大きいと思っております

ので、確かにスポーツグラウンド使われて

おるんですけれども、それほど教育委員会

としては重視していませんので、町の方が、

団体の方が使える場として進めていけたら

なというふうに思っております。なかなか

御答弁が難しいとこなんですけども。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、そこはもっと民間を見習ったらい

いと思いますよ。シートスで指定管理にし

て、僕は町から東京ドームさんのほうに委

託して、利用者もふえ、金額も安くなった。

僕はそこだけ、それを見て、そういった東

京ドームの運営の仕方を見て、やっぱりそ

れを町もまねせんと。どうやってふやした

んかな。どうしたらふやせるんかなって。

そういった動きが本当見えてこないんです

よ。あるから、町の施設のあり方って、あ

るから使わしたる。それだけなんですよ。

減ったものをどうやって呼んでくるかとか、

さらに今以上にふやすとか、どう改善した

らいろいろな人に来てもらえるかっていう、

そういう視点が非常に欠けてると思います

よ。ぜひともそこは積極的に、正しい情報

を流して、町内町外関係ないですよ。利用

してくれてる方はありがたいお客さんです

よ。そういった意識で取り組まないと、町

民だからとかそういったことを言ってたら

多分時代錯誤だと思いますよ。ほかの町へ

行って町外ですからなんて断られたことっ

て、僕、余り聞いたことがないんですよね。

町内だろうが利用者にはこういう情報は的

確に伝える。別にそんなに手間なことじゃ

ないですよね。今こうなってますっていう

ことをチラシでも使ってこういう案内を出

すでもいいですし、そこで間違った情報が

出ないように私は広報のところは修正して、

教育委員会として出すべきじゃないですか

って言ってるんで、そこはぜひとも検討し

てください。 

  次に、石塚教育長になられて、予算書に

もシームレスという言葉が使われるように

なったんですよね。それで私としてはその

言葉が永遠に豊能町で使われていく、教育

委員会の方向性として使っていくというこ

とであればいいんですよ。でもそれが違う

んであれば、僕はすぐ、その言葉っていう

のは来年度からはもう使わないでいただき

たいと思ってるんですね。というのは、私

もここで質問しました。質問しないとすぐ

わからんことばなんですよね。というと、

我々もわからないということは、予算書を

見て、保護者の方とかが、シームレスいう

たらシームレスというのはこういう言葉っ

て、一回ワンクッション要るわけですよ、

理解してもらうのに。やっぱりそれはね。

以前、石塚教育長は私がそのことを指摘し

たら、やゆしてます、言われてますとか言

われてましたけど、やっぱりそこは違うと

思うんですよ。豊能町もそれなりに何十年

教育をしてきた。そういう言葉なしにちゃ

んと教育をしてきた。そこをもうちょっと

敬意払っていただきたい。それでそういっ

た、突発的に造語みたいな言葉をそこに無

理からほうり込むというのはいかがかと思

うんですよね。だからぜひとも、来年度に

至ってはその言葉っていうのは使わないで

いただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  本町の教育に敬意を払ってないなんてい

うことはちっとも思っておりません。いい

教育がなされてると思いますし、丁寧でつ

ながった教育がなされていると思います。
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なお、シームレスという言葉を使ったのは、

より一層、保幼小中一貫教育、つながった

教育がなされていくようにということで象

徴的に使っておりました。その言葉がわか

りづらい、そして違う概念が感じられると

いうことであれば、それは考えなくちゃい

けませんし、こういうような口語の状態で、

口語っておかしいんですが、この場ではシ

ームレスというようなことを言っておりま

すが、文章にするときには保幼小中一貫教

育を進めるとか、つながった教育を行うと

か、それから豊能町の教育大綱がこれから

できてくると思いますけれども、恐らくシ

ームレスという意味で違う言葉遣いがなさ

れると思います。これは言いわけではあり

ませんが、シームレスというのは比較的、

私とすると使われている用語というふうに

判断、考えていたところもありましたもん

で、容易に使ったのが申しわけなかったな

と思いますけれども、今後そのシームレス

という本当の中身について文章表現等々、

きちっと工夫していくことが必要であると

いうことは思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱり今まで国から矢加部教育長、小

川教育長来ていただいてますけども、そう

いったことはなかったんですよ。やはり僕、

言葉を聞いたのって初めてなんですね。や

っぱりそこはもっとわかりやすい言葉、ほ

かにもいろいろな言葉があるわけですから、

小中一貫、保幼小中一貫教育という意味で

言葉あるわけですから、もっとそこは丁寧

にしていただきたいなというふうに思いま

す。 

  それでそのまま、小中、保幼小中のこと

が出ましたんで、小中一貫教育のことに入

りますけども、これも町政全般と両方の面

に入ってるんですが、まず先日出された小

中一貫の冊子ですよね。これが本当に何度

見ても非常に残念で仕方ありません。２２

年度に出されたの、これ３０ページにもわ

たるんですよね。それが今回２７年度に出

されたのは数ページ。それで中身について

もやっぱり軽い。やっぱり繰り返し、もし

同じことをするんだったら、もっと内容を

濃くして、これ以上に深めていくというこ

とをしないといけないというのは、僕は一

つ、非常に残念で仕方ないんですね。それ

で、今後教育委員会は、この今回出された、

２７年度に出された答申の中には配置のパ

ターンまで出しているんですよ、最後のペ

ージにね。どこまでのことを決めていかれ

るのか。例えばどこどこで小中一貫教育を

するとか、どこの場所に集めるとか、そう

いったところまで入っていくのかというこ

とをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育委員会から２６年度に出されました

方向性の中では、西東それぞれに１小１中

という形が子どもたちの学習する環境とし

ていいのではないかというところまで述べ

させていただいております。それはなぜか

といいますと、小中一貫教育というのは形

ではなくて、子どもたちの１５年間の教育

をつなげて豊能町として全体として方向を

持って考えていきたいという、今、言って

おります保幼小中一貫教育という理念のも

とに進めているものでございまして、私た

ちの範囲の中では、やはりその子どもたち

の教育の中身を、今言った町のビジョンを

つくって、１５年間の子どもの学びの方向

性をつくっていきたいなと思っております。

その中で、やはり子どもたちが学ぶ環境に
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つきましても、このほうがいいのではない

かと、この形のほうがより近いほうがいい

のではないかということがあれば、それに

つきましては町部局等とも協議をしてまい

りたいと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  では教育委員会が決めるのは小学校１個、

中学校１個というところまでですね。具体

的に場所とかまでは決めないということで

よろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育環境といいましたときに、子どもの

いわゆる全人格的な成長を考えます。その

中でいきますと、子どもの通学のこともや

はり必要なことかと思います。また、その

中でどういう地域の場所に子どもたちがい

るかというのもとても教育的な意味合いで

は大切かなというふうに考えておりますの

で、子どもたちの教育の中身という点につ

いては、場所も、もしそういう協議の場が

あるのであれば教育委員会としてはお考え

を示していきたいなと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、僕はそこまでは、教育委員会の役

割はどういった教育が理想的なのか、そう

いったところを示すのであって、そこから

先の、どこの場所でそれを実現するかは僕

はまちづくりのほうだと思ってるんですね。

それはなぜかというと、これは町政全般に

も質問してますけども、跡地利用の話に非

常に重要にかかわってくるからなんです。

単純に考えると吉川中学校に集めるという

発想があるかもしれません。真ん中ですか

らね。でも吉中の場所というのは西地域の

中心でもあるし、前にオアシスがありショ

ッピング街があるし支所もあるしというこ

とで、そういった中心の場所にあるんです

よ。そこに学校を持っていくほうがいいの

か、それとも教育に関していうとどちらか

の東ときわ台や光風台の場所に持ってくる

方が教育的にはいいんじゃないかと。周り

に商業施設がないですから。さらに吉中の

ところに持ってくることによって、この間、

走ってたら子どもがぶつかってどうのこう

の、これからもどんどん起こってきますよ。

そこに人が集まるようになってるんですか

ら、学校の生徒だけじゃなくて。それを考

えると子どもたちの教育の場と商業施設の

ところは切り離すという方法もありかと思

うんですね。吉中に集めたとしても実際ス

クールバスというのは必要になってくるは

ずなんですよね、１校にした場合は。遠い

ですから、新光風台の端っこなんかからい

うとね。それを考えると、スクールバスを

設けるんであればどこかの東ときわ台か光

風台という場所にして、吉中という場所で

あればもうちょっと商業的な利用のほうを

考えた方がいいんじゃないかという思いが

あるんでこういうことを言わせてもらって

ます。それで、そういうことがあれば、例

えば場所が狭いから硬式を軟式に変えたな

んていう発想もなくなるでしょう。広かっ

たら全然問題ないんだから。僕その時点で

本当にそのことを考えると頭、腹立ってく

るんですけど、何で伸ばすような教育にな

れへんのかなと。普通なら、もしかしたら

先進的なとこなら、すごい記録出す子がい

るよと。そうしたらその子のための何かつ

くってもいいじゃないですか。その子が

後々オリンピックの選手になって豊能町出

身ですって、これだけで経済効果どんだけ
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かはかり知れないわけですよね。それをあ

ろうことか、何か硬式は飛び過ぎるから近

所に迷惑かけるから硬式やめて軟式にしま

したなんていう、僕その発想ってもう全く

理解できんのですよ。だからそういったこ

とも、もし端っこに、東ときわ台か光風台

の場所に移したらそういうことが解消され

るんじゃないかと思ってるんです。そうし

たらそこで重要になってくるのが、今現在

その跡地利用ということをどこまで考えて

いるのか。以前は教育委員会がそのプラン

を出したら考えますでしたけど、現在の段

階で決まってたらちょっと教えていただけ

ますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  学校の再配置については、今おっしゃっ

たとおりまだ決まっていないという段階で

ございますので、その学校の跡地利用につ

いては具体的に検討は行っていない段階で

ございます。おっしゃったとおり、教育委

員会のほうで方針を出されたらそれについ

て検討するとともに、跡地利用についても

同時に検討していくということでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひともそれは、僕はその再配置、統廃

合が決まったときに同時に、僕、示せるよ

うにしていただきたいんですよ。というの

が、統廃合進まない一つの原因に地域の方

の反対というのがあるんですね。よく言わ

れるのが学校がなくなると地域が寂れるよ

とか。でもそれを心配、子どもたちが集ま

らなくなるってすごい懸念が、心配が先に

立ってるんですよ。でもそこに、この跡地

はこういうことにして活性化させますよと

先にプランがあれば、じゃあそういうこと

ができるんやったらいいよね。そうしたら

ここ寂れないよねっていうふうになるんで、

やはりそこはもうちょっと、教育委員会で

考えるのは１中１小のそのプランまで。そ

れでそこからどこでやるかっていうのはも

っと積極的にまちづくりのほうがかかわっ

て決めていかないと、僕はなかなか進まな

いし、豊能町の教育のビジョンというもの

をなかなかつくっていかない。だからこれ

がまちづくりのビジョンにつながっていく

と思いますんで、ぜひともそこはもっと連

携してやっていただきたいと思いますが、

部長いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  学校の場所につきましては、やっぱり一

義的には教育委員会のほうで提案いただく

というか検討いただくということになろう

かと思います。それについて町としてはハ

ードの整備が町長部局の仕事でございます

ので、それについて具体に検討していくと。

それとともに跡地利用についても同時に検

討を進めると。こういうことで教育委員会

とは連携をとりながら進めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  僕はそこにしか豊能町生きる道ないと思

ってるんですよ。豊能町こんな田舎にある

のにまともな土地もないですよね。何かす

るにしても土地がないから何ともしようが

ない。唯一あるのが学校という敷地です。

それでいずれ統廃合というものは考えなけ

ればいけない問題だし、その跡地の利用が、
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豊能町をどう生かすも殺すもそこの利用に

よるのかなと思っているんで、ぜひ、田中

町長ではないですけども、次の町長にはそ

こを真剣に取り組んでいただけたらなと思

います。 

  それでその答申の中には保幼小中って書

いてますけど、その小中一貫校のことを書

いてますけど、小中一貫校のことはすぐで

きますよね。施設分離型の小中一貫校もい

ろいろあるわけですから。そういった取り

組みというのはすぐにしないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在、そのすぐにというのはなかなかで

きてないんですけども、今年度から昨年度

答申受けまして、保幼小中の担当を集めた

小中一貫教育推進委員会というのを立ち上

げまして、その中では保幼小の連携をより

進めるにはどうしようか。小小の連携を進

めて、町としての子どもの姿というのをや

っぱり考えていくということで小小部会を

やっていこうということで進めております。

また中中。中中もやはり東西ありますので

連携をして、済みません、中学校・中学校

の２中学校の連携につきましても中中部会

ということで検討して進めたいと。以前か

らもやっているんですけれども、より小中

一貫というビジョン、方向を示しましたの

で進めております。また小中の段差解消と

いう部分での連携というのも進めていきた

い。それも委員会を立ち上げて、現在、今

年度進めているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこの動きが、僕、本当見えないんです

よね。小中一貫校ってもう日本で腐るほど

やってるとこあるわけですから、それにも

かかわらず答申には、何か豊能町が初めて

小中一貫に取り組むような問題点が上がっ

てるんですよね。やっぱりそこは、もう多

くのところがやってきたことなんで、もっ

と積極的にやってみる。施設分離型でやっ

てるところがあるわけですから、教師の交

流などをもっと積極的にしていくっていう

ことがすぐできることですから、それをや

っていただきたいと思います。 

  それでこの中で、小中一貫の中で保幼小

中て言ってますけども、本当に幼稚園・保

育所・こども園は直営でいかれる考えなん

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  現在のところ、議員何人かの方々から、

その保幼のかかる財政的な負担というのは

質問を受けているところでございます。そ

れも一つ考えるところかなと思っておりま

す。もし民営になる、公立のままである、

関係なく、豊能町としましては保幼小中一

貫教育を進めたいと思っております。例え

民になったとしても、それについての連携

を進めるという方向は崩さずにいきたいか

なと考えておりますので、民であるとか公

であるとかいうのは関係なく進めていきた

いと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それやと余計ハードル上がると思うんで

すよ。だって小中はまあ当面誰が見ても町

で持ちますよね。でも幼稚園は、どうであ

ろうがしていきたいといっても、その幼稚

園を民営化したらその事業者によって方向

性って大きく変わりますよね。でもそこで
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も、いや組み込むんだみたいなことを言っ

てると、ますます小中一貫のハードルすら

上がっていくと思いますよ。やはりそこは

まずは小中一貫をすぱっとやってしまう。

やってるとこ多いんだから。保幼小中って

いうのはなかなかやってるとこも少ないわ

けですから、その理由は幼稚園を民営化し

てるところのほうが多いからです。なんで、

それをつなげるならよほどの直営じゃない

と僕は現実的に無理だと思います。それで

直営でやった場合と、６月議会で野村議員

が質問してましたね。約２億円ぐらい毎年、

２億6,０００万円ぐらいか。町の負担がか

かってくると。そういった中で本当に現実

的に直営があるのか。 

  それともう１個は直営にする意思が余り

感じられないんですよね。人の配置でも人

を雇ってませんよね。ほとんど先生までも

が高齢化している。そういった中で永遠に

続けたら確実に先生退職していって、まず

人材の育成から始めないといけないですよ

ね。そういったことからも考えると、何か

もう総務のほうはいずれ民営化するってい

うような意志がバリバリ伝わってくるんで

すよね。でもここで一生懸命言ってるけど、

言ってることとやってることっていうのが

大きく違うんで、そこは本当に真剣に民営

化というものを考えて、小中、保幼小中に

こだわらなくていいと思うんですよ。それ

は小中で考えてという方向で進めないと、

どんどん何も進まないままでいってしまう

と思いますけどいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  本町の保育園、幼稚園、こども園につい

ては、正職員をクラス担任にちゃんときち

っとつけようという考え方があって、当た

り前の話なんですけども。それで子どもが

減ってったもんですから、要するにその今

いる正職員でもってもててたという、大丈

夫だったといういきさつがありまして、そ

こで正職員をとらないで済んでたというの

はおかしいんですけども、とらないで運営

ができたという事実があって、そこに非常

勤の方を入れて運営しているというような

状況であります。ですから、そういう意味

で、今御指摘のとおり、今後その子どもが

減る、減らない、さまざまな要因があると

思いますけれども、当然その正職員を補充

するのか、補充しないのかということに関

してはどっかで判断が必要になるかと思い

ます。そのときにどの程度、民営化するの

かしないのかというような議論がなされる

ものと基本的には思ってます。これについ

ては２億何千万円のお金がかかって、民営

化すればそれだけのお金が浮くという試算

も出てますので、それについて町としてど

のように考えていくのかという検討が必要

だと思います。 

  それからもう一つ、保幼小中一貫という

ことと、その民営化ということは関係があ

る、ないという、関係があるないではなく

て、子どもがやっぱり本町で育っていく。

３歳から入って３、４、５、そして６歳、

そのときに不要な苦労だとか段差があって

子どもたちが苦労するのは大変よくないこ

とでありますので、町立であろうが私立で

あろうが、３歳入って、そこで保育を受け

て、そしてスムーズに小中学校に入ってい

くといったようなことは、これは別の次元

として検討をきちっとしておかなくちゃい

けないことだと思いますので、議論として

は別の議論として、先ほど板倉次長も答弁

しましたけれども、そういう整理した形で

ものを進めていく必要があろうかと思いま

す。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それはそうですけど、ぜひともほかのと

ころを見習ってください。小中一貫校と幼

稚園というものを、何もそこで小１プロブ

レムが起こそうと思ってそこを切り離して

るわけじゃなくて、そこがちゃんとうまく

いくように幼稚園というものも考えてます

し。でも小中一貫校教育を進める。幼稚園

のほうは民営化する。何も保幼小中という

ふうに、お題目を出してしまうと、これを

見た瞬間、じゃあ、園に携わる人とかは、

ここはずっとそういう感じでいくんだなと

いうような感じでも、一貫していくんだな

というふうにも捉えられるんで、そこは本

当に情報の出し方ですよね。今回のは全て

そこにかかってますけど、そこは本当に気

をつけていただきたいと思います。 

  それで、残り少なくなりましたけども、

学校や園で起こった問題というものは、今

までいろいろありましたね。吉中でクラブ

中に生徒が亡くなったこともありますし、

幼稚園で詰めてけがしたこともありますし、

そういった問題というものは新しい先生に

も共有されているのか。問題が起こったこ

とは情報で残って、ここではこういったこ

とがありましたというのは共有されている

のかということをお聞かせいただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員御指摘のように、学校では日々

いろいろな事案が発生しております。その

中で子どもの命にかかわるような事案もご

ざいました。そういうことにつきまして、

例えば新しく豊能町で教員になった先生に

一つ一つの事案を説明しているかといいま

すと、そんなことはできておりません。た

だ、それが起きた後ですが、いろいろなこ

とを対応というか改善をしたりとか、学校

への報告の求め方であったりとか、さまざ

まな点で改善を進めてきているので、学校

全体の運営としてはそれに対応できるよう

な学校となるような指導は進めてきている

かなと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱりそれはすべきだと思いますよ。

こういうことが起こりました。いいこと、

悪いこと含めてね。新しく、冊子渡すだけ

でもいいんですよ。過去に起こった事例み

たいな形でね。そういうときにこう対応し

ましたとか、こうでしたということを知ら

せるということは非常に重要だと思います

よ。そういったことで。何か行政の方って

引き継ぎというものを余り感じないんです

よね。過去に起こったこと。それで、でも

今も日々起こっているからこれからも対応

する。それは当たり前のことなんです。で

も過去に起こったことと同じことを繰り返

さないために民間企業ではそれを徹底的に

学ぶんですよ。二度と繰り返さないために。

だからそういった書面にして、常に誰もが

見れるような形で引き継いでいくことが重

要だと思いますんで、そこはそういう形に

変えるおつもりはないですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  いろいろな学校園でいろいろな事案が起

きて、そのことについて細かくきめ細かく

教員に対してその情報を伝えるべきである

というような御意見で、そのとおりだと思

います。それについてそういうケースもあ
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りますし、それから基本的には学校園とい

うのはそこの長がおさめております。その

教員の指導監督というのは長がやっており

ます。つまり校長会とかあるいは校長・園

長に対して、こういう問題がありました。

よって十分に対応することが必要だという

ようなやり方。さまざまなチャンネルがあ

ると思いますので、その一律にそうではな

くて、さまざまなチャンネルを活用して今

のおっしゃったようなことについて気をつ

けていくということが賢明な対応かと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やはりそれはある一定、一律に決めるほ

うがいいと思いますよ。どういうことが起

こったかということは事実ですから。そう

いったことが発生してその対応。民間企業

の危機管理なんて全部そうですよ。過去に

起こったの全部書類になってるんですよ。

どういったことが、どういう苦情がありま

した、どう対応しましたということが。そ

れをまず全部目を通すとこから始まるんで

すよね。そういったところがなかったら、

自分の判断でこういったことでいいんじゃ

ないか、こういった行動でいいんじゃない

かというふうに自分の判断で動くことにな

りますんで、ぜひともそこは一律に、書面

でみんながわかるように、情報共有できる

ようにお願いします。 

  以上で終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１３時２０分、１時２０分とし

ます。 

（午後０時１９分 休憩） 

（午後１時２０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。

よろしいですか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・イノベーションとよのの橋本です。 

  今後のことを見据えて質問をいたします

ので、部長級の皆さん、教育長にははっき

りとわかりやすい、前向きな答弁をお願い

したいと思います。 

  まず最初に、今回のダイオキシン処理に

ついては、神戸市さん、稲敷市さんには多

大なる御迷惑をおかけし、また、近隣市の

皆様、豊能町の住民の皆さんには御心配と

御迷惑を本当におかけしました。心よりお

わびを申し上げたいと思います。 

  振り返ってみると、今回のダイオキシン

汚染物の処理については、町長の答弁にも

何度もありましたけども、処理に、処理を

することが目的になってしまった。それも

２０１６年の３月末までに処理を完了させ

るということが目的になってしまったばっ

かりに今回のような結末になってしまった

んじゃないかなと思ってます。また、何度

も立ちどまることができたはずなのにとま

れなかった。これは本当に残念でなりませ

ん。また神戸市から撤去をし、持ち帰ると

決めた以降についても、住民感情や相手の

立場を考えないやり方、これは他市また住

民の皆さんの信頼という面においては、も

う致命的であったというふうに感じていま

す。 

  今後は、まず一つは期限内の豊能郡内で

の仮置きを早期に完了させること。次には

不明瞭な金の流れについて解明し賠償をし

てもらうこと。そして早期に最終処分に向

けて行政と議会がしっかりとともに協力を

しながら、解決していくというようなこと

しかないかなというふうに感じてます。 
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  田中町長においては、私自身も、やはり

もう今はもう意味をなさないと。確かにリ

ーダー、リーダーと先ほどからおっしゃっ

てましたが、申しわけないけども、もう議

会はあなたのことをリーダーとは認めてい

ない。それが今までの、辞職勧告について

もそうやと思います。きっと住民もそうや

と思います。先ほどあなたが最後のつえと

して、職員のみんながそう思ってへんとい

うふうにおっしゃった。これはあくまでも

あなたがそう思ってるだけ。職員のみんな

はもうあなたには一日も早く引いてほしい

ときっと思ってると思います。この場でそ

ういうようなことを部長の皆さんに答弁を

求めることはしませんけども、ぜひともそ

のあたりについてはこの議会終わった後、

しっかりと部長の皆さんには一度御意見を

聞いていただきたいなと思ってます。その

あたりは町のためにしっかりと、やはり最

終的にはリーダーとしてのいきのよさとい

うか、引き際のよさをぜひとも見せていた

だきたいなというふうに思ってますので、

きょうあなたには私は質問しませんので、

ぜひともその辺はしっかりと受けとめて、

最後ぐらいはそのあたり考えてぜひともや

っていただきたいなと思ってます。それを

私はなぜ言うかというと、私はあなたが立

候補するときに応援した一人でもあります。

けどもやはり１年間見たときに、とてもや

ないけど無理やということがわかりました。

そこで、もうこれはだめやなというふうに

思いましたけども、やはり４年間は仕方な

いかなと思ってましたが、もう最後にきて

こういう結末いうことは非常に残念でなり

ません。だからなおかつ、もうこれ以上引

っ張ることなく、任期満了と言わずに、町

長選挙が終われば次の町長にすぐにゆだね

られるように、任期を待たずして、一日も

早く辞職されることを望んでおります。そ

れだけはよろしくお願いしたいというふう

に申し上げておきます。 

  それでは質問に移ります。 

  今回のこのダイオキシン処理、田中町長

も山口町長もだまされたとか被害に遭った

と、被害者やというふうに発言をされてま

した。それは印影だけをとってそういうよ

うなことを言われてたかもわかりませんけ

ども、どう見てもこれ、今回のこの9,６５

０万円というのは、もうありきの処理とい

うのはというのは誰が見てもわかると思い

ます。なおかつ余りにも不可解なことが多

い。金の流れ、今までのずっとの経緯等々

見たら、これはもういろいろな疑念を受け

ても仕方ないなというふうには感じてます。 

  そこで、この件については豊能郡環境施

設組合の管理者である田中さんの失策やっ

たということはもう間違いないと思います

けども、それ以降もこの撤去費用等々も相

当かかってます。この不透明かつ無駄な公

金利用というふうに言わざるを得ないと思

いますけども、負担金を支出している豊能

町として、施設組合の管理者に対して損害

賠償請求等を求める考えはないのかについ

てお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お答えいたします。 

  豊能町が豊能郡環境施設組合を訴えると

いうことになると思いますけれども、これ

につきましては行政事件訴訟法第６条によ

る機関訴訟になるということになります。

この法では、法に定める場合に、法に定め

る者に限り提訴することができるというふ

うになっておりまして、豊能町が豊能郡環

境施設組合、組合の構成団体である市町村

が組合を訴えるということにつきましては
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法に定めがございませんので、訴えること

はできないと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それであれば、これは田中さん個人とす

ればそれはいけるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  私が先ほど述べましたのは機関同士の訴

えのことでございますので、個人に賠償責

任を求めるとかという提訴につきましては

その行政事件訴訟法には関係ございません

ので、民法等の規定により提訴することは

可能と考えます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今回これ、やっぱりこの9,６５０万円と

いう金を、そもそもああいうふうな不可解

な契約の仕方をして支払っている。なおか

つ結果して最終的な仕上がりを見てみると、

これは報道によるとですけども、実質３０

０万円で処理ができるものに対してそれだ

けのことを払ってしまっているというふう

なこと。これは一連の、後でまた言います

けども、やっぱりこれ行政のそういう検証

なり判断をするという材料をそろえるとい

う意味では、もうこれはもうあってならん

ことかなというふうに個人的には思ってま

す。これ誰をどういうふうに訴えるかとい

うふうな話で、先ほど環境テクノロジーの

井上さんに対して請求するというふうなこ

とを言ってましたけど、それはもう全然筋

違いと思います。そもそもそれはわかって

て払うてる金なんやから、それをそんなこ

とを今さら言うというのは、僕は筋が違う

かなと個人的には思ってますけども。これ

逆に、今、豊能町としてそのあたりこれど

ういうふうにおさめようと思ってるんです

か、そうしたら。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  まず、町が管理者を訴えるというような

こと、先ほど民法かなと思いましたけれど

も、普通は住民訴訟というのが普通されま

す。住民の方が行政を訴えるということで

すので、前置主義、いろいろ監査とかござ

いますけれども、そういうのによって住民

訴訟を提起されるというのが、普通、住民

の方からの提訴になると思います。 

  それから今、豊能町としてということで

すので、豊能町とした場合、このような機

関争議については、国民の具体的な権利義

務に関する訴訟ではございませんので、一

般には法律等の訴訟にはなじまないものと

考えております。したがって、このような

機関争議の解決は裁判所の裁判に委ねると

いうような必然性がございませんので、む

しろ行政的もしくは政治的に解決法を図っ

ていくということになると思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点については、今、組合議会のほう

でも百条委員会を開かれてます。その中で

この辺の、特に不明瞭な金の流れというよ

うな点についてはそちらにゆだねな仕方な

いかなというふうに思ってますけども、や

はりこれ、一番思うのは、今回こういうよ

うなことが起きて、ほんまに何でこんなこ

となってもうたんやと。いろいろな意味で

のチェックが何で効かんかったんやと。そ

れは我々議会にも責任はあるかもわかりま
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せん。けどもやはり、それなりに行政内部

でそういうようなことが、なぜ歯どめが効

かなかったのかというようなことは、もう

本当に今回のこの件もさることながら、ほ

かの件でもほんまに大丈夫なんかなという

のは、やっぱりもう心配せざるを得ないと

いうような状況になってしまっているし、

その辺はしっかり我々もチェックをしてい

かなあかんというのは改めて感じていると

こですので、もうこれ以上ここでは質問は

しませんけども、やはりこの件をどういう

ふうに最終おさめるのかというようなこと

は、当然議会もそうですし行政でもそう、

施設組合でもそうやと思いますので、その

辺はこれは、何がこのままよくわからん不

透明なまま終わらへん、終わるということ

のないようにぜひともお願いをしたいなと

いうふうに思ってますのでよろしくお願い

したいと思います。もうこれ以上は聞きま

せんので、次の質問にいきます。 

  次に、光風台の駅前エスカレーターの改

修についていうことで、このときに大規模

改修の進捗はどうかということで質問を通

告には入れてましたけども、ホームページ

にもう載ってました。９月上旬から来年度

の６月末までに基礎、屋根を改修する。２

９年の７月から３０年の２月までエスカレ

ーターの機械を取りかえるというようなこ

と載ってましたけども、このあたりは最終、

ホームページでは確認しましたけども、

我々議員は気にしている、私は余り気にし

てませんでしたけども、気にしている議員

が多い中、我々には何も連絡なくホームペ

ージにぽんと載ってましたけども、このあ

たりどういうふうにお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  エスカレーターの修繕工事につきまして

は８月の１９日に開札がございまして、２

５日付で契約をし、工期は現在８月の２６

日から２９年の６月３０日で、基礎の補強

と上屋の修繕の工事を発注したところでご

ざいます。これにつきましては、常々前か

ら住民の皆様に、事前に工事の概要それか

らエスカレーターを使えなくなる期間が今

の現状でいきますとまず半年以上というよ

うな長い期間になるということもございま

したので、その辺の御理解を得るために説

明をしてきました。それがございましたの

で、今回、ホームページ上で工程を発表し

たところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ住民の皆さんには当然、直接影響の

与えることなんで事前の周知というのは当

然要ると思います。いやいや。これは一連

のダイオキシンの問題でも一緒やけども、

そこら辺は議会にもその辺は親切丁寧に説

明をしてもらったという解釈でよろしいで

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  これまでも、個々の工事につきましては、

その関係される自治会とか集落のところに

工程等について回覧板とか直接お話をしに

いったりとかして工事の工程については周

知してきたところです。それにつきまして

も議会の皆様に、ここの工事はいつからこ

ういう工事に入りますというのはしてこな

かったところでございますので、エスカレ

ーターにつきましても、影響範囲が大きい

のはありますけれども、その影響範囲が大

きいことに鑑みてホームページに載せたと
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いうことでございまして、議会には直接説

明はしておりませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり僕、その辺が行政のセンスやと

思うんですよね。やっぱりいろいろな意味

で、いろいろな意見が出て、こんだけ長引

いた話。それを住民には説明するけども議

会には説明せえへん。それはホームページ

で見てもうたらええやんと。ほんまにそん

なんでええんかなというのがね。まあまあ、

議会がその程度にしか見られてないという

のが今の現状やと思うけどね。それに対し

て言うてもしゃあないけど。やっぱりその

辺はもうちょっとやっぱり丁寧にすべきや

と思いますよ。その辺どうですか、内田部

長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今回のエスカレーターのことに限らず、

議会に説明すべきものは今後とも事前に説

明をするという姿勢で臨んでまいりたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、今言うただけちゃうねん、

これ。ずっと前から同じこと言うてるんで

すよ。何回も同じこと言うてる。議会に何

で事前に言わへんのやと。教育委員会の問

題でも言うた。建設の問題でも言うた。け

ど直らへん。これ町長変わっても一緒でっ

せ。もう何回も言うてるけど。だからそこ

は職員の質を僕は問うてると言ってるんで

すよ。町長変わったらバラ色の人生が待っ

てると、バラ色の豊能町、そんなんあり得

ないですよ。それはやっぱりちゃんとしっ

かりと、職員の皆さんもそうやし、部長の

皆さん、部長級、教育長もそう。皆さんが

やっぱりそういう意識を持ってもらわない

とあかん。それは別に僕ら議会をどうこう

言ってるのちゃいまっせ。１回言うたこと

が何回言うても直らへん。うちの子でも直

しまっせ、３回言うたら。やっぱりそこは

やっぱりちゃんとその辺、意識持ってほし

いし。いや、それ逆に言うたら僕、議会が

特別なもんやと思ってないけども、やっぱ

り議会に対してもそうやということは、僕、

住民さんに対してなんかもっと失礼なこと

してんちゃうかなというふうに余計思うん

ですよ。やっぱりその辺は一事が万事やと

思うので、やっぱりその辺の意識というの

はしっかり持ってほしいし、事前に言うて

損することなんかない。事前に言わんかっ

たら余計、うまくいくもんもいかへんとい

うことが多々あると思うんやから、その辺

はやっぱりしっかりと心しておいてほしい

なと思ってます。この件については、僕個

人的にはやっぱりあの光風台の駅前のエス

カレーターの改修というのは、さまざまな

点でもうエレベーターのほうが絶対優位や

ということを今までも何遍も申し上げてき

ました。しかしここまで進んでしまったし、

残念やなと思ってます。ただやっぱり一番

残念なんは、多分、職員の皆さんも総合的

に考えたらエレベーターのほうが絶対ええ

と思ってるはず。何人もの人に話したけど

もほとんどの人がそう言うてた。行政内部

でエスカレーターがええと言ったのは唯一

田中さんだけ。この点については、やっぱ

りまあまあ議会も責任はあるけど、やっぱ

りこれについてもやっぱり行政内部でこう

いうエスカレーターやというふうなことで

決めていく過程に僕は大きな問題があった

んちゃうかなというふうに思ってます。こ
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れも一事が万事で、今回のダイオキシン処

理で検証をほとんどせずに進んできた、失

敗したという今回の事例を受けて、エスカ

レーターにも多分同じことが起こると思う。

エスカレーター問題も、これエレベーター

やったら帰宅のときに３分も待てへんとい

うような、何か抽象的な意見を受けて、評

価すらせずに。それは地元の自治会が言う

てるからしゃあないかもわからんけど、最

終的に、多分、将来、失敗やったなという

ふうになるのは、僕はこれ間違いないなと

思ってます。ただ、これを認めた議会とい

うのはもう大きな責任があるというのは十

分わかってるので、今後は普通の行政とし

て仕事をしっかりと進めてほしいというこ

とだけは強く望んでおきます。もうこれは

これでいいです。 

  次に情報発信について。今回の一連の問

題、ダイオキシンの問題ね。情報発信の制

度とかレスポンス、これはもう著しく悪か

ったというふうに感じてます。先ほど永並

議員の中でも大いに反省してるというふう

な言葉であったけども、これ町のスタンス

をちょっと聞きたいんやけど、新聞で発表

すれば住民には個別で発表する必要はない

というふうに考えてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  報道発表とともに町もあらゆる媒体を通

じて広報するべきであるというふうには考

えてございます。ただ、今御指摘のあった

とおり、今回の一連の案件については、先

ほども申し上げましたけども、第一義的に

は組合であるというふうに思っておりまし

て、その組合の情報を町が得て町民の皆様

にお知らせをすると、こういうことが必要

でありましたが、そういう町民の皆様にお

知らせをする情報を十分得ることができな

かった、記事にすることができなかったと

いうことで、今回、広報が後手後手に回り、

新聞・テレビの報道ばかりになってしまっ

て、皆様に不安・不満を与えたというふう

に思っております。大いに反省しておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、大いに反省してる。その言葉はど

うでもええ。これ、８月配布にしてもうて

る町報にダイオキシンのことどんだけ書い

てました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  広報９月号の発行に当たりまして、もう

配布、先週でしたか、先週末でしたか、配

布いたしましたけども、ダイオキシンにつ

いて記事にしようということはいろいろ考

えました。しかしながら、日々状況が変わ

っていくという中でその記事をしますと、

およそ１週間、１０日ぐらい前が原稿の締

め切りかというふうに思うんですけれども、

間に合わなかったと。そういうことで、そ

うしたら広報の同配でチラシをというふう

にも考えましたが、その時点で皆様にお知

らせできる、決定しているという中身がな

かったので、これまた記事にできなかった

ということで、確かにおっしゃるとおり後

手後手に回っておりますので、速報性のあ

るホームページ、これを活用してまいりた

いと思いますし、速報性がなくてもよいも

のはチラシとか広報を活用してまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 
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○４番（橋本謙司君） 

  これやっぱりこの辺の発信。確かに刻々

と状況が変わっていく。それは事実ですわ。

けども、今はもう既にしてしまったこと、

今もう終わってること、ここまでの経過と

いうのは、多分８月の１０日ぐらいやった

ら状況というのはわかってたはず、ある程

度。今後は別でっせ。今後はどうなるかわ

からへんけども、今までの経過、その辺は

絶対に言えたはずやけども、それはやっぱ

りしっかりとされてなかったというのは非

常に残念でならん。それは大いに反省して

るというのは言葉はそれでええけども、い

やほんまにそうなんかな。例えばホームペ

ージでも、今、載ってるの２回だけですわ。

８月の８日と８月の２６日。やっぱりその

辺も含めて、今の状況がどういう状況なの

かということも含めて住民に知らせること

は、やっぱりマスコミに報道するとともに、

そこはあわせてやっぱりしっかりしていく。

確かにこれは施設組合の問題やから豊能町

としては第一義的には違うんかもわからへ

んけど、今ここまできたらもう一緒ですわ。

豊能町の、いうたら汚名をまき散らした後

なんやから、そのけつ拭きというのはやっ

ぱりしっかりと、施設組合がせんでも豊能

町としてやっぱりやるべき。その辺はこれ

から、先もまだこれから刻々と変わってい

くけども、やっぱりしっかりと、今、豊能

町としてすべきことはあるんやから、そこ

は能勢町と歩調を合わせる必要は僕はない

と思うので、そこはしっかりと豊能町がで

きるけつ拭きはしっかりともう豊能町でや

るというふうなことでやっていただきたい

と思いますけども、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かにおくれてでも広報できるようなこ

とはあったと思っております。これについ

ては今後積極的に情報提供してまいりたい

というふうに思っておりますし、今後につ

きましては組合と情報を共有いたしまして、

能勢町とも協力をいたしまして情報提供し

てまいりたいというふうに思っております。

よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この情報発信はやっぱり町のＰＲ、いい

ことばっかりではなくて、やはり今回のこ

ういうようなこともやっぱりしていかなあ

かんと。これは我々議会も反省すべき点か

なと思ってますけど、やはりこの信頼関係

の基本いうことが、済みません。情報発信

というのは信頼関係の基本やということで

あることはしっかり認識をいただいて、心

新たにしっかりと取り組んでほしいという

ふうに思いますのでよろしくお願いしてお

きます。 

  次に、行政がすべき手続論について質問

したいと思います。今回のダイオキシン汚

染物の処理にかかわる施設組合の手続は、

一言で言うとずさんとしか言いようがない

かなというふうに思ってます。本町では同

様の事件は発生しないのかという問いに対

して、以前、内田部長は、質問した際に、

ないと確信しているという発言とともに、

調査は今後していきたいというような趣旨

で答弁をいただいたと思いますけども、そ

ういうような調査についていつまでに、ど

のように調査をするつもりなのかお聞きし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 
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  調査をいたしますということをお答えい

たしまして、すぐに部長会を開きまして、

口頭ではございますけども、各部長から部

内でのそういう、今回の組合と似たような

ケース、要するに隠蔽しなければならない

ような契約とか、仲介業者に丸投げをして

いるようなそういうようなものがないかど

うか一斉に調べてほしいということで口頭

でお願いをしまして、各部長からそういう

ものはないというような、もう報告はいた

だいております。この間もお答えしました

ように、このようなことはないと確信をし

ておりますけども、それは、本町におきま

しては全ての契約において一般競争入札と

か指名競争入札などなどございますけども、

一般競争入札の場合は請負業者審査会を開

きまして、入札の参加資格を公の場で審査

をするとか、指名競争入札にいたしまして

も、指名の理由等について審査をすること

になっておりますし、随意契約についても、

本来入札すべきものを随意契約にするとき

は審査に付するというようないろいろなこ

とで請負業者審査会でやっております。ま

た、入札等監視委員会という外部組織をこ

れ持っておりまして、その入札等監視委員

会において、年１回でございますけども、

全ての契約について御報告をし、その中で

幾点かをピックアップをしまして、特に監

視委員会のほうで見ていただきたいもの、

見たいとおっしゃったようなものについて、

個別にそれぞれの報告もし、審査をいただ

いて、意見の具申、意見等、勧告もいただ

いているというようなところでございます。

本町ではこういうように、以前、官製談合

事件というようなものもございましたので、

それ以降は入札制度、また監視する制度、

透明性に努めているというようなことでご

ざいますので、チェック機能は十分働いて

いるというふうに感じておりまして、先日

のような答弁になったというようなことで

ございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今の中でちょっと一個、え、と思ったの

が、各部長へその辺の話をして、結果ない

という判断、報告を受けたというふうにお

っしゃったけども、これ普通、民間企業と

かやったら、当然こういうようなことがあ

るかないかということを個人個人に調査を

し、もし万が一そこに新たな不正があった

場合はもう厳正に処罰するというようなこ

とを当然付してやるんやけども、この辺て

今回どないですか。それちゃんと担当者ベ

ースまで全部おりてます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今回の調査が担当者レベルまでおりたか

どうか、ちょっとそれは確認はできており

ません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりその辺が、スタンスが甘い。ま

あまあ、橋本議員そう言うとったからとり

あえずまあまあ聞いといてな言うて、で、

ありませんでした、ああそうかいう程度で

しょ、どうせ。それじゃあかんねんて。今

回こういうようなこと起こったと。これは

別に豊能町内違いますっせ。施設組合の中

で起こったことやけども、そういう同一事

象がほんまにないんかというようなことを、

今、部長の答弁では真剣にやったと。全然

感じられへんけども、そのあたりどうです

か、南部長。ちゃんとやってます。担当者

ベースまで。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  私も部長会の前にここでその質問を聞き

ましたので、その後すぐに部内の課、課長、

課長補佐に聞き取りをしました。その中で

そのようなことはないと。で、廃棄物あり

ますので、特に環境課には念入りに聞き取

りを行いましたけれども、現在そのような、

第三者を介するような契約もないし、議会

に当然、住民の皆様にもですけれども、公

表できないような契約も一切ないというこ

とで確認をしております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これはこれ以上聞いても、当然ないとい

ったことに対してどうこうと言うつもりは

ないけども、ただやっぱりそういうような

ことが起きた以上はそういう目で再度見直

すいうことはやっぱり最低限やってほしい

と思うし、その中で、当然行政の仕事なん

て性善説でやってもらうべきことやけども、

やっぱりそれでもこういうようなことが起

こったということを受けて、その辺のしっ

かりと確認というのはやっていただく。そ

の際にほなどういうやり方をするのがいい

のかということはやっぱりしっかりと詰め

てやらないと、そんな、ないか、ないかい

うて、ほんな誰にいつ何を聞いてどういう

ふうに報告があったかと。普通は民間企業

やったら絶対そういうような資料って残す

んですよ。もしそれに偽りがあった場合は

それはもう処罰されるでということも含め

て、今、もし問題があるんやったら出せと

いうこともやっぱり本来はさせるべきなん

で、そういうような手続の仕方も含めてや

っぱりちゃんと見直すべきやというふうに

思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  では、あえて聞くけども、今回何でこん

なずさんなことが起こったかというような

ことは当然評価されてますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今回の原因でございますけども、やっぱ

り隠さなければならないような契約をして

しまったこと、これに尽きるというふうに

思います。また、仲介業者を信じ切ってし

まったこと、これに尽きると、この２点、

これが原因ではないかなというふうに思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今おっしゃっていただいたことも大きな

原因やというふうに思います。その辺も含

めてそういう目で、当然そういうようなこ

とがないかというようなことで各部長には

聞いていただいたと思いますので、その辺

はこれ以上言うても仕方ないのであれです

けど、ただやっぱりその辺は、今回こうい

うようなことが起きた、これだけにかかわ

らず、やっぱりいろいろな問題が起きたと

きにはその問題事象がなぜ起こったのかと、

それにかかわるような同事象が起こるとこ

はどういうとこやと、それに対してどうい

う対策を打つのかということはやっぱり常

に繰り返しをしていただきたいなというふ

うに思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

  次の質問に移ります。過去の否決議案の

現状についてということで、これ行政の悪

さかもわからへんけども、議会に議案提出

をし否決をされると、その後なかなか何も
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しないいうようなことが多いのかなという

ふうに思ってます。今回上げてるのは公共

施設の使用料の見直し、自転車駐車場の無

料化、家庭ごみの有料化と、その三つを上

げてます。 

  その中で一つ目が公共施設の使用料の見

直しいうことで、これ２６年の１２月に公

民館条例の改正の議案が出されたと。その

中で使用料を見直すという予定だったけど

も、議会からは他の施設の使用料も含めて

検討すべきやということで否決になったと

いうふうに思いますけども、その後の検討

結果についてどうなってますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  以前否決されました議案につきまして、

あれはあの使用料手数料全体を見直した上

で結果的に公民館だけを見直すことになっ

たということでございますので、そこは一

つお願いいたします。今後のことでござい

ますけども、使用料手数料の見直しにつき

ましては消費税の見直しに合わせてやろう

ということで、あれ以降方針を転換をいた

しました。２９年４月に消費税が引き上げ

られるということで、今年度にその作業を

する予定でございましたが、６月に国にお

いて消費税の改定時期を３１年１０月に延

長するということを決められましたので、

本町においても消費税に合わせてその使用

料手数料の見直しについても延期をすると

いうことといたしております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  あの分については当然消費税の絡みもあ

ったと。ただ、そもそもあれを見直したの

は、別に消費税だけやなかったと思うんで

すよね。そもそも中央公民館２０％上げて

西公民館を１０％上げるというふうな話が

あったけども、そのあたりこれは、あえて

ほんならその財源の確保も含めてなり、近

隣との公平性の、公平化か、何かまあまあ、

近隣から見たら安いから上げますとかいう

話も含めて、そのあたりはどう整理されて、

あえて何でその消費税に合わす必要がある

のかお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本町におきましては、おおよそ４年に１

回、消費税に関係なく使用料手数料の見直

しをやってきたということでございまして、

２６年のときもそういうタイミングでござ

いました。しかしながら、その後消費税が

上がるということがわかっておりましたの

ですぐに見直してもまた消費税のいわゆる

転嫁といいますか、消費税の転嫁を住民の

皆さんにお願いをしなければならないタイ

ミングがすぐに来るということで、そうし

たらもう消費税の見直しに合わせて使用料

手数料を見直そうというふうにタイミング

を変えたわけでございます。今年度かけて

作業して、来年の４月に見直しをというこ

とでお願いをしようと思っておりましたけ

ども、この６月にまた国が方針を変えられ

たために、本町においても消費税に合わせ

てということでもう一度方針を変えたとい

うような状況に今はございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  そうしたら、もともとの使用料改定する

という目的、そこは別に達せられなくても

もう問題ないというようなことでよろしい

ですか。ほんまやったら一日も早くそれは、
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もともとのその公平性が担保できてない、

近隣との比べて安過ぎるというふうなこと

等々も含めて、ほんまやったらそれを変え

る目的というのがあったと思うけども、そ

れを、本来その目的があるにもかかわらず

その消費税に合わせてというところが全然

理解できへんのやけども、そのあたりどう

考えてます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに受益者負担の適正化ということが

第一番の目的でございましたので、消費税

に関係なく見直しを行ってきたわけでござ

いますけども、先ほども申し上げましたが、

否決をされました後、もう一度提案をし直

す方法はあったのはあったんですけども、

そうしましても２９年の４月に消費税が上

がるということがもうわかっていたので、

それならば２９年４月にタイミングを合わ

せましょうというふうに切りかえたわけで

ございます。で、今年度作業しようとして

いたところ、また国が延期をなさるという

ことがわかったので、再々使用料手数料を

引き上げるよりも一度にということに思い

まして、もう一度方針を変えて、消費税の

タイミングに合わせて見直すということに

したということで、おっしゃるとおり、本

来の目的の受益者負担の公正・公平さとい

う点からいうとタイミングはずれるかもわ

かりませんけども、再々使用料手数料を見

直すよりは１回でという思いでこういうこ

とになったということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  結果して、もうそんな５年も先延ばしす

るようなことやったら、もう最初からやら

んかったらええねん。そんなん中途半端や

て。そこが目的があるのやったら再々やっ

てもよろしいやん、別に。ほんまにそれが

受益者負担を求めるということの方針に基

づいてやるんやったら、別に僕はしてもえ

えと思いますよ。それは住民にとってはそ

れはせんほうがええかもわからんけども、

ほんまに受益者負担を全体的にやっぱり求

めていくんやということであれば、それは

そういう方針でも仕方ないじゃないですか。

そこが何か中途半端なんちゃうかなと。結

果して消費税に合わせますねんって。何か

そんなんでええんかなという気しますけど

ね。裕福な町やったら別やけど。 

  あともう１点、実際そういうことを言い

ながらも２７年の７月からはあのスポーツ

施設の３施設だけは条例の別表だけを改正

されて減免が廃止されているというような

こともやっているけども、そのあたりの評

価は今どう出てます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育委員会としましては、財政健全化プ

ランを進めるということでさせていただき

ました。２７年度におきまして、若干ちょ

っと訂正をさせていただきたい。１００％

減免、全額減免だったのを、育成団体につ

きましては５０％、２分の１の減免に変え

たということで、社会教育の推進という意

味では減免は２分の１だけですがまだ続け

ているということで、御認識いただけたら

ありがたいなと思います。 

  その使用状況なんですけども、スポーツ

広場ですね。これは希望ヶ丘にありますス

ポーツ広場ですが、使用率はマイナスの1.

５％、若干減りました。ただし使用料につ

きましては減免というものが大きく影響し
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まして７倍の入になっております。野間口

総合スポーツセンターにつきましては、こ

れはマイナスが大きくて利用率はマイナス

で３８％。回数でいきますと、２３０件ほ

どの回数の使用であったんですが２７年度

は１２７件に減少したということです。町

財政の効果としましては１.３倍ということ

でマイナスにはなりませんでした。 

  その評価なんですけれども、野間口総合

スポーツセンターの減になりました団体と

いうのは、減免を受けていた団体の使用が

減ったということが影響しているかと思い

ます。ただ、スポーツ広場につきましては

その影響はなく使用をいただいておるとい

うことで、野間口等につきましては、先ほ

どの一般質問でもありましたけども、今後

の活用ということについては検討していか

なければならないかな、もう少し様子を見

させていただけたらなと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これふれあい広場というか、あそこはな

かったんかな。済みません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  失礼しました。ふれあい広場につきまし

ては減免で使用されている団体がなかった

ので、今回は御答弁から差し引かせていた

だきました。申しわけございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれも、もうそうなるやろなと

思ってましたけども、実際やっぱりこれど

うなってるかというと、野間口を使ってた

人らは学校を使ってる。学校はただやから。

当然そうなるのわかってたけどね。ほんで

一方では、野間口をもう閉めよう、閉めよ

うとしている。それで閉めてもええんかも

わからへんけども、やっぱりほんまにそれ

を使ってもらおうという気があんのかなと

いうのがね。もう何を考えてるのかようわ

からへんと。さっきの話とも一緒ですわ。

何がしたいんかなと。もう支離滅裂。一方

では金はとらへんわ、一方では金はとるわ。

何か消費税に合わしてみるわとか、何かそ

の辺がもう全然、町の運営としてはもう最

悪やね。誰が統制とってるのか知らんけど

も、何か甘い、全てが。ほんまに何をしよ

うとしてるのか。使ってもらおうとするん

やったら別にわざわざそんなとる必要もな

いし。けども金困ってんのやったらもっと

とらざるを得ん。その辺が何か一貫してな

いなというのがあるんでね。やっぱりその

辺はもうちょっとしっかりと、新町長に変

わったら即座にその辺の、こういうような

ことだけじゃなくてね。やっぱり全てに対

して一貫性のある対応をぜひしていただき

たいと思います。 

  次に、何回も言うてるけども、自転車駐

車場の無料化。これについても条例改正の

議案が出され、その際も無人化・無料化を

検討すべきであるというようなことで２２

年の６月になったけども、これも５年６年

たってもいまだ何も変わってないいうよう

な状況。確かにもう光風台なんか見る見る

うちに、どんどんどんどん、もうとまって

る台数なんかめちゃくちゃ減ってますよね。

ああやって見たときに、これも今、財政が

しんどいしんどい言うてるのにあれはもう

そのまま。そこはどんなロジックでそんな

ことを考えてんのかなというふうに思うけ

ども、そのあたりどういうふうに考えてま

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  駐輪場の無料化ということでございます

けども、町としては無料化とともに無人化

も同時にということで、それも三つの施設

ともにというようなことで検討を進めてま

いったところでございます。ときわ台につ

いては地下ということで、無人化がしんど

いということはこれまでも申し上げたとこ

ろでございますけども、この間、能勢電の

ほうに、能勢電さんの敷地を使わせていた

だけませんかというようなこともお願いを

してまいりまして、一定よろしい、よい回

答を今いただいておりますので、その能勢

電さんの敷地も使った中での地上化という

ようなことを検討してまいるということで、

今、具体案を詰めていこうというようなと

ころでございます。 

  一方、光風台のほうでございますけども、

光風台、台数はかなり減っているんですけ

ども、光風台のあの地上の第二駐車場とい

うのがあるんですが、そこにおさまるほど

も減っていないので、どうしてもその調整

池の上のあの駐輪場を使わざるを得ない状

況では、今はそういうふうになっておりま

す。一方で、そのエスカレーターの監視の

関係がございますので、これ無人化は無理

だなというような判断をしております。し

たがいまして無人化できない限りは無料化

もできないかなというふうに思っておりま

すが、そのエスカレーターの監視を駐輪場

の管理人以外の方法でできないかというこ

とも考えまして、あちこち幾つか当たって

みました。ところがいずれの方法も財政上

の効果がないという結論が出るか、もしく

は相手さんに断られるというようなケース

がございまして、ばかりでございまして、

現状ではそのエスカレーターの監視は駐輪

場に管理人を置いてやると、もうこれが一

番よい方法ということになってございます

ので、光風台については無人化・無料化も

ちょっと無理かなというようなことを思っ

ております。妙見口は、もう今、無人化さ

れておりますので現状のまま可能というよ

うなことでございますけども、いずれにし

ましても無料化・無人化はやってまいりた

いと思っておりますけども、その光風台の

問題が解決できるかどうか、ここにかかっ

ているというところで、今、苦慮をしてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりここでもエスカレーターがこれ

邪魔になっておるんですよ。監視が。ほん

で、もう目に見えてわかってるもんやんこ

れ。けどこれ考えたら、逆に、今、部長の

中ではときわ台借りて地上化できるなと。

無人化できるな。吉川いけるなと。光風台

だけ無理やなということなったときに、光

風台だけ有人の有料でやろうと思ってます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  駅によって無料の駐車場と有料の駐車場

があるというのは、能勢電にも川西市内に

もあるのはあるんです。私、まだそこまで

検討はしておりませんけど、私が今思って

おりますのは、無料にするなら全て一緒に

ということを思っております。有人か無人

かではなくて無料は同時にというふうなこ

とは思っています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これエスカレーターの監視の費用も一部
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見られてたやつがその分もなくなるから余

計財政負担というのはふえるのは目に見え

ておるんねんけどね。それはそれでええけ

ども、これ今後の見通しとしていつまでに

やろうと思ってます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まずあのときわ台でございますけども、

ときわ台につきましては能勢電さんとの話

が進んでおりますけども、来年度当初ぐら

いにはそういう計画というか、測量設計と

いうようなそういう予算を上げれたらなと

いうふうに思っておりまして、うまくいけ

ば来年度設計、再来年度着工というような

ことにできたらなというような思いは持っ

ております。光風台につきましては、今あ

るあの調整池の上の駐輪場を使わないとい

けない台数となっておりますので、あの調

整池の上の駐輪場を使い続けるならば幾つ

か改良が必要というようなことも思ってお

りまして、その設計というものも今後必要

というふうに思っております。 

  今、議員がお尋ねになったのは、無料化

のタイミングの計画はというようなことか

と思いますけども、それについては１にも

２にもそのエスカレーターの監視の問題、

これを駐輪場と切り離して考えるか、駐輪

場の管理人がエスカレーターを監視すると

いうふうに見るか、それ二つに一つだとい

うふうに思っています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点も、もう６年も前の話なんやから、

早々にその辺は決着つけて、もう早くそう

いうふうなことを。いうたらこれも有人の

有料でやってる以上、どんどん、どんどん

これも赤字になって垂れ流しやから、その

辺も早く早くその辺の決断をぜひともして

ほしいなというふうに思いますので、新町

長になったら即刻その辺の判断をしてほし

いと思います。 

  最後に、家庭ごみの有料化について。こ

れも２７年１２月に家庭ごみの有料化の議

案が提出されたものの、住民に対する理解

活動が先やというような趣旨で、そういう

ような意見が多くて否決ということになり

ましたけども、そのあたり今現状のその住

民に対する理解活動、どのように進んでる

かお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  家庭ごみの有料化についてでございます

けれども、現在は平成２９年度から始まり

ますごみ処理基本計画を策定中でございま

して、住民さんを交えた豊能町廃棄物減量

等推進審議会で今審議をしていただいてお

ります。その新しい基本計画に基づきまし

て進めていきたいなと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりその計画を立てるということと、

もう当然大事なんやけども、一方でやっぱ

りその辺の住民に対する理解活動というの

は合わせて並行してやっぱりやっていくべ

きというふうに思いますので、ぜひともお

願いしたいなということと、あともう一個

はやっぱり将来の民営化を見据えた上でど

ういうふうに進めていくか。例えばそのご

みのステーション化の話、戸別収集の話

等々もあると思うので、その辺はしっかり

とバランスをとりながら、一個終わって次

じゃなくて、やっぱり並行して進めるもの
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についてはしっかりと同時進行でやってほ

しいなというふうに思ってます。これにつ

いてはまた次回の議会で質問したいと思い

ます。 

  あと、公共交通機関について。北大阪ネ

オポリス線の箕面トンネル経由便がスター

トして、今、豊能町内の利用者数はどのよ

うに変化しているのかお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  北大阪ネオポリス線のトンネル便でござ

いますけども、現時点ではまだ正確な数は

把握しておりませんが、阪急バスによりま

すと朝は２便目と３便目の利用者が多いと。

夕方は２便目、３便目、４便目の利用者が

多いというようなことでございます。利用

者が定着いたしましたら、改めまして町で

調査をしたいと。夏休み中でちょっと学生

さんの利用がばらけておりますので、１０

月ごろに改めて調査を予定しております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  僕が聞きたかったんは、トンネル便がふ

えてるのは十分わかってんねん。それに対

して逆に全体。千中向いていく、今、彩都

経由になってる便も含めてトータルでどう

なってるかということが知りたかったので、

そのあたりについてはもう次の議会で質問

するのでしっかりと調べておいてください。 

  最後に、千提寺口のところで、やっぱり

乗り継ぎの時間が長くなる等々という話を

この間したことあると思いますけども、そ

のあたりのそういう、雨風の対策とか照明

について、阪急バスとの交渉はされてるの

かどうかお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  雨風等の対策につきましては、平成２６

年５月に阪急バスに要望しておりますけれ

ども、物理的に困難というような回答をい

ただいております。今は議員のお尋ねは、

乗りかえの時間が５０分ぐらいかかるとい

うことで、その不便さをどうするかという

こともあわせてというふうに思いますけど

も、今、我々考えておりますのは、千提寺

口で乗り継がずにそのまま余野まで帰って

きていただくということにしまして、その

余野まで帰ってきた便を希望ヶ丘を終点に

するというようなことを実験的にできませ

んかということを、今、阪急バスに投げか

けているというところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、ほんまに豊能町としては大変な時期

を迎えてます。新町長になったら即刻スタ

ートが切れるように、職員の皆さんはしっ

かりと今から頭を、知恵を絞って、豊能町

のためになることをぜひともすぐに実行で

きるように備えていただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１４時２０分といたします。再

開は放送をもってお知らせいたします。 

（午後２時１０分 休憩） 

（午後２時２０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  １０番・竹谷勝。御指名をいただきまし

たので、一般質問を行います。理事者の皆

さんには的確な答弁を求めます。 

  まず、田中町長には早いもので就任をさ

れて４年間になります。その間、町政運営

に御努力をされてこられたことと思います

が、今回、ダイオキシン無害化処理におい

て大変な状況になっていることに対して、

一議員といたしまして大変残念に思ってお

ります。豊能郡環境施設組合のダイオキシ

ン類を含む廃棄物の仮置き場について混迷

をしておりましたけれども、先般、余野自

治会の皆さんの苦渋の決断をしていただき

仮置き場は決まりました。このことに対し

て心から感謝を申し上げます。 

  それでは、通告に従って４点の質問事項

について進めてまいります。 

  まず１点目のダイオキシン騒動について。

繰り返しの質問になると思いますけども、

まず１点目、昨年８月、この地から福岡県

の大分市の事業所に。 

（発言する者あり） 

○１０番（竹谷 勝君） 

  大牟田市の事業所へ運び込みました。こ

れがなぜ無害化処理ができなかったのかお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  大牟田市に搬入した当時は、すぐにでも

処理いただけるものと思っていたんですけ

れども、その後、新聞報道等もございまし

て、処理が困難となって、最終的には処理

ができない理由につきましては、業者から、

地元の関係団体との調整がつかなかったと

いったことの理由で処理ができなかったと

いうふうになっております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今の答弁は過去に何度かお聞きしている

答弁なんですけども。次に、今答弁のあり

ましたように関係団体との調整がつかなか

ったということが繰り返し答弁をされてお

りますけども、それは事実なのか。ほかに

理由があったのか。その辺についてお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私どもは、この業者からは地元の関係団

体と調整がつかなかったというふうなこと

は、もうそれは聞いております。それで残

念ながら処理ができないというふうに聞い

ておりますので、これは事実でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ちょっと田中町長、地元の関係団体いう

のは却下されたん違うの。あなたは前の答

弁の中で地元は取り消しますということを

おっしゃったんで、もう一遍再度答弁を求

めます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。修正させていただきます。

地元関係団体と申しましたけれども、関係

団体ということで、関係団体と調整がつか
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なかったということで修正させていただき

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  この件につきましてはこれ以上求めるの

は控えておきたいと思います。 

  次に、現在のこの混迷状況の一番のポイ

ントといいますか、なかなか持ち帰りがで

きなかったということに対して、神戸市の

最終処分場への搬入について、やはり事前

に私はきっちりと報告をしておくべきだっ

たと思いますけども、その辺について田中

町長はどのように考えておられたのかお聞

かせいただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当初、産業廃棄物という処理をお願いし

ていたこともございまして、自治体への事

前の連絡は不要ということで判断して進め

させて、進めてきたんですけれども、今回

の件について、産廃であったとしても事前

に自治体のほうに相談しておくこともこう

した事態を防げたのではないのかなと、今

となっては考えているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  やはりそのことについては、やっぱり管

理者あるいは町長として、大きな、私は間

違いやったんじゃないかなと思います。こ

れが仮に事前通告を、あるいは事前報告を

神戸市さんのほうにしておれば、また相手

さんの状況も変わっただろうし、万が一そ

れでも搬入はだめだと言われたとしても、

コンクリート固化で無害化処理をしている

と、それをそのまま豊能郡に持って帰ると

した場合でも、今よりもはるかに量的に少

ない量で保管場所も決められたんじゃない

か。非常に私は残念に思っております。そ

の辺の反省について御答弁がありましたら

お願いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当時、やはりその処理を最優先にしたか

ったということもございまして、そんなこ

とからこういう形になったと。中間処理を

し最終処分場、これが一本の一つの流れと

いうこともありましたので、これについて

はいろいろな考え方できるかと思いますけ

れども、今現在こういった形になったとい

うことについては非常に残念に思っている

と、残念であるというふうに思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  終わってしまったことなんで、今さら何

を言っても始まらないんですけども、その

辺は非常にトップとして、大きな、抜けて

たところじゃないかと私は思っています。 

  そこで、今回の一連の騒動といいますか、

この混乱に対して、管理者であります町長

としてどのような責任を考えられておるの

かお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  今回の一連の問題については新聞報道等

で大きく取り上げられ、豊能町の住民さん

の皆さんに多くの御心配、御迷惑をおかけ

していることについては大変申しわけなく

思っており、おわび申し上げます。今後、

責任ということについては速やかにこの問

題を終息させることが何よりも重要である

と考えておりますので、残された期間内で

少しでも問題が解決できるように取り組ん

でいきたいということで責任をとりたいと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  しかるべき時期にけじめをつけるという

ことは非常に大事だと思いますので、肝に

銘じて、それを念頭に、残された期間頑張

っていただきたいと思います。この点につ

きましてはこれぐらいにしまして次にいか

せていただきます。 

  二つ目の、健康長寿の町を目指してとい

うことで質問をさせていただきます。先般

の箕面市さんの市長選挙でも、偶然にも候

補者の方が健康長寿のまちを目指してとい

うことを公約に挙げておられたようなんで

すけども、健康寿命とは心身ともに充実を

し健康的に生活できる期間とされておると。

２００２年にＷＨＯ世界保健機関が健康寿

命を提唱して以来、寿命を延ばすだけでな

く、いかに健康に生活できる期間を延ばす

かに関心が高まっております。２０１３年、

日本のデータではこの差は約男性で9.０２

年、女性が１2.４年。今後平均寿命が延び

るにつれてこの差が拡大すれば、健康上の

問題だけでなく、御本人はもとより家族へ

の負担や医療費、介護費の増加による家計

のさらなる影響も懸念をされます。そこで

福祉部長にお聞きしたいんですけども、本

町の平均寿命と健康寿命の現状についてま

ずお伺いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  まず、健康寿命という言葉でございます

が、議員御指摘のとおり、命というのは一

つの続いておるものでございまして、まず

ここからここまでが健康寿命、ここからが、

それではないというのが非常に難しゅうご

ざいます。なので先ほど議員御指摘のとお

り、定義というのは非常に難しいという、

まずそこのところは押さえていただきたい

と思います。その上で、健康寿命の正確な

算出というのは非常に困難な上で、大阪府

が第二次大阪府健康増進計画で、あくまで

も各市町村の健康増進に資する参考値とし

て算出した数値がございます。それは日常

生活に制限のない期間の平均というものを

算出されたものでございまして、平成２５

年、少し古いのですが、豊能町の男性では

平均寿命が８1.２５歳、健康寿命は７9.６

７歳。女性では平均寿命は８5.９７歳、健

康寿命は８2.７１歳ということで、参考値

として算出した数値がございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  データ的には私が調べたデータとはかな

り乖離があるんですけども、日本の平均寿

命と健康寿命の差というのは、ある生命保

険会社が統計を出されてるんですけども、

それを見ますと、これは先ほど言いました

２０１３年のデータですけども、男性で平

均寿命が８0.２１歳、健康寿命が７1.１９

歳、その差が９.０歳ということになってま
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す。女性の方で平均寿命が８6.６１歳、健

康寿命が７4.２１歳、その差が１2.４歳の

差があると。こういうデータがインターネ

ットで見ましたらありました。これすごい

数字やなと私思ってます。９年間、男性に

すれば９年間も何らかの日常生活を来すと

いう状況になるいうことは、家族にとって

もいろいろなことについてやっぱり大変な

時期やと思います。こういったことを、今

後やはりこの差を、寿命を延ばして健康寿

命を上げていくというのが我々取り組んで

いくべきことかなと思っております。そう

いう観点からいきまして、次に、町として

もいろいろな健康診断、検診をされており

ます。まずその受診率の向上を図ることが

私は当面、できることとしては必要じゃな

いかと思っております。その現状について

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のとおり、高齢者の健康づく

り、介護予防すなわち自助でございますが、

への取り組みがますます重要になると考え

ております。各種検診の受診率を向上させ

ていくことは住民自身の健康維持・増進、

疾病の予防・早期発見、これにつながって

いき、健康寿命の延伸が実現とまでは言え

ないかもしれませんけれども、そういうふ

うな力になっていくのではないかと考えて

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  やはり生活というんですか、受診率をし

っかり上げていただいて、そういう生活習

慣病的なことを早期に発見するということ

は非常に重大なことだと思います。脳梗塞

とか脳溢血とか、肺がんなんかもそうです

し、糖尿病なんかもそうですし、やはりそ

ういった兆候を早く見つけるというのが一

つ有効な手段になってくるかもわかりませ

ん。 

  次に、私もそうですけども、年齢を重ね

てもやはり適度な活動や運動が重要だと思

います。行政として、こういった高齢者が

取り組みやすい仕掛けをつくっていくこと

も私は必要であると考えております。現状

もいろいろされておりますけども、その辺

について部長の考えをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員御指摘のとおりです。ウエルネス・

ウォーキングというのを平成２６年１１月

から、いろいろな御指摘もいただきながら

も今現在も進めております。そういった意

味で、適度な活動や運動、活動といいます

のは、自助の面では社会参加、共助の面で

はそういった活動の場といいますか、そう

いう出かける場も必要であると考えており

まして、現在豊能町では、ウエルネス・ウ

ォーキングはもちろんのこと今後続けてま

いりますけれども、いきいき１００歳体操

を広めていくためにも、既存のグループ、

例えば老人会であるとか自治会であるとか、

社協が管轄しております地区福祉委員会な

どにそういった説明を行い、地域に展開し

て取り組んでいきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  地道な活動なんですけどもね。やはり運

動するということは大切なことだと。いろ

いろな本なんかによりますと、ウォーキン
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グは非常にいいんですけども、有酸素運動

だけではやっぱり効果は限定的やと言われ

てますね。やはり下半身の筋力の、筋力を

強化するとか、体を使うとか、いろいろな

ことをやっていく必要があると。やはり高

齢者が一番危険なのは、受診をして内面的

なその予防するのと、やはり転倒防止とか

そういったところが大事だと言われており

ます。そのためには有酸素運動も一つの手

段だし、やはり筋力を鍛える運動をできる

だけ取り入れていただくように。幸い豊能

町にはいろいろな経験者もいらっしゃるし、

いろいろなグループ、個人のグループある

いは団体のとかいろいろなところがありま

すので、できるだけそういうとこら辺にみ

んなが参加できるように、行政のほうとし

ても取り組んでいただきたいと。同じ人が

じゃなしに輪を広げていくということも大

事なことだと思いますので、高齢になって

も健康で自立して生活できるというのが理

想やと思いますので、取り組んでいただき

たいと思います。 

  もう１点、先ほどは運動あるいは活動と

言いましたけども、やはり高齢者を対象に

したいろいろなイベントを企画することも

大事やと思います。そして、家に閉じこも

るんじゃなしに、できるだけ外に出るとい

うことも必要やと考えております。既にい

ろいろ取り組んでいただいておりますけど

も、この辺についても考え方、伺いたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほども申し上げましたけれども、生活

支援というのはあくまでもその方に対する

互助という考え方になりますが、社会参加

はその方にとってみたならば自助といいま

すか、自分の意思で出かけられると。そう

いうふうな関係は裏表の関係だと思います

ので、議員御指摘の生活支援のイベント等

が多ければそれだけ出かける機会が多いの

で、今現在におきましても、行政自身が行

うこともございますが、ボランティア団体

であるとか、地区福祉委員会などでふれあ

いサロンなどが設けられておりまして、そ

のように出かけていただける、そういう機

会を可能な限り住民さんとの連携の中でで

もふやしていきたいと、それが健康な寿命

を延伸していくことにつながっていくので

はないかというふうに、議員の言葉をいた

だきながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  この町は非常に意識の高い人がたくさん

おられるということもあると思うんですけ

ども、社会福祉協議会を初めいろいろな取

り組みをされてる人が、もう数、数えられ

ないぐらいあるのも事実、私もよく知って

ますけども、なかなかそういう機能、会と

しては機能回ってても、そこに不特定多数

の人が参加をして健康維持に努めるという

のはなかなか勇気の要ることで、入ってい

けない部分も多分、多々あると思いますね。

社協以外にもいろいろなグループ、先般も

そういうチラシも入ってましたけども、私

も少数ですけども趣味のことでやってると

ころもあるんですけども、やはりそういう

ことにできるだけ参加をして、やはりリフ

レッシュしていただくというのが健康維持

の一つかなと思います。先ほど言いました

ように生活習慣病というのが一番こういう

ことに対するネックになってるみたいなん

で、やはり運動とそういう活動というんで

すか、その辺をきちっとしていただいて、

誰もが健康で健康長寿の町を目指して、
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我々も一緒ですけども取り組んでいけたら

なと思っておりますので、今後ともしっか

りと取り組んでいただきたいと思います。

最後に何かありましたら。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  ちょっとお答えになるかどうかわかりま

せんけれども、介護保険を利用すれば後に

は保険料にはね返る。後期高齢者医療であ

るならば、医療機関にかかればそれも保険

料。国保に関しましても同じように全て住

民の方にはね返ってまいります。議員御指

摘のように、自分の力でできるだけ健康な

寿命を延ばしていくということは今後ます

ます豊能町にとっても重要なことと考えて

おりますので、議員御指摘のとおり、その

方向で進めてまいりたいと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  頑張っていただきたいと思います。私も

いろいろな方を見る機会があるんですけど

も、やはり健康でおられる方と、同年代で

も、あるいはその年齢より下の方でももう

寝た切りの方も知ってますし、認知症の方

なんかも知ってますけど、やはりそういう

ことになれば、これはもう大きな損失です

わ。御本人だけじゃなし、家族、地域、国

を挙げて、やっぱり損失なんで、そこはみ

んな自助も大事ですけど、共助も含めて、

やっぱりしっかりと健康管理をできるよう

に。幸いこういう町ですから、環境的には

もう何でもできると思いますから、ぜひそ

の辺は積極的に取り組んでいただけますよ

うに要望いたしまして、この件については

終わります。 

  次に、何回か質問してるんですけれども、

少子化の進行に歯どめをということで、改

めて少子化というのはどういうことかと。

新旧世代の間で一対一の人口の置きかえが

できなくなる低い出生率が継続することで

すという、こういうことが載ってました。

まさにこういうことかなと思います。そこ

で、この町に若い世代を呼び込む施策、こ

れが今求められている重要なことかなと思

っております。このことについてまずお聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人口減少、少子化、非常に進んでおりま

す。ことしの３月に、まち・ひと・しごと

創生総合戦略、それからアクションプラン、

そういう国の交付金も活用してというよう

なことで策定をしたところでございます。

この総合戦略におきましては、もう議員も

御存じのとおり、若い世代を呼び込むとい

う施策を重視をしておりまして、第一の基

本目標としましては若年層が選びやすい環

境をつくるというものを掲げておりまして、

住宅の多様化と流通の促進、効果的なシテ

ィプロモーションの実施、公共交通の利便

性の向上、これらを挙げております。今年

度はそのスタートアップの年ということと

いたしまして、国の交付金を活用しながら

でございますが、住宅とか住み方の多様化

に係る計画、この計画の策定、それからマ

ーケティングに基づいたシティプロモーシ

ョン、この計画の策定、そのシティプロモ

ーション試行の実施、それから空き家バン

クとか移住相談等のそういう住宅流通の促

進に係る拠点といいますか、チャレンジシ

ョップ、この開設というものを実施すると

いうことにしているところでございます。

総合戦略におきましてはこれらのみでござ
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いませんでして、また住みたくなる子育て

環境をつくるでございますとか、地域の資

源を仕事とお金にかえると、このような視

点でもそれらを目標に取り組みを進めてい

きまして、若年層の定住促進を図りたいと

いうふうに考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略、しっ

かり取り組んでいっていただきたいんです

けども、もうこのような、この町は待った

なしといいますか、できることから早くや

っていく必要があると思います。そんな中

で今回の事件、事故は、事象は非常にこれ

に水を差すような事象で、非常に私自身は

残念に思っておりますけども、それはそれ

としてしっかりと取り組んでいただきたい

と思います。 

  それで、そういうことでいろいろ計画し

てもらってるのは私も知ってるし、しっか

り取り組んでいってもらえると思うんです

けれども、もう待ったなしの状況にきてる

と思うんですね、豊能町ね。このまま少子

化が進んでいきますと豊能町そのものが衰

退してしまうと。そこで前回も私言いまし

たけども、何とか、大小は別にして企業誘

致、若い人が働く場の確保ができないかと。

やっぱりここに集中をしていただいて何と

か実現できるように、やっぱり取り組む必

要があると思ってます。そのことについて

答弁をお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  働く場の確保でございますけども、これ

はやはり議員のおっしゃるとおり、定住促

進の上で非常に重要ということでございま

す。このたび総合戦略のアクションプラン

をつくりますときにアンケートを行ってお

りますが、そのアンケートにおきましても

地域内での就業と、このニーズは高うござ

います。ところが本町はニュータウンと市

街化調整区域ということでございまして、

ある土地は山とか田んぼとかいうことでご

ざいまして、大規模な企業誘致というのは

困難であるということはこれまでもお答え

をしてきたところでございますが、ただそ

の箕面森町におきましては、町内ではござ

いませんけども企業進出の動きが活発とい

うようなことで、そういう動きはこれから

進んでいくだろうということでございます。

能勢電車と本町が共同でその箕面森町に進

出する予定の企業に出向きまして、いわゆ

る営業活動というようなことをこの間進め

ているところでございまして、その箕面森

町に進出する予定の企業にヒアリング等も

行っておりますが、それによりますと、豊

能町を初めとしてその近隣地域での人材を

確保したいと、このようなことを言ってお

られまして、この町での雇用のニーズが高

まるという可能性は十分あるということか

ら、今後は必要に応じましてその適切な雇

用のマッチングといいますか、そのような

ものを進めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今、部長の答弁ありましたように、そう

いう方法もあるかなと。近隣で企業が設立

され、そこで雇用を増していただくという

ことも大切だと思います。そういったこと

も含めて、いろいろな手、なかなかこれや

という答えはないと思うんですけども、で

きるだけ情報をキャッチして、そういうこ

とにつなげていくように取り組んでいただ
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きたいなと思います。この町は非常に環境

が、生活環境がいいと。ちょっと不便さは

ありますけども住環境はいいかなと思って

おります。もう一つは、やっぱりちょっと

おくれてますけども新名神が、うちの町じ

ゃないけども近くにくるということも決ま

ってますんで、少しは以前よりも人の流れ

はよくなるかなと私は期待しておりますの

で、その辺は有効に活用していただきたい

と思います。 

  それと、これは前回も私、お願いしたん

ですけども、豊能町の合計特殊出生率が非

常に低いと、全国のワースト３状況やとい

う。豊能町は0.８、全国平均が1.３９、大

阪府が1.３２。それでも昔に比べたらすご

く低いんですけど、特に豊能町が低いとい

うことで、こういった子どもが少なくなっ

た原因の一つに結婚をしない人がふえてい

ることも一因かと言われております。でき

たら行政指導、行政が仕掛ける方法でもい

いと思うんですけれども、こういった若い

人たちが出会える場を設けることも私は必

要じゃないかなと、そういう時期にきてい

るんじゃないかなと思っております。この

辺について御答弁お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  合計特殊出生率、豊能町非常に低うござ

います。これは結婚を機に豊能町を出ると

いう方が非常に多いということが一つの理

由かと我々は分析をしておりまして、決し

て豊能町で生まれ育った女性の方が子ども

を産んでおられないのではなくて、結婚を

機に転出をして転出先で出産なさっておら

れるということが大きな原因ではないかな

というような分析をしておりますが、ただ、

その議員がおっしゃるようなそういう出会

いの場というか、そういう結婚をしていた

だくような努力、これも一つ必要ではない

かなということは確かにそうであろうとい

うふうに思うんですけど、全国ではあちこ

ちでそういう婚活を支援するというような

ことをしている行政、自治体もございます

ので、豊能町のこの行政として何ができる

かというのはこれから考えていきたいなと

いうふうに思っておりますが、ただ、冒頭

申し上げたとおり、結婚を機に転出すると

いう方が多いというのは、要するに住宅の

事情で適当にその新婚の方が住まれるとい

うような家がないというのが一つ要因では

ないかということも我々分析をしておりま

すので、その住宅の多様化も同時に進める

必要があるのではないかというふうには思

っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  合計特殊出生率の低いのはこういうこと

ですということは前回も同じ答弁を聞かせ

ていただきました。確かにそういう面もあ

るかと思いますけども、極端に低いという

のは何らかの問題があるんではないかと。

先ほどの婚活の話ですけども、例えば北海

道なんかでも、北海道の大地で酪農をしよ

うじゃないかということで本州のほうから

花嫁さんを募集したり、これは極端な例で

すけどもね。そういう例もあるんで、やっ

ぱりそういう豊能町の町、売り出すのにも

非常にいいかと思いますんで、そういうこ

とも今後は考えていく必要もあるんじゃな

いかなと思っておりますのでよろしくお願

いします。いずれにしても、子どもが非常

に少なくなってきているということが、こ

れはもう事実なんで、そこを何とかすると

いうことが大事やと。できることなら何で

もやっていくというぐらいのことがなかっ
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たらなかなか前に進まないと思いますので

よろしくお願いをいたします。 

  それでは次に、最後ですけども、学校教

育の部活動について質問をいたします。ま

ず１点目に中学校における部、我々クラブ

って言うんですけど、活動の必要について。

運動部だけじゃなしに文化系等々も含めて

どのように考えられておるのかお聞かせい

ただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  中学における部活動というのは教育課程

外ということで、指導要領にはこうしなさ

いというのは余り記述はないんですが、学

校教育の一環として、中学校教育において

大きな意義や役割を果たしていると教育委

員会は思っております。生徒にとりまして、

議員の御指摘のように必要性のある活動で

あるというふうに認識しております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今、板倉次長が説明がありましたように、

学習指導要領では、小学校とは違っていわ

ゆるとおりでなってますね。そこで、そう

であるならば、もとい、そういうことです

けども、もう一度その学習指導要領でのク

ラブ活動についてどのように指導するよう

になっているのかいうことをまずお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  先ほどのちょっと御答弁で議員を惑わせ

たのかなと思うんですけども、平成２０年

１月に中央教育審議会が答申を出しまして、

部活動というのが中学校教育において果た

してきた意義や役割を踏まえ、教育課程に

関連する事項として学習指導要領に記述す

ることが必要ということで、その後記述さ

れました。ただ、内容ではなく、留意事項

という項目の中に、生徒の自主的、自発的

な参加により行われる部活動については、

スポーツや文化及び科学等に親しませ学習

意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資

するものであり、学校教育の一環として教

育課程との関連が図られるよう留意するこ

とというふうになっておりまして、その方

法としまして、地域や学校の実態に応じ地

域の人々の協力、社会教育施設や社会教育

関係団体等の各種団体との連携など運営上

の工夫を行いなさいということで、授業で

はないけども学校教育において大事にする

ようにというような記述になっております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  そのとおりですね。私もそのことについ

て少し勉強させてもらったんですけども、

今、次長おっしゃったように、そういうこ

とで、教科ではないけども活動の一環とい

うことで位置づけされております。 

  そこで、つい先日、新聞に、部活動を考

えるっていう、読売新聞、多分見られたと

思いますね。その中で非常に私よかったな

と思ってるのが、先般、野球の日米大学選

手権がありましたね。このときの日本の代

表メンバーに東京６大学、東京大学野球部

のエースの宮台さんという人が選出された。

この人は法学部の３年生なんですね。これ

は東大から選ばれたのは何十年ぶりか。以

前ＮＨＫのニュースキャスターされた大越

さん以来の快挙みたいらしいですけどね。

彼は野球をするときは野球に、勉強のとき

は勉強に集中しますと。両立にはめり張り
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が大切。大学ではふだん、午前中は野球部

の練習参加し、午後からは授業やトレーニ

ングに励み打ち込む毎日ですと。また、彼

が学んだ高校というのは、最も困難な道に

挑戦せよというスローガンがあったそうで

す。これが一つです。もう一つ、ベネッセ

教育研究所というのが、これは２００９年、

部活と家庭学習について全国の中学生8,７

７８人から回答を得た調査では、自宅で１

時間以上勉強していると答えたのは、部活

をしている中学生が４５％、部活をしてい

る学生が４５％。途中退部した生徒は２

７％。部活をしていない生徒は３４％。ゆ

えに部活活動も勉強もやっぱり頑張れる生

徒は時間の使い方が上手やと、工夫してい

るというような報告をされております。私

も実際そうやと思います。クラブ活動を一

生懸命する子はそういったことが私は言え

るんじゃないかと思ってます。 

  そこで次の質問ですけども、今後ますま

す少子化が進んでまいります。そういった

状況の中、今後の部活動をどのように考え

られておるのか。私は部が少なくなるんじ

ゃないかと心配しておりますけども、その

辺についてお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今、議員の言われました、部活動をして

いる子どものほうが自宅で学習をしている

時間が多いということは、先ほど言いまし

た部活動の目的の中に、自主的・自発的活

動を力をつけるという部分があったかと思

います。学習においても同様で、やはり中

学生段階におきましたら自主的に、自発的

に何か意義を認めて自分で動くという力が

とても大事かなと。そういう部分ではクラ

ブ活動というのは有効であるというふうに、

私というか教育委員会としては捉えており

ます。 

  今の部活の数のことなんですけども、現

在吉川中学校は３１９人おりまして１３ク

ラブあります。ただ、この夏で一つクラブ

がなくなります予定ですので、１２クラブ

になるかと思います。東能勢中学校では今

現在１００人で６クラブということになり

ます。それで私が個人的に平成３２年度想

定しましてクラブ数の予想というのを考え

てみました。それはどうやって出したかと

いいますと、現在吉川中学校では３１９人

生徒がいるんですけども、４６人が部に入

っておりません。だから２７０名程度の子

どもが入っているわけですけども、それを

１３部いうことは１クラブ２１人になって

ます。それを平成３２年度の２４０の、生

徒数の予想は２４３人としておりまして、

今の不参加率からいきますと１４％の子ど

もですので、３４人ほどが参加しないとい

う前提で考えましたとき１０クラブしかで

きないなと。つまり３２年になると３クラ

ブぐらい減るかなという予想を私は持って

おります。東能勢中学校では現在６クラブ

ですが、同じようなことを考えますと５ク

ラブ、つまり１クラブぐらいは減らないと

いけないかなと。東能勢のほうが生徒数の

減少は少ないかなと予想しております。と

なりますと、やはり今、教育委員会として

考えなければならないのは、子どもの自主

的・自発的な活動の場であるクラブ活動を

どのように教育委員会として維持というか

活性化できるような施策ができるのかなと

いうのは大きな課題だと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今後かなり減っていくということで、部

の数も減っていく、当然かなと思うんです
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けどね。やはり子どもたちにとっては中学

生に入ってあのクラブに入りたいとか、こ

ういうクラブに入ってやって３年間やって

みたいという子どもも結構いらっしゃると

思うんで、そういう面からいくとちょっと

寂しい話が現実かなと思いますけども、そ

の辺難しいとこで。 

  そして次に、これ先ほど言われました自

主的な部活動を通じて、私は学習意欲の向

上はもとより、人間性や協調性を高め、ま

た将来社会へ出たときの社会性、こういっ

たものも育むためには、やはり中学時代の

部活動というのは非常に、運動限らず音楽、

文化、含めて私は重要なことだと思ってお

ります。それを何とか活性化しながらやっ

ていく必要があると思うんですけども、そ

の辺について最後になりますけども答弁を

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  私も中学時代バレーボール三昧で、地区

大会で優勝しまして、いいしれない喜びを

感じたもんですね。高校に行ってからもバ

レーをやってたんですけど、ほとんどサッ

カー部の連中とサッカー三昧で、そんなこ

とをやりながら過ごしたので、それが今の

自分をつくってるかどうかは別にしまして、

中学校時代、高校時代のスポーツ、文化活

動に取り組むのはとてもいいことだと思う

ので、今、議員のおっしゃった提案という

のはとてもすばらしいことだと思います。 

  それで私も含めてですけども、やっぱり

部活に入ってて仲間関係だとかそれから顧

問の先生がとてもいい人だったり、好きな

スポーツであったりって、やっぱり魅力が

あったんだと思うんですね。だから非常に

漠然とした言い方なんですけど、もし部活

が少なくなったとしても、その一つ一つが

魅力的になっていくことが重要だと思うん

ですね。そのことによって人間性がアップ

していってもらいたいと思うわけです。そ

のために、当然その学校の教員が部活の顧

問として頑張るわけですけれども、これに

はでも先ほどの学習指導要領に書いてあっ

たように、地域の方々、関係団体の方々の

協力は欠かせないもんだと思うんですね。

だから規模は少なくなったとしても、教育

委員会とすると、部活のその質の向上を願

うとすれば、地域の方々、専門家の方々を

大いに参加していただいて、それで一部ア

ウトソーシングすることもあるかもしれま

せん、場合によってはですよ。そういった

ことを一つ一つの部活を少なくなったとし

ても魅力的にしていくという努力を、今後、

議員の皆様と相談したり、さまざまな方々

と相談してやっていくということが、今後

の、子どもが少なくなったとしても、私た

ちが取り組むべきことではないかというふ

うに思いますので、どうぞその辺のことに

ついては御協力御支援方いただきたいと存

じます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  多感な時代、中学生３年間というのは私

は大切な時期じゃないかと、人間形成の大

きな時期でもあるし、友達づきあいもあり

ますし、物事に熱中するということは、ひ

いては勉強にも力が入るということだと思

います。我々の時代はそんなに裕福じゃな

かったんで、満足な部活動なんかもできな

かったんですけど、幸い今の子どもは非常

に恵まれてますんで、できるだけそういっ

たことをできるように。ちょっと数が少な

くなっていくというのは非常に私は酷かな

と。野球したいのに野球できないとか、サ
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ッカーしたいのにサッカーできないとか。

クラブはあるけど試合に行けないとか、そ

ういうことがあっても私は困ると思うんで、

その辺はうまく豊能町の中で考えていただ

いて、やはり活動するということはそれを

披露する場がなかったら力も入らないと思

いますんで、まだこれからいろいろあると

思いますけども、しっかりと議論していた

だいて、豊能町の子どもたちが立派に成長

するように御尽力いただけますことをお願

いいたしまして質問を終わります。ありが

とうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。

お席にお着きください。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま御指名を賜りました西岡でござ

います。 

  通告書を出しておりますけども、かなり

その問題が進展しておりますので、答弁が

いただけない部分が大分あるんではないか

なと思いますが、違った観点から質問して

いきたいと思います。 

  まず町長にお聞きしたいんですけども、

今回の事件については詐欺事件であると私

は感じておりますけども、町長の認識はど

うですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  印鑑が偽造であったといったことではそ

の詐欺に近いというふうには考えます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうすると、詐欺事件ということになれ

ば告訴の手続をとらないかんわけですけど

も、新聞では組合を訴えているのは、刑事

告発を検討しているということを７月の２

３日に言っております。どれぐらい段取り

してますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それは、刑事告発といいますか、私が答

えましたのは、弁護士等も相談をしながら

どういった手が打てるかということについ

て検討を進めるということでございまして、

まだ実は検討している段階でございまして、

今、搬入・搬送等、廃棄物のこういったも

のがあって、それを優先にしてるというこ

ともございまして進んではおりませんけれ

ども、弁護士とは相談はしているとこでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  先ほども全ての議員から質問が出てます

けども、非常に対応が遅いというか、対応

してないんじゃないか。私が今まで言って

いるように対応じゃなくて適応してるんじ

ゃないかな。適応というのは結果が出たこ

とをその住民に押しつけるというような形

ではないかなと思うんです。対応ができて

いないと。私は今までその質問を聞いてい

まして、町長はこの問題誰が起こした問題

と認識してるかと。先ほども質問ありまし

たけども、全くそういう認識がないと。ど

んな責任をとるつもりかということに対し

ても全くその責任を感じていない。それか

ら、有形無形の失墜の意識があるのかなと

いうふうに質問されてある方も議員さんた



 

 2－71 

くさんおられましたけども、これもないと。

今まで何をしてきたのかって。私はいつに、

施設組合は隠蔽工作をやってきたなと思っ

ておるんですけども、町長はどう思います

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理を最優先にしてきたところでござい

まして、その中で情報の提供についてはお

くれたといったことについては非常に申し

わけないというふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや違うでしょう。隠し回ってきたって

言ってるんですよ。何もその情報が遅かっ

たとかそんなことは聞いてないんです。な

んで隠し回ってきたのかと聞いてるんです。

どうです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これはやはり風評被害等、そういったこ

ともありますので、処理を最優先にした結

果、情報については非常におくれた、情報

提供についてはおくれてしまったというこ

とについては、非常に申しわけなかったな

というふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、私が聞いてるのは、じゃあ聞き方

を変えましょう。その詐欺事件とわかった

のはいつですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ７月２２日の時点で夜にそのファクスが

届いて、その中でそこの会社の印影とは違

うといったことがわかりました。その時点

で判この偽造があったといったことで、そ

のときに感じたとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いやそれはその印鑑以前の問題で、あそ

こで処理する、あそこ言うたらいかんのか。

その大牟田の三池製錬でやるということが

変わったと。先ほどの質問の中でもそれに

かかわった人物の中に前副町長が入ってお

ったという話です。じゃあその原因か、詐

欺にかかったのがわかったときに、副町長

にいろいろその問題についてお聞きしまし

たか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  副町長とは当初から情報共有はしており

ますし、そんな話があったときには電話で

は話はさせていただきました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  おかしいやないですか。じゃあ前副町長

は詐欺にかかってその後、何か町長に進言

しましたか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  特に進言ということはなかったです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  あなたはそのあれでしょう。副町長に聞

いたんでしょう、こういうことになったと。

そのときにもう副町長はやめておったでし

ょう。その後、電話して聞きましたか。ど

ういう対応でした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  要はこれは、その以前から、どういった

ことであるかというのは必要な事項につい

ては情報は共有をしてきたとこでございま

すので、それについてそれ以上特に話はな

かった。そういったことがあったというこ

とをお伝え、電話で伝えたといったとこで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  いや町長、聞いたかどうかについて言っ

てるからね。共有とか違うんです。共有は

それまででしょう。それ以降聞きましたか

という質問ですから答えてください。中井

さんに聞きましたかと。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ですから以前より中井副町長とはこの件

について、その以前からもずっと、仕事進

めてるときからもずっと共有をしてきたと

こでございまして、ですからこういった事

実があったといったことについて、こんな

んだったということで話をしたというとこ

ろでございます。ですから当然、中井副町

長も大変驚かれていたといったところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私、今までおかしいなと思ったんやけど、

じゃあ中井副町長は施設組合でどういう立

場で動いておったんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  これは非常に、ダイオキシンの処理とい

うのは非常に重要な案件でもあり懸案事項

でもございましたので、施設組合の補助と

いいますか、その応援に行ってもらったと

いったとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いやいや、応援という形というか、きち

っと施設組合に籍を置いて動いたんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  要はその書類上とか、そういったことで

籍を置いてという形ではないですけれども、

重要な案件ですので、助けて、この業務に

ついて助け、その業務について進めること

について中井副町長も一緒にやってもらっ

たといったとこでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 



 

 2－73 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、施設組合の職員として要請して動

かしたんですかって聞いてる。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  いえ。業務について援助を求めたといっ

たとこでございます。ですからそこの役職

があったというわけではないですけれども、

あの役職としては副町長ですけれども、施

設組合の中では、そこで施設組合で役職を

つけてという話ではございませんでして、

業務の援助を求めたといったとこでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  違うがな。今回、職員を施設組合、あれ

しましたやろ、２人。そういう形できちっ

と籍を移してやったんですかっていうてん

ねん。職員で行かしたんか、向こうの職員

にしたんか、どっちですっていうことです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長、実は８月６日に契約に行って

おられるでしょう。そういう立場も踏まえ

て答弁願います。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですから、先ほどと答弁一緒になります

けれども、要は施設組合の中で例えば理事

とか課長とかそういったものについてもら

うというような形でお願いしたわけではな

くて、副町長としてこの施設組合の業務、

これについて援助していただくということ

でしていただいたとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから施設組合の職員じゃないですやん。

何でそんなことするんですか、あなた。だ

からあなた、豊能町の町長と施設組合の管

理者とすみ分けができてないのよ。変に利

用するから、中井副町長がおかしな立場に

なった。だから新聞では、私は豊能町長の

命令を受けてやってますってこう言われた。

あんたそんな命令して豊能町がやることで

すかいな。施設組合がやることでしょう。

責任とらなあかんですよ、あんた。何でそ

んなことしたんですか。答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ですので、このダイオキシンの処理とい

うのは非常にこれまでの懸案事項、両町に

とっても大事な話でございましたので、施

設組合だけで進めるには、より、副町長も

入っていただいて進めるほうが必要だとい

うふうに、私は判断いたしましたので、助

力を求めたとこでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  ちょっと、暫時休憩します。 

（午後３時２２分 休憩） 

（午後３時２３分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、よく町長は前に、私が解決しよう

と思ってるのに、議員さんがいろいろ邪魔

してみたいな言い方してるけども、どの議
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員もこの問題の解決を本当一日も早く望ん

でるんですよ。あなた、非常に失礼な言い

方してるけど、少しでも早く解決しよう思

うとんですよ。 

  私も少しは役に立つかなと思って、２２

日やったかな。７月２２日のマスコミの報

道の中で、何でそないなったんか知らんけ

ども、豊能町の議員が中井さんに紹介した

みたいなことを副町長が答弁してるわけ。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  副管理者が。能勢町長が。殊さら何でそ

の豊能の議員言うたんかは知りませんけど。

後で確認したら、要するに前副町長に電話

したら、西岡議員が豊能町に連れてきたと。

確かに連れていった。あなた覚えてますか、

私が連れていったとき。どうです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  西岡議員に紹介いただいたのは覚えてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  紹介いう言葉は間違いでっせ。あんた知

ってましたやろ。紹介じゃないでしょう。

それ以前に知りませんでしたか、井上さん

を。答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私の記憶の中では初めて会わせていただ

いたのかなと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  私は覚えておりません。私の記憶の中で

は初めて会わせていただきましたと思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうすると、中井副町長と言うことは全

く違うわけ。西岡議員が連れてきはったか

ら初めてみたいな顔したけど、顔を立てて、

私は組合で何回でも会うてますと。 

  じゃあ聞きますけど、この井上さんが施

設組合にいつごろから営業にいってるか御

存じですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それについては、今回、質問の中でもあ

りましたので施設組合に確認しましたら、

平成２３年ごろからというふうに聞いてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから、あなたが会ってないわけがない。

みんな、全ての人が知ってるんだ、あの人

のことは。 

  で、一つ聞きたいけど、１億円の仕事を

渡すときに、相手の会社を調べんと渡しま

すか。調べましたか。どうです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  いえ、特には調べておりません。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  あんたようそんな簡単に言うね、特に調

べてないって。誰のお金や思ってますねん。

血税でっせ。だから、ほかの議員も言って

るように、あなたの賠償責任、個人的に出

てきますよ、そんなことを言うておったら。

ちゃんと考えて物を言わんと、あなた終わ

ってからも、議会としてもそうですけども、

個人的に賠償責任負いまっせ。さっき建設

部長が言ったように。こういう行政間の問

題は別として、個人的にはそういう発言し

ておったら賠償責任負いますよ。もう一回

ちょっと言い直してください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。わかりましたか。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私は、私としてはそれは確認はしており

ません。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午後３時２９分 休憩） 

（午後３時２９分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  普通、先ほども橋本議員が言うてますよ

うに、一般で考えたら考えられへんことで

すわ。ただ、その行政でも、行政ならなお

さら、１円たりとも無駄な金を使わないと、

きちっとするのが本当ですよ。だからこん

な、行政が相手の企業調べるのはもう基本

中の基本ですよ。それをなぜしなかったの

か。ちょっと答えてください、何でしなか

ったのか。そんなもん、しませんで通りま

せんで。何が原因でしたんや。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私としては特に、以前からも出入りがあ

ったというふうな、先ほど話ありましたけ

ども、私、御紹介いただきましたし、特に

は、別にそのときは疑ってはおりませんで

したけれども。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  あなた、紹介紹介言うてるけど、あのと

き何の話やったか覚えてますか。答えてく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確か、実験の資料の提供といったことで

御紹介あったと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから今回の三井製錬のことで紹介した

んちゃいまっせ。そうでしょう。だから、

新しく事業を三井製錬と結ぶときは。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  三池製錬と結ぶときは、相手の会社を調

べんというような、そんなあほなことない

でしょう。随契にしても何にしても。そん

なもん論外でしょう。２３年から来てる会

社でしょう。それをなぜ調べないんですか。

それはもう完全な落ち度ですよ。住民に対

する背任行為ですよ。この７５％出資して
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いる豊能町に対しても背信行為ですよ、そ

れ。そんなむちゃなことを平気で言うよう

な、おかしいんちゃいますか。どないです。

わかってないな、この人。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  どうお答えしたらいいんですかね。あの。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  本当に、御紹介も、僕、非常に信頼して

おりますし、議員さん信頼しておりますし、

御紹介いただいたということも。ただ、そ

の、特にそこの、これまでも、初めて会う

ということもなかったですし、特には調べ。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長、何言うてるかわかってますか。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  いやいや、初めてでもなかったいうのは、

以前会っておったんですか。答弁違うてる

んですよ。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  部長にちょっとお伺いしますわ。そんな

ことあります。１億円の仕事渡すのに、相

手の会社も調べんと渡しますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町の場合は、入札参加資格を得るために

いろいろ経営事項審査とか行いますので、

そういう審査を行った上で契約をするとい

うのが基本でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  見てみなさいや。当たり前でしょう、そ

んなもん。何を考えてますのや、あんた。

長いこと行政マンやってきてますやろ、大

阪市でも。契約いうこともわかりませんか。

契約する前に相手の会社調べませんか。ど

んな会社かわかれへんのにやね。これ、あ

れでっせ。まだ考えてるけど、おかしいん

ちゃいまっか、あんた。常識ないよ。常識

以前の問題やで、これ。人様の金を預かっ

て、特に税金ですやん。皆さんの金、預か

ってるわけです。何使うてもええけど、き

ちっと使わなあかんやん。基本の基本やで、

行政マンとしては。違います。今の内田部

長の答弁でもそうですやん。だからここに

問題があるんですよ。あんたの常識はよそ

の非常識ですわ、ほかの人の。自分が正し

い思ってるんですわ。正しくないよ、あん

た。即刻やめな、これ大変なことになるよ。

これ、どない言うたらええかな。わからん

からどうしようもないね、これ。 

  ほかの質問しますわ。それともう一つ、

隠蔽工作いう分では、施設組合の中の組織

が全くなってない。意思統一が図られてな

い。皆ばらばらに言うてる。その原因は、

多分豊能町と能勢町の選挙があったことで、

あなた方２人とも逃げてる。時期をずらし

て問題解決しようとか、そういう兆しが見

える。なぜかというと、私がじゃあ、その、

今、私が紹介したという話やったら、なぜ

私呼びませんねん。ちょっと教えてくださ

いとか。知っておったら皆教えてあげる。

私はあのとき、２２日の質問で勘違いして

おった。２６年に会うたんを２７年って言

うてもうた。２６年におたくに紹介したで

しょう。覚えてますか。覚えてるはずです

わ。覚えてなかってもよろしい。私はちゃ

んと中井副町長に聞きましたから。２６年

の１０月と１１月に連れていってます。そ

れでサンプルをくださいという話。ただ、
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あの人は、このマスコミにいろいろ聞きま

したら、２３年度からサンプルをください

いうことで施設組合に直接行ってます。前

管理者にも会わせてくれという話もあった

らしいですけども、水間さんという人が会

わせなかったという話で、今回は町長に会

わせてくれって、会わせましたんやない。

サンプルの話ですわな。だからそのことで

あなたが、私が紹介したというのやったら、

即刻私にちょっと来てくれと、何で言いま

へんのや、わかったときに。逃げてますや

んか。私は何かあったら思って、あ、あの

人私知ってるわって言うた。それだけでい

ろいろうわさは立ったけど、でも別に悪い

ことしてないから。でもあなた、逃げたら

いかんよ。きちっと問題解決のためにやら

なあかん。中井副町長も呼びね。私は終わ

ってから、あの問題が起きてからも井上さ

んという人に電話したら出ましたよ。情報

も聞きました。それ以後は電話、シャット

アウトになってますけど。何とか問題解決

しよう思って。前向きにやらなあかんです

よ。問題は逃げたら追いかけてきまっせ。

だから、そういう隠蔽工作をするから問題

がこないなってるわけですわ。 

  それと、先ほどから皆さん質問してる中

で、あなた行政マンにも信頼ない。前も言

うたでしょう。はだかの王様になってるわ

け。それもわかってない。だから協力体制

とらなあかんでしょう。全くできてないよ。

町長として動くんやったら、議会にもいろ

いろ協力体制やったらよろしいやん。それ

をやらんとやね。とにかく、やることなす

こと成り行き任せ。結果出んでもええわ、

やってますと。さっきも質問出てましたけ

どね。今後どうするのかちょっと聞きたい

んやけど、まあ先ほどから聞いておったら、

どうも自分の責任も感じてないし、賠償責

任も感じてないみたいですけども、あなた

私は今までいろいろなことをやってきまし

たって言いましたけど、差し引きしてもそ

れは足らんぐらいのマイナスを豊能町に与

えてますよ、あんた。それを、これからの

後の人につけを回すいうことでっせ。それ

に対してどう思ってます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  処理するということが大事だというふう

な形で進めさせていただいた結果、こうい

う形になったというのは非常に残念で申し

わけないというふうに思っております。で

すので、後にも続くことになろうかと思い

ますけれども、私のこの任期の間にできる

だけこれについてはできることはやってま

いりたい。それが最後の責任だと思ってい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そんなん責任のとり方ちゃいまっせ。後

の人どないしますんや。何億の借金抱えて。

あなたのために、それ借金負うていきます

んやで。我々議会も。一般の人も。これか

らずっと税金使うんですよ、あなたのおか

げで。それに対して、これからやっていき

ます、そんな話ちゃいまっしゃろ。わかっ

てない。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  常識はずれてます、はっきり言うたら。

それがわかってないだけにどうしようもな

いけど。だから皆さんが言うように即刻や

めるのが一番やけども、これなかなか、政

治家っていうのはなかなか、一度そういう
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権力を得たらなかなかその放しがたい。何

が何でもやるって、能力がなかってもやる、

しがみつくと、そういう傾向があるんです

わ。ですから、これからトップの個人的な

賠償責任をどうするかいうのを、終わって

から考えてください。必ずありますよ。言

うておきますわ。弁護士か何か知らんけど

雇ってちゃんとせんと。これ、田中個人に

対して多分賠償責任を求められると思いま

す。住民さんからもそういう請求もくるん

じゃないかなと思いますので、その辺は認

識していただきたいと思います。 

  環境テクノロジーも、さっき言いました

ように、早い時期から施設組合へ行ってる

から、知らん人はおらんはずですわ。おら

んかったら、あなたは、さっき言うたはだ

かの王様で相手にされなかったと、全く無

視されておったということですわ。ほかの

人は全てあの人のことを知ってるはずです。

先ほども議員から質問ありましたように、

大阪府で問題を起こしてます。そんなこと

はちょっと調べたらわかることです。まし

て１億円の仕事を渡すのにね。多分その５

億円の仕事が１億円になったいうんで、ほ

いほいいうて渡したんかどうかは別として、

そのときに紹介した議員こそ問題があるわ

けですよ。だから私は３人の議員がおると

聞いてます、本人から。１人は能勢の議員、

２人は豊能の議員と言われてます。そんな

ことここで言うのは別ですけど。じゃああ

なたは知ってるんやったら、誰にいつに紹

介されたって言いなさいや。誰が紹介した

んですか、その時点で。そんなこともわか

らんと、あの２２日に何でそんなことを言

わすんですか、副管理者に。ほんで副管理

者が言うたときに、何であなたが違います

って否定しまへんねん。豊能の議員全員疑

われてることになりまっせ、３人もおれば。

あと２人おるいうことになりますがな。だ

からそういうことも、結局説明せんなんこ

とを説明せんと要らんことばっかり言うて、

問題ばっかり起こしてるんですわ。あなた

が解決、行けば行くほど問題起こしてるわ

けですよ。それは事前の対応がないから。

事後の適応だけやってるから。つけは住民

さんに回しておったらええわと。そういう

意識もないでしょう。事前の対応しました

か。そういう意識ありますか。答えてくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時４４分 休憩） 

（午後４時０２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど御指摘あったのは、このような事

態になったことについて事前の対応が不十

分であったのではないかといった御質疑だ

ったと思います。それにつきましては、確

かにこのような事態になりまして、もっと

事前に何か対応がとれておればこういった

事態にならなかったのかもしれなかったと

いうのは、今となってはそう思いますけれ

ども、当時といたしましては処理を最優先

にし、これが最善であるというふうなこと

で進めてまいった、そんな中で情報提供等

が非常におくれたことについてはおわび申

し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  情報がおくれたんやのうて、隠し回った

ということですわ。 

  今、話聞いてますと、ほとんど知らない。

言うて悪いけど。だから、その施設組合の

中でどんな議論をして、どういう対応をし

たのか、もうほんま摩訶不思議ですわ。そ

のつけが結局住民さんに全部回ってると。

今後もう、その莫大な費用が豊能町にかか

ってくるし、信頼の失墜はこの上ないと思

います。行政も、今まで黙って見ていたけ

ど、今後はもっとその性根を入れてやらん

と、もう豊能町崩壊寸前です。そういう危

機的な状況をやっぱり意識して、やっぱり

ちゃんとしてほしいと。もう言うてもわか

らんと思いますからやりませんわ。だから、

これから成り行き任せでなくて、やっぱり

一つずつ解決することでやってほしいと。

個人的な賠償責任については、先ほど話あ

ったようにきちっとやってもらわんと、本

当に住民さんからの訴えも出てくるんじゃ

ないかなと思っておりますから、その点は

自己責任を認識していただいて、多分町長

にこれからの豊能町のいわゆる損害予想額

なんか聞いてもわからんでしょうし、個人

のこともわかってないと思いますんで、せ

めて自分の個人のことだけはきっちりと自

己責任を認識して対応していかなければ大

変なことになると思いますので、それだけ

言うておきます。 

  本来ならきちっとしたあれしてほしいん

ですけども、ただ、一般の方もちまたの声

を聞くのは散髪屋さんが一番いいなと。こ

の間、私、散髪屋さん行きました。ほなら、

まあそれは議員さんむちゃくちゃ言われて

ますわ。議員は知っていて当たり前ではな

いのかって言われました。いや、私は神戸

からのあの新聞で初めて知りましたって、

信用しない。まあ信用しないですわな。議

員は一体何をしておったんかと。長いこと

かかってこの結果かと。恥ずかしくてこの

町に住めないって。どこへ行ってもこの話

が出ると。もし私にお金があればよその町

へ行くと。不動産価値が下がって、風評被

害で売れないと。だからこの町は出ていけ

ない人だけが残る町やと。こんな町に誰が

したって、責任をとってくれと、誰が責任

とってくれるんやと、責任者出てこいと、

そこまで出てるんですわ。これ、町長どな

い思います。あなたの采配一つでこんなこ

と言われますんやで、議員さんも。だから

議員さんも、この辺も踏まえて、今後、や

っぱりよっぽどの対応をしていかんと大変

なことになるんやろうなと思います。 

  これは置きまして、次の東西交流の定住

施策について聞きたいと思います。私もリ

レー便に乗りましたけども、これ、全く無

駄やなと思いました。交通会議というのは

町長の諮問機関と思うんですけども、どう

ですか、部長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地域公共交通会議の位置づけでございま

すけども、議員のおっしゃるとおり諮問機

関であると、そういう位置づけであること

は確かでございます。一方では、電車の会

社もバスの会社もタクシーの会社もそれぞ

れ入っておられる、また、地域の代表も入

っておられるというようなことから、利害

調整機関ということも言えるかというふう

に思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから、これはやっぱり町の意思も反映
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する場であると思います。交通施策という

ことで、老人に優しい町、地域活性化とい

うこと、第４次総合計画も踏まえて検討し

ていくことやと思います。リレー便に関し

ましては、委員長をされている方がそのリ

レー便はこれからやと。試験的にやって五、

六年やないとその結果が出ないというよう

なことを言うてますけど、１億５,６００万

円を５年間も使っても、私はしゃあないと。

私が調べた範囲では、１日、東西のために

乗ってるのは３人ですわ、東へ行ってる人

は。全く意味ない。それやったら東西便に

変えて、福祉施策として東西の交流、地域

の活性化を図ったほうがいいと思います。

部長に言うたときに、交通会議でやってい

きますということで、今後それを積極的に

議論していただきたいと思うんですけども、

どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  もうこれは何回も答弁差し上げてまいり

ましたので、もう御存じかというふうに思

います。このリレー便というのはもう最終

形ではなくて暫定的な形ということでやっ

ておりまして、本町の公共交通基本構想、

これにおきましては、ときわ台駅のバリア

フリー化と駅周辺の整備、また、箕面森町

線のときわ台駅への延伸、これらは最終形

というふうにしておりまして、それにより

まして幹線のバス路線で東西移動もしてい

ただけるし、通勤・通学にも使っていただ

けるというような最終形を目指しているも

のでございまして、今はこの基幹路線の確

立、これを目指しているというところでご

ざいます。 

  議員は以前から、その東西バスについて

福祉の観点でということも言っておられま

す。福祉の観点であろうがなかろうが、そ

の交通体系を変えるということについては、

先ほど申し上げております地域公共交通会

議、ここに諮る必要がございますので、今

後ともその地域公共交通会議を中心としま

して交通体系を考えてまいりたいと、この

基本姿勢は変わってございません。よろし

くお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、交通会議で諮ってもらうのも結構

ですけども、今の状況では無駄の一言です。

はっきり言って１億5,６００万円、放って

るような話です。今やることじゃないです。

暫定的にやる前に東西のあの直行便を走ら

すほうを優先したほうがいいんだと私は思

いますけども、これは交通会議の中でやっ

ていただきたいと思いますし、今回、私、

交通特別委員会の委員長を賜っております

ので、交通特別委員会の中でも検討してま

いりたいと思っております。 

  きょうはもっと、要するにそのダイオキ

シンに関しても、後を大変、引き受けるの

が、もうつけを後に回すと大変なことにな

る。その責任の継承というのか、この辺は

大変なことになると思うので、町長がどう

感じているのか聞きたかったけどもそれも

ないということで、非常に残念であります。

これまで質問してまいりましたけども、ダ

イオキシンに関しては行政面における対外

信用ですか。財政面においても体力的にも

非常に厳しいということで、双方において

豊能町の危機的な状況にあるということは

明々白々であります。ですから、部長言う

ように、今回の事件で、やっぱり政治家と

して覚悟があるのかと私は疑問に思いまし

た。権力の効用を信じないものは政治家に

も経営者にもなれない。トップにはなれな
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いと。みずから権力を握って、これを自他

のために役立てる。しかし、権力ぐらい人

を堕落させる者はない。権力支配には名聞

利養が伴い、道徳的な腐敗を生じやすいと

言われております。ポイズン・オブ・パワ

ー、権力の毒という成語もあるわけである。

ですから、ひとたび権力を握ると、人間は

驕慢、おごりという毒に冒されると言われ

ております。しかも一旦この毒に冒される

と尋常なことでは直らない。死んでも権力

を離すまいと執着する。つまり、塩水を飲

めば飲むほど口が渇くように、権力を得れ

ば得るほど安らぎが去り、不安と焦燥が後

から後から追いかけてくる。これは伊藤肇

という評論家が言っておりますけども。だ

から、これから先のつけの問題であります

けども、町長選があります。今回の、だか

ら選挙は危機感を持って、政治家として覚

悟を持って立候補している人を選びたいも

のであります。町長については、やっぱり

行政は継続でありますから、つけを回さな

いように。継続であります。ということで、

町の将来が見えない、今は危機的な状況に

あります。トップは町の将来、住民のため

に真の権力行使をする覚悟があるのか。町

の将来が見えるまでトップの歳費を５０％

ぐらいカットして、職員の給料を５％ぐら

いカットするぐらいの覚悟があるのだろう

か。議員についてもこれからは大変です。

議会と行政は車の両輪ということをよく言

われますけども、行政とともに町民の福祉

向上のためにまっしぐらに走れるのか。議

員の歳費の３０％カットぐらいしなければ

間に合わへんのちゃうかと。トップが方向

を間違ったときにチェック機関として最高

の権限行使である、６月の議会ではできな

かったけども、不信任案を突きつける覚悟

はあるのかな、住民さんも真の政治家を選

ぶ勇気と意識と覚悟があるのかな、いろい

ろ考えて、今回の選挙も見たいと思うんで

すけども、今回の一般質問で、やっぱり行

政、それと議会、住民の協働、町長の言う

協働がなければ、町を出ることができない

人ばかりが残る最悪の町になるのではない

かと自覚いたしました。今後、各人が同じ

方向で、町の再建に向け邁進することを期

待いたしまして、一般質問を終わりたいと

思います。町長も頑張ってください。終わ

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  御指名をいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 

  午前中からずっとダイオキシンの問題ば

かりでございます。私も通告は少子化対策、

それから農業対策、観光業務について、最

後にダイオキシンの処理についてという通

告をしておりますけれども、この４番目の

ダイオキシンの処理について、今後の方向

性についてどのように考えているのかとい

うことにつきまして、まず質問をさせてい

ただきます。 

  今回起こりました、この一連の件ですね。

世間一般、また我々は不思議なことが起こ

ったなというような感じでございますが、

私はこれは不思議でも何でもない、初めか

ら結果がこのようになるであろうというよ

うに思っておりました。町長は初めからこ

の結果についてどのように考えておられた

のか、まずお伺いしたいと思います。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  このような結果になろうとは思ってはお

りませんでした。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  このような結果になるとは思ってません

でしたというぐあいに今、答弁されたとい

うことですね。このような結果になるよう

に思ってなかったということは、もう既に

トップの器でない、リーダーとして町長に

とどまる資格はないというふうに思います。 

  例えば、例を挙げて言いますと、先ほど

から質問あった、取り上げて言いまんねん

で、取り上げて。大牟田市の三池製錬で地

元の関係団体が反対したというふうに初め

は言っておられますけども、その地元とい

う言葉を取り除いて関係団体の反対あった

と。これは初めから反対するもんがおって

こそ、初めて今の状態がなり立つわけです

わ。その反対の団体の団体名は、あなたは

御存じだと思うけどね。御存じやったら言

ってください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当該会社からは関係団体というふうな形

で言っております、聞いておりますし、そ

れについては非常に、関係団体といったこ

とで私は認識しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  知ってるか知らないか。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  知ってるか知らないかお答えください。

町長、知ってるか知らないかで答えてくだ

さい。質問はそうですので。田中町長。知

ってるか知らないかで答えてください。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  これまで言われてきたことで結構ですか

ら答えてください。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  非常にこれは、企業からもデリケートな

問題というふうに聞いておりますので、私

は知っておりますが、この場での発言は控

えさせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、まさしく町長がおっしゃったように、

答えられない点、この問題の一連の起こっ

たときから今日までたくさんあると思いま

すわ。だから、新聞報道やマスコミの記者

が言ってる、あるいは我々も言っているよ

うに、仮置き地を決まったら即刻やめると

いうふうに記者の前でもおっしゃってんか

ら、あと数日間、放り込みが終わったらや

めてもうたらええわけですわ。それがあな

たの責任のとり方。どない思われます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  要は川上議員から御提案があったことに

つきましては、私、そういうふうに川上議

員と約束はさせていただきましたので、そ

れはそういうふうにしようと思っておりま
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したけれども、今は、今回やっぱり最後の

最後までできる範囲のことをやるというの

が、私は責任ではないのかということで、

今、思っておる次第でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  勘違いされてもうたら困るわけですわ。

私と田中龍一さんとが２人で話し合いをや

っての話ちゃいまっせ。豊能町の一議員と

して質問して、あなたが約束したことや。

ということは豊能町の議会に約束したこと

になりまんのやで。その認識は、あなたの

認識全く違う。記者にもそういうふうにお

っしゃっている。現実、今でも多分残って

おるはずやけど、産経の何かコンテンツか

何やいうとこに、ずっと一連の載っておる

とこでね。仮置きの場所が決まって、そこ

へ持ってきたらもう町長の職をやめますと

言うてはりましたやろ。書いてまんがな。

ほんで、あなたが任期まで努力します言う

たって、あなたの今までのことをやってき

たこと、あなたがうろうろすることによっ

て余計あかんようになりまんねん。それが

わかりまへんかな。あなたがおらんことに

なったほうが、ちょっとでも前へ進みまん

ねん。それ、社会一般常識ですわ。あの高

山の件で、高山で責任持ってやったると、

それはできひんかった。結果としてそれは

できひんかった、結果。それは余野がやっ

てくれた。例えば余野がやってくれた、そ

の余野に対してあなたはどのように行動さ

れましたか。ちょっと言うてください。３

日か４日かの間に。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  どのような行動。当然、職員等を通じて

いろいろ話はしていったところでございま

して。そうですね。ですから、いろいろ、

職員通じて地元の人との話をしながら、今

回、総会も開いていただき、苦渋の決断を

していただいたところでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  結局、職員通じて聞かれただけでんがな。

初め余野は２４日に総会やる言うてました

んや。ほれで我々、我々で副議長が大阪府

まで行って、できるだけ早いことデータ出

してくれということで交渉された結果、最

短でも２４日しかできひんということでし

たんや。ほんで２５日は高山で説明会をす

る計画にしてましたんや。ほんで余野のあ

る人と連絡をとり合うて、それで２４日や

ったらデータが出てきへんから、もし余野

でされるんやったら２５日にやったらあの

データが出てきて説明してくれるからね。

高山のほうではそれ以後に、もし余野でな

らなかったら以後にしますから２５日にし

たらどうでっかとアドバイスしたんですわ。

んで２５日に変わったんですわ。あなたは

そんなこと全然知りませんやろ。 

  ほんでもう一つ言うたら、２５日の晩に

木代へ私、行きました。あるところに常会

に。門前払いですわ。中に、顔を見たらほ

とんど知ってる人ばっかりや。あなた個人

で来られたんでっか、それとも議員として

来られたんでっかいうて聞かれたから、議

員として来ましたと言うたら門前払いです。

個人として来た言うたら中へ入れてくれま

すわ。私ですら知ってる人ばかりおるとこ

へ行っても門前払い、議員として行ったら

門前払いくらうのに、あなたが責任者、最
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高責任者が今後そんなとこで話できまっか。

あるいは場所変わっても話できまっか。そ

れこそ塩かけられまっせ、ほんまに。だか

ら一日でも早くあなたはやめたほうが、施

設組合のため、ひいては豊能町のためです

わ。 

  それからもう１件、今、現にそこでやっ

てまっけど、今どないなってまんねん。ち

ょっと具体的にお答えください。その双葉

保育所の跡、今どないなってまんの。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  臨時総会の中で、組合は園庭に置くとい

うことを提案しましたけども、住民の方々

からなるべく建屋の中にというような御意

見が出ましたものですから、建屋の中に入

れますということをお約束しました。で、

建屋の中に入れるがために、旧園舎の扉を、

今、外しまして、外側の扉も中側の扉も外

しまして、フォークリフトが入れられるよ

うな状況にしてございます。きょうは雨の

ために搬入ができないということで、トラ

ックに積んだまま、５台分ですが、また豊

能町内に１晩置いてまたあした作業を開始

するということで聞いております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  結局きょうは中止ですわな。あした雨や

んだらできまんのか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  雨の中では作業ができないという判断を、

組合も大阪府も神戸市もそれぞれなさった

というふうに聞いておりまして、雨がやん

だらできるという判断をされたと聞いてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  原因は雨だけと違いますわな。下がぬか

るんで思うように車が入らないということ

も一つの原因やというて聞いてまんねんな。

ほんで、きょうできなかったらあと２日間

ですな。２日間運び込もう思ったら、トラ

ックの台数ふやしたらいけまんねん。とこ

ろが台数ふやしてここ運び込める状況にな

りまっか。ほなら日が延びる。９月１日に

なる。約束は８月３１日や。ほな１日延び

て、神戸市許してくれまんのんか。あんだ

けきついことを言うて。その辺どないでん

の。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回その非常に風雨強いということです

んで、そんな中でやった場合にマイナスに

なるということもあるんで、その辺につい

てはこういった状況の中では一定配慮はい

ただけるというふうには聞いております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

  マイクが入ってなかった。 

○１４番（川上 勲君） 

  いやいや、絶対間違いおまへんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

○１４番（川上 勲君） 

  １日になってもかまへんということでっ

か。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私が聞いたのは、これ台風とか来ており

ますから、その中ですることによって危険

なことを伴うのであれば、それよりは、そ

ういったことについては配慮はするという

ふうに聞いております。ですから、ちょっ

と済みません、きちっとそこまでは聞けて

おりませんけれども、ただ、こういう危険

な中で作業をするということを進めるより

は、やはり安全ということが最優先にした

ほうがいいというふうには私は聞いておる

次第でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  だからね、そういうことを事前に、昼休

みでも時間あるんで、町長みずから、今は

本会議中だから行かれへんけども、１日２

日延びるかもわからへんけどもよろしくお

願いしますということを言わなあかんので

すわ。思いますではあきまへんねん。その

ええ例が、２５日の晩に余野決まった。２

６日の朝に、この双葉保育所は川尻も木代

もひっついてまんねん。普通やったら早速、

町長の指示で行くか、それとも町長みずか

ら木代とあの余野の自治会長に、こういう

結果になってよろしくお願いしますと言い

にいかなあかんのですわ。それされました

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川尻。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それについては、局長一定意識はしてお

ったんですけれども、なかなか、いろいろ

ばたばたしておりましてできておりません

でした。で、おくればせながらということ

で説明にはおくれた形で行かせていただい

た、施設組合から行かせていただいたとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  いやいや、局長がばたばたしておったら、

あなたがみずから行かなあかんのちゃいま

んの。現に明くる日、木代の自治会長に、

局長が電話でこうなりました言うて、１日

遅いわ言われて、その後あなた一緒に行っ

たん違いまんの。そういうことが全部つな

がってまんねん。このきょうのことも一緒

ですわ。そういうことをぱっと判じて指示

出すとか、みずから動くとか、それがトッ

プの役割や。リーダーや。全く欠落してお

る。だから任期いっぱいできるだけ努力す

る言うたってできひんねん。返ってマイナ

スになりまんねん。即刻やめたほうがよろ

しまんねん。やめるとここで宣言してくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほど来から話ししておるとおりでござ

いまして、私は、これ仕事進めるに当たっ

て、本当にこう職員のほうから、そういっ

た形で進めづらいという話であれば、それ

はもう当然ながらそれはもう真摯に受けと

めたいと思っておりますけれども、私は残

って続けるということのほうが、より進む

のではないかというふうに思っております

ので、今はそういうふうに最後まで仕事を

するということが最後の責任のとり方だと

いうふうに思っております。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長がおったらね、田中龍一さんという

町長がおったら、この仕事は進めづらいと

いうて職員が言えまっか。それを感じて判

じるのがトップですわ。トップの判断、戦

国時代でトップの判断が誤ったら、その家

はもうお取りつぶしで、全く一族郎党影も

形もおまへんようになるわけですわ。あな

たがおることによって豊能町全部が消滅し

てしまいまっせ。そういう可能性おまんね

んで。だから即刻、一般社会の常識では、

即刻あなたがやめた、後のもんが責任とっ

てやるわけですわ。あなたが責任とってや

る問題ちゃいまんねん。それがわかりませ

んか。ちょっと答えてください。わかって

るかわかってないかだけ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  例えば民間の企業でしたら、そのすぐま

た社長とかまた選んでということになろう

かと思いますけれども、これタイムラグも

ございますし、その間、トップがいてない

というよりは、やはりいろいろな交渉も、

どこか説明会なんかについても、やはりト

ップがいたほうが私は進めやすいというふ

うに思っている次第でございます。ですか

ら今はやめるつもりはございません。ただ、

いやそうじゃないと、実務的にそうじゃな

いという話であれば、それは真摯に受けと

めさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  いや、実務的にそうじゃありまへんねや。

わかりまへんかな。町長いう職がなかって

も、副町長がおったら職務代理者になりま

んねん。今、現実、副町長いてまへんので、

副町長おれへんかったら総務部長が職務代

理者になりまんねん。何もおらんかっても

何の影響もないし。おることによって影響

がごっつふえまんねや。そのことをあなた

だけがわかってないねん。議会の皆さんも

即刻やめたほうがええって皆思ってまっせ。

一遍聞いてみなはれ。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  あなたが残って何のプラスにもならん。

マイナスになりこそすれ。 

  んでもう一つ。とにかくもう、私はここ

で、そこの仮置き場のとこへ運び込んで終

わったらやめていただきたい。やめなさい。

もっと言うたら、今、総務部長筆頭や。無

記名で、やめるというて賛成の人、反対の

人いうて書きなはれいうたら、ほとんどが、

やめていただくのが全部やと思いますわ。

だからこうなる前に、こういう問題が起こ

ったときに、職員全部集めて、全部の職員

集めて、こういうことを私は起こしました

と、職員の皆さんごめんなさいと、これを

できるだけ解決しますんで、ええ方向にも

っていきますんで、協力してくれいうこと

言われましたか。言うてはりまへんやんな。

そうすることがあなたの役目ですわ。トッ

プの値打ち全然おまへんのや。私、そやか

ら、あなたが就任した当時、リーダーでっ

か、トップの器でっか言いましたやろ。あ

なたは、私は豊能町のリーダーとしてって

大見え切られましたやんかやな。全く違い

ますわ。即刻やめてくれと言いたい。言う。

この３１日に終わるかわからんけど、まあ

１日、２日に終わりますわな。そのときに

やめていただきたい。 
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  それともう１点。この前施設組合で分担

金のあれしはりましたわな。提案しはりま

したやん。その前に、３月３１日に、ダイ

オキシン問題は全て終了しましたと言われ

ましたな。ちょっと、言うた言わんかちょ

っと答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  問題は終結したという表現ではなくて、

一旦、処理についてはコンクリート固化、

あとは実証実験という意味では、一旦は終

了はしたという表現はさせてもらいました。

ただ、その後。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ただ、その後。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  いや、答弁聞いてからにしてください。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時４０分 休憩） 

（午後４時４２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  あの時点では、私は処理は終わったと思

っておりましたので、処理が終わったとい

うメールは皆さんに打ちました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  いやいや、思っておりましたやなしに、

処理したということでっしゃろ、そのとき

に。もう一遍確認したい。処理したという

ことでな。ちょっともう一遍答弁してくだ

さい。思うちゃうねん。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  その時点では処理したということで判断

しておりました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、ダイオキシンのこの問題

は全て解決して終わったと。で、能勢と豊

能の負担割合の分担金は７５対２５ですわ。

そのときまでは。で、終わりましたんや。

今回の件は新たに浮上してきた問題ですわ。

引き続いてちゃいまんねん。新たに浮上し

た問題やから、豊能町のためにも、新たな

問題に対して負担割合を話し合うのが当然

ちゃいまんのんか。それが何で７５対２５

になりまんの。答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一旦は終わったと思っておりましたけれ

ども。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ただ、その後、こういった問題が発生し、

これダイオキシンに関することについては、

これまでの取り決めではその割合があるの

で、そういった割合というふうに理解をし

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ダイオキシンの問題やから、これ７５対

２５でっか。違いますやんな。人口割とご

みの量で７５対２５でっせ。それをダイオ

キシンの問題に引き継いできてるだけでっ

せ。ほんだらあの灰も全部、７５対２５の

割合で灰ついてまんのんか。能勢町のもん

燃やしたときの灰ついて、豊能町の燃やし

た灰つかん場合もあるかもわかりまへんが

な。そうでっしゃろ。そういうことになる

から、あの分担金を出すときには今度は町

長としての交渉を能勢の町長とせなあきま

へんのや。引き続いてまへんのやで。３月

３１日で一旦切れてまんねんで。それすら

豊能町に損害を与えるようなことになって

まんのや。これ、1,０００万円や2,０００

万円の金額やったら知れておるわ、７５対

２５。億になってきたらごっつい金額違い

まんねんで。５０％違うてきまんねんで。

豊能町が負担するの。半分、豊能町はもた

なあきまへんねんで、普通に考えて。それ

にプラス２５ですわ。そんなこと考えてみ

たことおまっか。ないからすぐやめなさい、

解決する前に。あんた楽でっせ。ほな後の

者が全部やりまんのや。やりやすい。どん

なことを考えても、あなたがおることによ

ってマイナス、マイナス、マイナスになっ

ていきまんねん。この話も、起こった、ダ

イオキシンのこの今回の分でも、初めから

しまいまでもう筋書きどおりになってまん

がな。環境テクノロジーの井上さんが誰か

と一緒に話し合うて、こういう結末にしよ

うと。そうせんことにはあの人手取り浮い

てこんわけや。1,０００万円か2,０００万

円使ったって。そこだけでも、三池製錬で

処理してもうたらあの人の取り分ないよう

になってしまいまっしゃろ。んなことしま

っかいな、あのブローカーが。自分の取り

分ちゃんと確保してますわ。こっちで予算

何ぼおまんねん、約１億円おまんねん、ほ

な9,６５０万円ぐらいやったら出せまんな

って、出せます、ほな出してください、で、

出せますって。それ詐欺ちゃいまっせ。約

束で出してんねんから。それぐらいブロー

カーは全部承知の上ですわ。せやから告訴

できまへんねや。弁護士も一服しまんねや。

警察も動きまへんのや。当たり前の話や。

こっちは承知で金出してんねやから。１万

の土地でも、１万の売ったら土地でも、こ

の土地１０万で買いませんかと言うたら買

いまっせって。１万でブローカー買うて、

９万上げて１０万もらいまんがな。これは

ブローカーの、これは商売のやり方や。当

たり前の話や。そんなことすらもわかって

ない。それは即刻あなたやめな、やめたほ

うがよろしまんねん。もうやめなさい、も

う。後のことは後の者が全部する。もっと

例挙げたら、７月の１４日に箕面の市長選

に応援に行ってまんがな。自衛隊協力会の

総会に行ってまんがな。大事なときに。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  ８月の１４日や。ごめんなさいね。そう

でっしゃろ。そんなひまがあったら情報を

得にあちこち動き回って情報を得ることも

大事やねん。自分がそれせんかったら情報

を集める人を配置して情報を集めなあかん

わけや。今、余野はどういうことで動いて

おるか、高山はどういうことで動いておる

か、あるいは木代はどういうことで動いて

おるか。情報を得なあきまへんのや。それ

がトップの役目ですわ。今、ＮＨＫで真田

丸やってまんがな。あれも忍者使うて情報

を全部駆けずり回って走り回ってやってま

っしゃろ。だからああいう弱小の大名でも

残っていきまんねん。そういうことをでき

ひん、あなたは。だから即刻やめなさい、
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やめたほうが豊能町のため、施設組合のた

めでっせ言うてまんねん。私の話、理解で

きませんか。そんで今あなた知ってること

でも答えられないやつがようけおまっしゃ

ろ。もうやめたら答えんでもよろしいおま

んねや。とりあえずは。百条は知りまへん

で、俺。だからちょっと、もうこの一連の

仮置きのあれが終わった段階でここでやめ

ますとあなたは楽になりますさかい、言う

ておくなはれ。頼みますわ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほどと同じ答えですので。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  負けてまうわ。何ぼ言うたってわかりま

へんかな。さっきから例挙げて言うてもわ

かりまへんか。 

  ほんなら、追及しまっせ。関係団体の名

前ここで言いなはれ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどと同じ答えでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時５０分 休憩） 

（午後４時５１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これは非常にデリケートな問題でもござ

いまして、この答えについては、発言につ

いては控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  デリケートな問題であろうがなかろうが、

ここは豊能町の本会議や。知ってることな

ら全部答えてもらわなあきまへんのや。そ

れが豊能町の町長としての役目。デリケー

トやから何で答えまへんねんな。それを答

えてこそこの一連の件が解決する可能性が

十分おまんねや。何を頭かいてまんねんな。

そうでっしゃろ。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  何で答えられませんの。議員は誰も知れ

へん。施設組合のは知ってまんのやろ。同

じ、知ってることを共有せんと問題解決で

きまへんのや。それがありましたやんな。

神戸市から、議会も同席して議会も責任持

たされましたやんな。ということは同じこ

とを知ってなあかんわけや、議員も。知ら

んで済む話ちゃいまっせ。名前答えなさい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これは非常に企業にとってもデリケート

な問題というふうに聞いておりますし、こ

れについては、申しわけございませんけれ

ども、今については発言については控えさ

せていただきます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後４時５３分 休憩） 
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（午後５時１５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  要は関係団体の氏名でございますけれど

も、これについては、申しわけございませ

んけれども発言については差し控えさせて

いただきます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  進退については、今、進退については、

当然ながら先ほどと同じ回答でございまし

て、最後まで責任を持って進めていきたい

というふうに思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  責任を持って進めてまいりたいと思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  町長、企業なら重役の反対ややめざるを

得ん場合も出てくるわけですわ、企業なら。

町長も政治家ですわ。我々も政治家。政治

家の進退を決めるのはみずから決めまんね

ん。町の部長級を集めてやっても、誰もあ

んたやめなはれとは言えまへんわ。みずか

ら決めるのが政治家の責任ですわ、それも。

それを続けはるのやったら、もうしゃあな

い。私の負けや。 

  １点だけ、今後のために言うておきます

わ。今、東田商店に積んで置いてまんな。

東田商店は産業廃棄物の許可は持っておる

けども、特定特別一般廃棄物とか特別産業

廃棄物の許可は持ってまへんねん。あれ道

路走ったら違反ちゃいまんのか。ちょっと

答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  特管というのはもう既にとれております

ので、そういった意味では、特管ではござ

いません。ですから資格については問題な

いというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  いやいや、一般廃棄物の運搬もでっせ。

産業廃棄物だけですやん、あの東田商店持

ってるのは。ほだら産業廃棄物の許可だけ

で運搬できるのやったら、わざわざここか

ら三池製錬持っていくとき、三池製錬から

こっち持って行ってとか関係ないけども、

今度の場合、１台１５万円もかけて持って

きまんのやろ。向こうへ、大牟田へ持って

いくときは１台４５万円ですわ。３台で。

産業廃棄物だけの許可だけやったら、もっ

ともっと安ういけまっせ。ちゃいまっか。

町が指定すんねんから、施設組合が指定す

んねんから。今度神戸市から持ってくる費

用は１台当たり何ぼで、どれぐらいかかっ

てまんの。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １台当たり１５万円です。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  暫時休憩します。 

（午後５時２０分 休憩） 

（午後５時２１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  暫時休憩します。 

（午後５時２２分 休憩） 

（午後５時２８分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  東田商店の産業廃棄物だけで運搬できる

のは問題ないということは、１台１５万円

も払うて運搬せんでもええわけですわ。一

般の産業廃棄物の許可を持っている業者で

あれば５万円か６万円で十分いけまんのや。

これも大事な住民の税金を使うてやってま

んねんで。ましてやあの光風台の豊能町の

玄関口のあの場所や、1,５００万円全部と

は言わんけど、全く無駄な金なんです、あ

の使うた金は。おまけにまだ１台１５万円

もとめ置いて、５日間、１日８１万円、２

万円の金をね、無駄な金が要ってまんねん。

これもあなたの責任ですわ。しかし、この

件について責任を全うするというぐあいに

断言しておられる。反対団体の名前も言え

ない。そんでよろしいがな。ならばもう一

回、９月２５日、選挙に立候補して、最後

まで責任、どんだけ税金使うかわからんけ

ど、これを処理して完了するのがあなたの

責任やったら立候補しはったらよろしまん

がな。とめない。もうやめいうのも言わな

い。あなたの責任で、この新たに起こった

ダイオキシン問題、新たに起こった問題で

っせ。もう過去のもんは全部済んだから２

５対７５でよろしいけど、新たに起こった

問題は、豊能町と能勢町の割合も含めてあ

なたの責任で全て処理しなさい。そういう

ことを言って私の質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊能第一クラブの一般質問を終

わります。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  次回はあす、８月３０日午前９時３０分

より会議を開きます。 

  どうも長い間お疲れさまでした。 

 

散会 午後５時３３分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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